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１ かながわ文化芸術振興計画とは 

  本県では、文化芸術振興基本法（現文化芸術基本法）の趣旨に則り、文化芸術の振興についての

基本理念や施策の基本となる事項を明らかにした神奈川県文化芸術振興条例（以下「条例」とい

う。）を 2008（平成 20）年７月に制定し、2019（平成 31）年４月に改定しました。 

  また、同条例に基づき、文化芸術の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

文化芸術の振興に関する基本的な計画を定めることを目的として、かながわ文化芸術振興計画を

2009（平成 21）年３月に策定し、その後、2014（平成 26）年３月及び 2019（平成 31）年３月に改

定を行い、現行計画を策定しました。   

この現行計画は、2019（令和元）年度から 2023（令和５）年度までの５年間を計画期間として

おり、これまでの間の文化芸術を取り巻く状況の変化とこれまでの取組の実績と課題を踏まえ、

今後取り組むべき「基本的な施策」及び「重点施策」を整理しました。 

 

２ かながわ文化芸術振興計画年次報告の位置付け 

県はかながわ文化芸術振興計画（以下「計画」という。）について、2009（平成 21）年３月に策

定後、2014（平成 26）年３月に改定（以下「第２期計画」という。）し、2014（平成 26）～2018

（平成 30）年度の５か年間に取り組む「重点施策」及び「基本的な施策」を掲げ、取組を進めま

した。 

なお、現行の計画（計画期間：2019（令和元）年度～2023（令和５）年度。以下「第３期計画」

という。）は、2019（平成 31）年３月に改定を行っています。 

この年次報告は、それぞれの施策に係る 2021（令和３）年度の実施状況について県文化芸術振

興審議会に報告し、御意見を踏まえまとめたものです。 

このうち、重点施策については概要を３のとおり整理しました。 

資料の構成は、「重点施策の実施状況」（５～17ページ）、「基本的な施策の実施状況」（18～25 ペ

ージ）で整理しています。 

 

「Ⅱ 重点施策の実施状況」（５ページ） 

計画の施策体系のうち、「重点施策」と位置付けている各施策の実施内容を記載しています。

また、その効果、課題、今後の方向性について、記載しています。 

「Ⅲ 基本的な施策の実施状況」（18 ページ） 

計画に掲げる「基本的な施策」に位置付けられている各事業の実施状況について、その概要

を記載しています。 

「Ⅳ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催期間中の主な文化プログラム」 

（26 ページ） 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京 2020 大会」という。）開催期

間中に実施した主な文化プログラムを記載しています。 

「Ⅴ 施策事業の実施状況一覧」（29 ページ） 

2021(令和３)年度に実施した施策の概要を一覧にしています。 

「Ⅵ 進行管理のための参考指標等」（57 ページ） 

施設の利用者数、利用率など量的なものと、文化芸術に関する県民の意識など質的なもの両

面から、それぞれ関連するデータを記載しています。 
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３ 重点施策の実施状況の概要（詳細は５～17 ページに記載しています。） 

  「重点施策」に位置付けた各事業の 2021(令和３)年度の実施状況は次のとおりでした。 

 
 

 
 

 
 

重点施策１:地域の伝統的な文化芸術の保存、継承、活用

〇県民が伝統文化の存在意義に対する認識を深め、
魅力・価値を再発見し、将来にわたり大切に継承し
ていこうという機運につなげていくことを目指し、
「カナガワ リ・古典プロジェクトin小田原」など
の地域の伝統文化を紹介する事業を実施した。

〇各地域で継承されている伝統文化への理解を深め、
伝統文化の継承、発展への機運を醸成することを目
的として「かながわ伝統文化こども歳時記」を実施
した。

重点施策２:子どもや高齢者・障がい者など、あらゆる人の文化芸術活動の充実等

〇「ともいきアートサポート事業」では、県立青少
年センター・スタジオＨＩＫＡＲＩの交流スペース
や神奈川県庁新庁舎内での作品展示のほか、県立の
特別支援学校にアーティストを派遣し、ワークショ
ップや創作作品の展示会を実施した。

〇高齢者による「シニア劇団」の運営や「シニアダ
ンス企画」の実施など、年齢や障がいなどにかかわ
らず、子どもから大人まで全ての人が、舞台芸術に
参加し楽しめる取組を推進した。

重点施策３:国際文化交流の充実

〇KAAT神奈川芸術劇場において、国内外のプロフ
ェッショナルが交流するＹＰＡＭ（横浜国際舞台芸
術ミーティング）を開催し、日本の舞台芸術を国内
外に向けて発信した。

〇次代を担う子どもたちの夢と創造力を育み、絵画
を通じてお互いの生活や文化を理解し、交流を深め
るふれあいの場となることを目的として、「カナガ
ワビエンナーレ国際児童画展」を開催した。

カナガワビエンナーレ国際児童画展 

共生共創事業 小田原シニア劇団 

カナガワ リ・古典プロジェクト in 小田原 
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  2021 年度も前年度から引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、中止や延期となった事

業があったが、そうした状況下においても、アーティストや文化芸術活動団体の活動の継続や、県民が

文化芸術に触れる機会を確保するため、オンライン上での創作活動の成果発表の場や鑑賞の機会の提

供など、「新しい生活様式※」のもとで、一層の創意工夫による文化芸術活動の振興に向けた取組を推

進した。 

また、東京 2020 大会の機会を捉え、「共生社会の実現に向けて」をテーマに東京 2020 組織委員会が

主催する「東京 2020 NIPPON フェスティバル」に地方自治体として唯一参画した。東京 2020 大会が無

観客開催になったことに伴い、中止ではなく動画配信に切り替えることなどにより、国内外に向けて本

県の文化芸術の魅力を発信することができた。併せて、県内各地で開催される文化プログラムを「神奈

川文化プログラム」として認証し発信する取組や、補助制度により、官民一体となったオール神奈川で

文化プログラムの展開を図ったことで、文化芸術を通じた地域の活性化を推進することができた。 

今後は、コロナ禍において大きく活動の制限を受けた伝統芸能をはじめ、本県の文化芸術を一層振興

していくため、活動の場の提供や補助金等により、県内における文化芸術活動を支援するとともに、伝

統芸能の普及振興や共生社会の実現、人材の育成を推進していく必要がある。さらに、東京 2020 大会

の機会を捉えて実施した取組の成果を今後の事業に生かしていくため、市町村や関係団体等と引き続

き連携し、年齢や障がいなどに関わらず誰もが県内各地の様々な文化芸術活動に参加し、楽しめるよ

う、文化芸術活動の裾野を広げる取組をオール神奈川で推進していく必要がある。 

 

重点施策４:東京2020大会を契機とした施策

〇東京2020組織委員会が主催する「東京2020
NIPPONフェスティバル」に参画し、本県ゆかりの
文化芸術各分野の一流アーティストが「共生社会の
実現に向けて」を切り口とした動画を作成し、本県
の文化芸術の魅力を国内外に向け発信した。

〇県内の文化芸術イベント情報を集約した冊子
「Cultural Programs in Kanagawa 2021-2022」を、
日英併記で県内市町村と連携して作成するなど、
「オール神奈川」で神奈川県内の文化芸術の魅力を
広く国内外に発信した。

重点施策５:文化芸術の振興を推進するための環境整備

〇KAAT神奈川芸術劇場や近代文学館などの県立文化
施設において、施設機能の維持や来館者の安全・安
心の確保のため、修繕・工事等を実施した。

〇アーティスト等が県庁前の日本大通りで音楽やダ
ンスなど自由に発表できる空間「マグカル開放区」
の開催場所を路上からオンライン上に移し、文化芸
術オールジャンルの動画コンテスト「バーチャル開
放区」を実施した。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話への対策をこれまで以上

に取り入れた生活様式 

KAAT 神奈川芸術劇場 

東京 2020 NIPPON フェスティバル 

「カガヤク ミライ ガ ミエル カナガワ 2021 Our Glorious Future ～KANAGAWA 2021～」 
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１ 地域の伝統的な文化芸術の保存、継承、活用（第5条3）

２ 県民の文化芸術活動の充実（第6条）

３ 芸術家等の育成等に関する支援等（第7条）

４ 文化芸術団体の育成等（第8条）

５ 子どもの文化芸術活動の充実（第9条）

６ 学校教育における文化芸術活動の充実（第10条）
７ 高齢者、障害者等の文化芸術活動の充実（第11条）

県民の文化芸術活動の充実

８ 文化芸術に関する交流の推進（第12条）

９ 創造的活動等の推進（第13条）

10 文化資源の活用（第14条）

11 景観の形成（第15条）

文化資源を活用した

地域づくりの推進

12 学校施設、公共的施設の活用等（第16条）

13 県立文化施設の充実（第16条）

14 情報通信技術の活用（第17条）

15 文化芸術活動に対する支援の促進（第18条）

16 顕彰の実施（第19条）

文化芸術の振興を図るための

環境整備

＜第３期計画（計画期間：2019 年度～2023 年度）の施策体系図＞ ＜施策体系図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点施策 

重点施策１【伝統×文化】 

地域の伝統的な文化芸術の保存、継承、活

用 

・文化財や伝統的な芸能などの活用 

・技術･技能の継承者の育成･支援 

・伝統工芸品等の地域資源の活用 

・後世に残す伝統的な文化の記録の保存 

重点施策２【共生×文化】 

子どもや高齢者・障がい者など、あらゆる

人の文化芸術活動の充実等 

・創作活動の支援 

・アウトリーチやワークショップ等の鑑

賞・体験活動の充実 

・文化芸術にかかわる人材の育成 

・文化芸術による共生社会実現に向けた環

境づくり 

重点施策３ 【国際×文化】 

国際文化交流の充実 

・神奈川の文化芸術の海外発信 

・三県省道やベトナム等の文化交流事業の

推進 

・多文化理解の推進 

・関係団体等との連携 

重点施策４【東京 2020 大会×文化】 

東京 2020 大会を契機とした施策 

・文化プログラムの展開とレガシーの定着 

・多言語化対応 

・文化財や伝統的な芸能などの活用(再) 

・文化芸術による共生社会実現に向けた環

境づくり(再) 

重点施策５【施設×情報発信×文化】 

文化芸術の振興を推進するための環境整

備 

・県立文化施設の計画的な維持・保全・拡

充 

・施設の機能としての人材育成 

・市町村・文化芸術団体等との連携・協力 

・情報発信の強化 

＜施策展開の基本的な視点＞ 

○文化芸術の魅力で人を引きつけ、地域のにぎわいをつくり出す、マグネット・カルチャーを推進する 

○文化芸術を通じて、共生社会の実現を後押しする 

基本目標 

(条例の目的) 

※1（ ）は、神奈川県文化芸術振興条例の条文番号。 

※2【 】は、文化と他分野をクロスし、横断的な取組で効果的に施策を推進。 

※3 重点施策の取組事項のうち、複数に係るものは再掲の意味で(再)と記載。 
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重点施策１ 地域の伝統的な文化芸術の保存、継承、活用 

１ 施策の内容 

（１）文化財や伝統的な芸能などを活用した文化芸術の発信 

市町村と連携しなら、県民が伝統芸能の存在意義に対する認識を深め、魅力・価値を再発見

し、将来にわたり大切に継承していこうという

機運につなげていくことを目指し、「カナガワ 

リ・古典プロジェクト in 小田原」を２年ぶり

に有観客で開催するとともに、日頃の稽古の様

子や会場での演目を動画配信した。 

また、昨年度はコロナ禍で中止した「かなが

わ民俗芸能祭」を無観客・オンライン配信で開

催することで、県民の伝統文化への理解を促進

し、継承、発展への機運を醸成した。 

 

（２）伝統的な芸能を支える技術・技能の継承者の育成・支援 

伝統芸能についての理解と認識を深めるとともに、継承者の育成につながるよう、高等学校

等において、伝統芸能への関心を喚起し、団体の活動の紹介や上演等を行う「相模人形芝居学

校交流ワークショップ」を実施したほか、「人形浄瑠璃文楽」では文楽・人形浄瑠璃クラブが

ある学校等の生徒を招待し、青少年の伝統文化への理解を促進するとともに、継承、発展への

機運を醸成した。 

また、「かながわ伝統文化こども歳時記」は、開催時期を８月から２月に変更したことで、

リアルで開催することが可能となり、伝

統芸能の鑑賞に加え、祭礼や民話、昔遊

びといった地域の伝統文化の体験プログ

ラムを組み合わせた内容とし、子ども・

青少年に対し、地域で継承されている伝

統文化への理解を促進した。このほか、

市町村と連携しながら、小・中学生を対

象に日本舞踊等を体験できる「日本舞踊

に学ぶ‘和’の作法」、能の歩き方や使用

する楽器体験といった「能楽ワークショ

ップ」により、伝統芸能の体験や観賞機会を提供した。 

 

 

 

カナガワ リ・古典プロジェクト in 小田原  

 

かながわ伝統文化こども歳時記 
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（３）伝統工芸品等の地域資源の活用 

   ものづくりに必要な設備機器等の木製品製造事業者への貸出しや、新商品の試作等のための

依頼加工・製作を実施し、工芸品を主とする木製品事業者向けの支援を行った。 

また、「工芸ヤングフォーラム」を実施し、木製品製造業に携わる若手工芸技術者を対象

に、交流の場を提供した。  

 

（４）後世に残す伝統的な文化の記録保存 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、調査期間を３か年から４か年に変更したため、令

和２年度より引き続き「吉浜の鹿島踊」をはじめとした県内に所在する「鹿島踊」について、現

状等の記録保存を行うことにより、県内の民俗芸能の保存・継承の基礎資料とするとともに、当

該芸能の特色を明らかにする調査を実施し、2021 年度末に調査報告書を刊行した。 

2015 年度以降に県が実施した伝統芸能に係る事業について、報告書の整理を実施し、記録と

して後世に残していく取組を行った。 

 

２ 施策の効果 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度に引き続き、中止せざるを得ない事業があっ

たものの、動画配信への切り替えや入場者数の制限などの新型コロナウイルス感染拡大防止対策

をとることで、講演やワークショップを開催し、さらに、日々の稽古の様子等の動画を制作し配

信するなど、伝統芸能や地域で受け継がれている貴重な民俗芸能を紹介することで、県民の理

解・認識を深めるとともに記録を保存することができた。 

 「かながわ伝統文化こども歳時記」では、ホール公演に加え、「片瀬こま」の長回しチャレンジ

などの体験コーナーを設置したところ大変盛況であり、アンケートでも「日常の中で伝統芸能に

触れる機会が減っているなかで、このようなイベントを開催いただきありがとうございます。６

歳の子どもと一緒に楽しめました。」という御意見をいただくなど好評であった。また、「カナガ

ワ リ・古典プロジェクト in 小田原」のアンケート結果では、「大変満足している」・「満足し

ている」が 84.0％、「伝統文化の持つ魅力・価値に大変興味を持った」が 53.3%と、好評を得ると

ともに、本県ゆかりの伝統文化の魅力を発信できた。 

 

３ 今後の課題 

人口減少の影響などにより、地域において伝統芸能の継承者がいなくなるという課題がある中、

新型コロナウイルス感染症の拡大により、中止せざるを得なかった事業もあり、これまでと比べ

て文化芸術に触れる機会が減少してしまっている。複合的な原因が重なって価値共有が難しくな

ってしまったことで、伝統文化が失われていくおそれがある。そのため、公演事業については若年

者層の来場を増やすとともに、ワークショップについては、県内各地域で実施し、次世代を担う青

少年の参加者をより増やすための取組が必要である。 
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４ 今後の方向性 

県民をはじめ多くの人たちが県内各地域の伝統芸能を知る機会を持ち、価値を知って大切に継

承していけるような公演・ワークショップ等の事業や、伝統芸能の記録を保存し、後世に伝えるこ

とを視野に入れた取組を継続して実施する。 

その際、県内市町村とも連携しながら、各事業の参加

者や対象地域を広げていくとともに、地域に根付かせて

いく取組を進める。 

また、次世代を担う青少年が文化財や伝統芸能に興味

を持つような企画・広報を目指し、より幅広い世代に発

信する取組を進める。特に、子どもに興味関心を持って

もらうため、公演事業においても、体験の要素を取り入

れた事業を展開する。 

 

 

 

 

  

相模人形芝居学校交流ワークショップ  
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重点施策２ 子どもや高齢者・障がい者など、あらゆる人の 

文化芸術活動の充実等 

１ 施策の内容 

（１）創作活動の支援 

   全国公募による「神奈川県美術展」や、中高生を対象とした「神奈川県美術展中高生特別企画

展」を２年ぶりに開催し、コロナ禍にあって来場者は関係者に限定したものの、平面立体・工

芸・書・写真といった様々な作品発表の機会の充実を図った。東京 2020 大会期間に合わせて、

障がい者のアート作品を展示する「ともいきアート展」も行った。 

また、青少年センターで実施している、未来のライブパフォーマンスを創造する若い才能の発

掘と育成を目指す取組である「マグカルシアター」に採用された団体に対し、公演会場としてス

タジオ HIKARI やかながわアートホールの無料での貸出しや、舞台芸術活動を通した青少年の健

全育成を目的に「青少年ダンス発表会」、「中学校創作劇発表会」などを開催した。 

 

（２）アウトリーチやワークショップ等の鑑賞・体験活動の充実 

  県立文化施設での子どもたちを対象とした公演として、KAAT神奈川芸術劇場における「KAAT

キッズプログラム」や県民ホール本館における「オープンシアター2021」、音楽堂における「子

どもと大人の音楽堂」などを実施し、演劇や音楽、ダンスなど、様々な芸術作品をホールで鑑賞

し、体験する機会を提供した。 

また、公益財団法人神奈川フィルハー

モニー管弦楽団との共催により、県内の

小学校にてワークショップによる音楽指

導及びオーケストラの演奏を届ける音楽

芸術体験事業「ゆめコンサート」を実施

した。 

さらに、「ともいきアートサポート事

業（創作×地域展示）」として、県立の

特別支援学校等にアーティスト等を派遣

してワークショップを実施するととも

に、創作作品の展示会を実施した。 
  

（３）文化芸術にかかわる人材の育成 

   青少年センターにおいて、マグカルシアターに出演する団体等の作品制作に関する課題解決

を支援し、上演作品の質的向上を図った。「マグカル・パフォーミングアーツ・アカデミー」

では声楽、ダンス、演技、各分野の一流講師陣による実践的なレッスンを行い、これまでの活

動の集大成として、青少年センターがある紅葉坂を題材とした新作ミュージカル作品の上演を

目指す（新型コロナウイルス感染症の影響で公演は中止）など、舞台芸術のアーティストの育

成を図った。 

また、県民ホール本館では「舞台芸術講座」、KAAT 神奈川芸術劇場では「劇場運営インター

子どもと大人の音楽堂〈子ども編〉©青柳聡 
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ン」を実施し、国際的に通用する真のプロフェッショナル人材の育成のための取組を推進した

ほか、KAAT 神奈川芸術劇場で県立神奈川総合高校舞台芸術科の生徒を対象とした舞台芸術研修

を実施し、文化施設での業務全体を体験できる取組を実施した。 

 

（４）文化芸術による共生社会の実現に向けた環境づくり 

   年齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人まで全ての人が舞台芸術に参加し楽しめる

「共生共創事業」において、シニア劇団の運営やシニアダンス企画を実施し、オンラインでの

ダンスレッスン等を開催した。このほか、高齢者や障がい者等が出演する演劇やダンス作品を

動画配信した。 

また、「神奈川県障害者文化・芸術祭」を実施し、障がい者の文化芸術活動（絵画、工作

等）の作品展示の場を用意したほか、ライトセンターにおいて視覚障がい者同士の交歓活動と

なる文化クラブの場を提供するなど、障がい者の社会参加の推進を図った。「神奈川県障がい

者芸術文化活動支援センター」では、障がいのある方が、身近な地域で芸術文化に触れること

ができるよう支援するため、相談支援事業やワークショップの実施、コーディネーターの養成

等の人材育成事業等を行った。 

その他、舞台芸術の創作活動を通して

コミュニケーション力の向上を図る青

少年支援事業として、その集大成となる

公演「寄宿生活塾 はじめ塾×東京デス

ロ ッ ク 『 Anti Human Education 

V―Teens Revenge Edit.―』」を実施し

た。 

    

２ 施策の効果 

県立文化施設での子ども向け公演の開催、オンラインでのアウトリーチやワークショップ等を

実施したことにより、舞台やオーケストラの鑑賞機会が少ない子どもたちや障がい者等が優れた

文化芸術に触れ、文化芸術への関心を高めることに繋げることができた。 

青少年に対する舞台芸術にかかわる人材の育成については、舞台への出演を通じて青少年の思

考力やコミュニケーション能力などを養い、健全育成に寄与することができた。 

「シニア劇団」やシニアダンス企画「チャレンジ・オブ・ザ・シルバー」の参加者へのアンケー

ト結果では、「心や体が元気になったと感じた」と回答した方の割合が 77.9％あり、高齢者の文化

活動の充実を図るとともに、共生の理念を普及し「ともに生きる社会かながわ」の実現に寄与する

ことができた。 

「神奈川県障がい者芸術文化活動支援センター」で障がい者の文化芸術を支援するコーディネ

ーター養成のための研修会や勉強会をオンラインで開催し、障がい者を対象とした、ダンスや音

楽、美術のワークショップも一部オンラインで実施することで、コロナ禍においても感染症対策

をしながら事業に取り組み、障がい者の文化芸術活動を支援する体制の充実に貢献した。 

３ 今後の課題 

オンラインを活用したシニアダンス企画のワークショップ 
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新型コロナウイルス感染症の影響により様々な制約がある中でも、継続して文化芸術活動を行

うことができるよう、引き続き場の提供や広報等による支援や普及を進める必要がある。 

また、青少年の文化芸術への関心が高まるとともに、趣味・趣向が多様化してきているため、県

民のニーズを把握し事業に反映していく必要がある。 

  共生社会時代に向けた環境づくりにおいては、共生共創事業の実施地域に偏りが生じているこ

とから、共生の理念の一層の浸透を目指し、文化芸術団体等による取組との連携を図ることで、

県内全域での事業展開を推進し、「ともに生きる社会かながわ」の実現に寄与する必要がある。 

 

４ 今後の方向性 

  年齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人までのあらゆる人が文化芸術活動を行うこと

ができる環境づくりのため、他分野との連携も図りつつ創作活動の支援や発表の場の提供を広げ

ていく取組を引き続き行っていくとともに、アウトリーチやワークショップ等については、県立

文化施設や関連するＮＰＯ等のノウハウやネットワークを生かして、学校や障がい者・高齢者施

設等と連携するなど、オンラインでの実施方法も検討しながら、県内全域での実施を目指す。 

また、舞台芸術人材の育成については、青少年センター等の県立文化施設を神奈川の舞台芸術

シーンの拠点として、多くの人材が集える場所として整備していくとともに、より多くの人材育

成が可能となるよう、関係団体と協力しながら取組を進める。 

 

 

 

  

共生共創事業 
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重点施策３ 国際文化交流の充実 

１ 施策の内容 

（１）神奈川の文化芸術の海外発信 

   KAAT 神奈川芸術劇場において、2021 年度から名称をＴＰＡＭ（国際舞台芸術ミーティング in

横浜）からＹＰＡＭ（横浜国際舞台芸術ミーティング）に変更し、名実ともに神奈川県内での開

催となった舞台芸術のプロフェッショ

ナルが交流するイベントを、複数の文

化芸術関連団体等と共同で開催し、舞

台芸術の国際交流の拠点としての役割

を発揮した。また、ＹＰＡＭ連携プログ

ラムとしてタイ語アニメーション

「hesheit」を上映するなど国際交流の

推進を図った。 

また、地球市民かながわプラザ等にお

いて、「第 21 回カナガワビエンナーレ国

際児童画展」を開催し、絵画を通じて国 

際理解と国際交流の推進を図った。 

 

（２）三県省道（※）やベトナム等の文化交流事業の推進 

これまでの県とベトナムの交流や県内で努力を続け

るベトナム人を紹介することにより、ベトナム人の文

化や人柄を県民に知ってもらい、地域内における共生

促進に寄与するため、「かながわ・ベトナム パネル

展」を商業施設等において開催した。 

また、三県省道では、相互に友好提携を締結してい

る中国・遼寧省、韓国・京畿道とオンラインで会議を

開催し、３地域共通の課題について、情報を交換するな

ど、ネットワークの形成を図った。 

 

 

 

（３）多文化理解の推進 

多文化共生の地域社会づくりに向け、多文化理解を推進するため、地球市民かながわプラザ

において、展示学習やワークショップなどの学習センター事業、映像・図書資料の収集提供や

外国籍県民相談等の情報・相談センター事業やＮＰＯ等活動支援などのサポート・ネットワー

YPAM ヤン・ジェン「Jasmine+Town」 撮影：土田祐介 

かながわ・ベトナム パネル展 

※相互に友好提携を結んでいる、神奈川県、中国・遼寧省（りょうねいしょう）、韓国・京畿道（キョンギド）の

３地域のこと。 
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ク事業等を実施した。また、多文化共生イベント「あーすフェスタかながわ 2021」について

は、NPO 等の協力団体や外国籍県民等のボランティアと協力してオンラインで開催し、コメン

ト機能や投票機能を活用した参加型企画により、多文化理解の周知促進を図った。 

 

（４）関係団体等との連携 

（公財）かながわ国際交流財団が、国際交流や国際協力の積極的な推進、多文化共生社会の

実現を目的とした各種事業を展開しており、高校生等を対象に、日本と外国の異なる文化や多

様な価値観等を知るための参加型セミナーをオンラインにより開催した。 

また、大学生等を対象に、県内 NPO 等市民による多文化共生活動について学ぶセミナーを開

催し、青少年が国際理解や課題を学ぶことにより、今後、主体的に学ぶきっかけを提供した。 

 

２ 施策の効果 

  ＹＰＡＭ（横浜国際舞台芸術ミーティング）では、オンライン配信を含む公演をはじめとする

多彩なプログラムを通じて、情報交換やネットワーク構築の場を提供できた。 

多文化理解の推進については、イベントにより外国人や外国籍県民と県民との交流が促進され、

また、学生向けのセミナーを開催することにより、多文化共生の意識醸成に繋げることができた。 

 

３ 今後の課題 

今後も、国際色豊かな文化事業を展開するとともに、相互理解を深めるための国際交流事業の

中で文化交流を推進することが必要である。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度に引き続き、ベトナム交流イベントの開催は

叶わなかったが、これまで構築したネットワーク等を活用し、交流を継続していくとともに、ベト

ナム政府と締結した覚書に基づき、人材交流を促進する必要がある。 

また、若い世代やより多くの外国籍県民等が参加・交流できる事業を実施し、多文化理解の推進

に取り組む必要がある。 

 

４ 今後の方向性 

新型コロナウイルス感染症の影響により、2021 年度もリアルでの国際交流事業は難しい状況に

あったが、今後も引き続き、様々な国や地域との国際交流事業を実施しながら、オンライン配信を

活用し、神奈川発の文化芸術を海外に発信していくとともに、県立文化施設において国際色豊か

な取組を充実させることで、県民の国際交流や

海外の文化芸術に対する理解を深める取組を

推進していく。 

また、関係団体等と連携しながら、より多く

の青少年や外国籍県民等に参加を促せるよう

な多文化共生をテーマとした事業を企画・開催

することによって、国際色豊かな本県の多文化

理解を推進する。 

  

あーすフェスタかながわ 2021 
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東京 2020 NIPPON フェスティバル 

「静、愛と死～能とオペラの融合による創作舞台～」幕間 

重点施策４ 東京 2020 大会を契機とした施策 

１ 施策の内容 

（１）文化プログラムの展開とレガシーの定着 

県内各地の様々な文化イベントなど、277 件を「神奈川文化プログラム」として認証し、神奈

川全体で一体感を高め、東京 2020 大会

に向けた文化イベント等の機運醸成を

図った。また、東京 2020 組織委員会が

主催する東京 2020 大会公式文化プログ

ラムである「東京 2020NIPPON フェステ

ィバル」の主催プログラムに地方自治体

として唯一参画し、「カガヤク ミライ 

ガ ミエル カナガワ 2021 Our 

Glorious Future ～KANAGAWA 2021～」

を配信した。また、「東京 2020 NIPPON

フェスティバル」の共催プログ

ラムとして「静、愛と死～能と

オペラの融合による創作舞台～」を配信した。 

 

（２）多言語化対応 

   「東京 2020 NIPPON フェスティバル『カガヤク ミライ ガ ミエル カナガワ 2021 Our 

Glorious Future ～KANAGAWA 2021～』」のホームページは日本語版と併せて英語版ホームペー

ジを作成した。また配信した動画では英語の字幕を設定した。「東京 2020 NIPPON フェスティバ

ル『静、愛と死～能とオペラの融合による創作舞台～』」の動画では英語、中国語の字幕を設定

し、また、幕間に演出家・出演者による解説を加え、海外でも視聴し日本文化への理解を深めて

いただけるよう努めた。 

県内の文化芸術イベント情報をカレンダー形式で掲載する情報誌「イベントカレンダー」や東

京 2020 大会の機会を捉え本県の文化芸術の魅力をアピールする「イヤーブック」を、日英併記

で作成し、インターネット上でも掲載するな

ど、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を

考慮しながら、適時適切な文化イベント情報

の収集・発信を行った。 

多言語情報紙「こんにちは神奈川」の発行に

当たり、記事や発行趣旨に合ったイラストを

盛り込み、より適切な表現になるよう多言語

の翻訳チェックを行い、外国籍県民等が手に

東京 2020 NIPPON フェスティバル「静、愛と死～能とオペラの融合による創作舞台～」 
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取りやすい紙面となるよう工夫をした。 

また、県の文化芸術ポータルサイト「マグカル・ドット・ネット」において、外国人向け特集

記事を作成し、多言語翻訳を行うとともに、国内外向けのインターネット広告を通年で展開し

た。 

 

（３）文化財や伝統的な芸能などを活用した文化芸術の発信（重点施策１の再掲） 

市町村と連携しながら、県民が伝統芸能の存在意義に対する認識を深め、魅力・価値を再発見

し、将来にわたり大切に継承していこうという機運につなげていくことを目指し、「カナガワ 

リ・古典プロジェクト in 小田原」を２年ぶりに有観客で開催するとともに、日頃の稽古の様

子や会場での演目を動画配信した。 

また、昨年度はコロナ禍で中止した「かながわ民俗芸能祭」を無観客・オンライン配信で開催

することで、県民の伝統文化への理解を促進し、継承、発展への機運を醸成した。 

 

（４）文化芸術による共生社会実現に向けた環境づくり（重点施策２の再掲） 

年齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人まで全ての人が舞台芸術に参加し楽しめる

「共生共創事業」において、シニア劇団の運営やシニアダンス企画を実施し、オンラインでのダ

ンスレッスン等を開催した。このほか、高齢者や障がい者等が出演する演劇やダンス作品を動画

配信した。 

また、「神奈川県障害者文化・芸術祭」を実施し、障がい者の文化芸術活動（絵画、工作等）

の作品展示の場を用意したほか、ライトセンターにおいて視覚障がい者同士の交歓活動となる

文化クラブの場を提供するなど、障がい者の社会参加の推進を図った。「神奈川県障がい者芸術

文化活動支援センター」では、障がいのある方が、身近な地域で芸術文化に触れることができる

よう支援するため、相談支援事業やワークショップの実施、コーディネーターの養成等の人材育

成事業等を行った。 

その他、舞台芸術の創作活動を通してコミュニケーション力の向上を図る青少年支援事業と

して、その集大成となる公演「寄宿生活塾 はじめ塾×東京デスロック『Anti Human Education 

V―Teens Revenge Edit.―』」を実施した。 

 

２ 施策の効果 

東京 2020 大会公式文化プログラムである「東京 2020 NIPPON フェスティバル」のうち、東京

2020 組織委員会による主催プログラムに、地方公共団体で唯一参画し、「共生社会の実現に向けて」

をテーマに、本県の文化芸術の魅力を国内外に向け発信し、共催プログラムと合わせて 25,450 回

視聴されるなど、共生社会の理念の浸透に一定の効果があった。 

「イヤーブック」や「イベントカレンダー」により東京 2020 大会を契機にした文化プログラム

などを積極的に発信するとともに、「マグカル・ドット・ネット」において、今後のインバウンド

需要を喚起するため、通年で英語によるインターネット広告を行ったことから、より多くの人が

県内で実施するイベント等の情報を閲覧することで、イベント等の周知に貢献するとともに、将

来的な観光客の誘客に寄与することができた。 



Ⅱ 重点施策の実施状況 

15 
 

３ 今後の課題 

「神奈川文化プログラム」の認証は、コロナ禍の影響を受け、認証件数は 277 件と目標の 60.2％

に留まったものの、芸術文化団体等に対して一定の認知を得ることができた。今後は、各イベント

と連携して相乗効果を図るなど、県内の文化芸術活動や地域の継続的な活性化に繋ぐことができ

るよう、取り組む必要がある。 

また、東京 2020 大会の機会を捉え、官民一体となってオール神奈川で盛り上げてきた文化プロ

グラムや文化芸術振興の取組をレガシーとして継承し、「共生社会」の理念の一層の浸透を図ると

ともに、誰もが文化芸術活動に参加し楽しめるよう文化芸術活動の裾野を広げる取組を推進する

必要がある。 

 

４ 今後の方向性 

東京 2020 大会終了後も引き続き、「神奈川文化プログラム」の認証により、官民一体となって

オール神奈川で文化プログラムに取り組むとともに、各地の文化芸術活動が盛り上がるよう文化

プログラムを通じて構築された市町村や関係団体等とのネットワークを生かし、東京 2020 大会の

レガシーとしてより充実したマグカル事業を展開していく。 

その上で、あらゆる人に情報が伝わるよう、県内に訪れる外国人や外国籍県民等に必要な情報

が効果的に提供できるよう努める。 

 

 

  

イヤーブック 
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重点施策５ 文化芸術の振興を推進するための環境整備 

１ 施策の内容 

（１）県立文化施設の計画的な維持・保全・拡充 

県民ホール本館では非常放送設備の改修工事、KAAT 神奈川芸術劇場ではホール吊物機構の改

修工事、近代文学館ではエレベーターの改修工事など、施設機能の維持や来館者の安全・安心の

確保のため、修繕・工事等を実施した。 

また、青少年センターではホール天井等の改修工事に係る契約手続きや、舞台用エレベーター

の改修工事に係る実施設計を行った。 

 

（２）施設の機能としての人材育成 

県民ホール本館や KAAT 神奈川芸術劇場におい

て、劇場体験インターンなどを展開し、各施設の特

色を生かした文化芸術に関する人材の育成を実施

した。 

また、青少年センターでは生徒と教員を対象とし

た「中・高等学校演劇講習会」等を実施し、舞台芸

術創作の学習機会を提供した。 

 

（３）市町村・文化芸術団体等との連携・協力 

文化芸術を求めて人々が集う神奈川を目指し、神奈川の文化プログラムを推進するため、県内

市町村と連携しながら取り組むことを目的とした東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技

大会神奈川推進会議文化プログラム推進部会を書面開催し、県と市町村の文化行政について情

報共有を行い、連携を強化した。 

また、県内の市町村や様々の文化芸術団体と協力し、「かながわ民俗芸能祭」や「共生共創事

業」、プロのオーケストラによるアウトリーチなど、様々な事業をオンライン等、実施方法を模

索しながら実施した。 

 

（４）情報発信の強化 

県庁前の日本大通りで音楽やダンスなど自由に

発表できる空間「マグカル開放区」の開催場所を

オンライン上に移し、文化芸術オールジャンルの

動画コンテスト「バーチャル開放区」を実施した

結果、572 件の応募があり、327,518 回の総再生

回数があったほか、映像だからこそ表現できた作

品が応募されるなど、文化芸術を楽しむ場としての価値が認知された。 

高等学校演劇講習会 

バーチャル開放区 入賞作品 １位「仲間」こすかのつっきー 
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県の文化芸術ポータルサイト「マグカル・ドット・ネット」において、県内の演劇・ダンス・

音楽・映像など、各種イベント情報をリアルタイムで発信するほか、文化芸術に関する特集記事

を掲載するとともに、SNS を利用し、各媒体のユーザーに合った情報を提供して情報発信の強化

を行った。 

情報誌については、県内の文化芸術イベント情報をカレンダー形式で掲載する「イベントカレ

ンダー」を日英併記で作成し、情報発信を行った。 

 

２ 施策の効果 

改修工事等を適切に行い、利用者の方に施設をより安全に利用していただくために必要な整備

を行うことができた。 

学生を対象とした各種育成事業を実施し、文化芸術施設の現場に早いうちから触れることで、

スキルアップやモチベーションの向上に寄与することができた。 

また、市町村・文化芸術団体等との様々な事業や「バーチャル開放区」については、オンライン

での場の提供など「新しい生活様式」のもとで事業継続に取り組み、新型コロナウイルス感染症の

影響により、文化施設などを直接訪れることができなかった県民が、文化芸術に触れる機会を創

出することができた。 

 

３ 今後の課題 

県民ホール本館は開館から 47 年、音楽堂は 67 年が経ち、必要に応じて改修を行ってきた。全

国的に劇場・音楽堂等の文化施設の老朽化が問題になっている中で、本県も県立施設の長寿命化

等に向けて、必要な修繕や拡充を計画的に進めてきたが、これまで以上に積極的に実施していく

必要がある。 

今後の文化芸術の継承、発展のため、より魅力的な人材育成事業を充実させ文化芸術の担い手

確保につながる取組や、市町村や文化芸術団体等との連携を生かしつつ、コロナ禍で停滞した文

化芸術を振興していくための取組を推進する必要がある。 

 

４ 今後の方向性 

県民ホール本館などの県立文化施設については、計画的な維持、保全、拡充に努め、ソフト面の

環境整備については、関係団体と連携して、ニーズに沿った必要な取組を継続して実施していく。 

情報発信については、「マグカル・ドット・ネット」において、外国人向けに多言語化翻訳記事

の作成を行うなど、国内外向けのインターネットによる広報を継続して展開していく。 

また、引き続き、新型コロナウイルス感染症対策を講じ、安全・安心な文化芸術の鑑賞機会を提

供していくとともに、東京 2020 大会を機に強化された市町村や文化芸術団体との連携を活用し、

コロナ禍でその重要性が再認識された文化芸術活動を盛り上げ、地域のにぎわいにつなげていく。 
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１ 県民の文化芸術活動の充実 

（１）地域の伝統的な文化芸術の保存、継承、活用 

 【施策の方向性】 

  地域の伝統的な芸能の大切さについての理解、認識を深めるとともに、後継者の育成につなが

るよう、市町村と連携しながら伝統的な芸能の体験・鑑賞機会の提供、発表機会の確保などに取

り組む。 

  文化財の保護を図るため、未指定文化財を調査し、指定等の保護措置を講ずるほか、文化財の

活用・保護の普及啓発のため、展覧会や講座などを開催する。 

 

 【主な施策の内容】 

  重点施策１及び４に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

  ・ 県内の文化芸術活動団体が行う事業に対して公募により補助金を交付し、支援を行った。 

  ・ 指定文化財等の保存修理等に対して、補助金を交付し、文化財の保存活用を図った。 

  ・ 県立歴史博物館において、神奈川県の文化と歴史に主眼を置いた資料の収集や収蔵資料の

定期的な修繕を行った。 

 

（２）県民の文化芸術活動の充実 

【施策の方向性】 

県立文化施設での文化芸術に関する講座・講演会等の開催や、広報誌やホームページなどで文

化芸術に関する情報提供を行うことにより、県民の文化芸術に対する関心や理解を深める。 

県立文化施設での公演、展覧会などの鑑賞機会の提供や優れた文化芸術の鑑賞機会を提供する

文化芸術団体への支援により、県民の鑑賞機会の充実を図る。 

県民が文化芸術活動（創作・練習・稽古・発表等）を行う際に利用できる文化施設を運営すると

ともに、県民が参加できる展覧会やコンクールなどの開催により、県民自らが行う文化芸術活動

を支援する。 

県内各地で開催される文化芸術の催しや文化芸術団体の活動情報など、県民が文化芸術の鑑賞

や活動を行う際に必要とする情報を広報誌やホームページなどで提供する。 

 

【主な施策の内容】 

 ・ 神奈川近代文学館や県立金沢文庫等の県立文化施設において、展覧会の開催に合わせて説

明会や講演会を実施した。 

 ・ 県民ホール本館や音楽堂等において、現代音楽やオペラ、バレエ、クラシック音楽コンサー

トといった様々なジャンルの舞台芸術の公演を実施し、優れた文化芸術の鑑賞機会を提供し

た。 

 ・ 「神奈川芸術プレス」や「季刊誌 神奈川芸術劇場 KAAT PAPER」を発行し、県民ホール本

館、KAAT 神奈川芸術劇場及び音楽堂の公演情報や県内の文化情報等を周知した。 
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（３）芸術家等の育成等に関する支援等 

 【施策の方向性】 

将来の活躍が期待される芸術家等の発掘や育成支援を実施し、また、文化施設で催される様々

な公演事業を支える舞台技術者等の育成に取り組む。 

県立文化施設などを活用し、芸術家等が創作・練習・稽古等に利用しやすい仕組みづくりを行う

など、創作のための環境の整備を図る。 

芸術家等の創造的活動の成果を発表するための展覧会や公演事業などを開催するとともに、県

立文化施設の主催事業などで将来の活躍が期待される芸術家等の積極的な登用を行う。 

 

 【主な施策の内容】 

重点施策２に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 神奈川県在住、在職又は神奈川に深いゆかりのある者で、神奈川の文化の向上発展に尽力

し、その功績顕著な個人又は団体に対して「神奈川文化賞」を、また、神奈川の文化の向上発

展に貢献することが大いに期待される若い世代に「未来賞」を贈呈した。 

・ 次世代を担うと期待される神奈川県ゆかりの才能ある若手奏者を広く県民に紹介し、オー

ケストラとの共演を通じてその才能の一層の育成を図ることを目的とした、「フレッシュ・コ

ンサート」や「かながわ音楽コンクール」を実施した。 

 

（４）文化芸術団体の育成等 

 【施策の方向性】 

文化芸術団体の自主的な活動を支援することにより、文化芸術団体の多様な活動を促進すると

ともに、文化芸術団体との連携・協働に取り組む。 

 

 【主な施策の内容】 

重点施策５に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 上限額を変更し、より多くの事業を採択できるよう工夫した「マグカル推進事業補助金」に

より、神奈川文化プログラムの核となる事業を実施する団体へ、支援を行った。 

・ 県内の文化芸術活動団体が行う事業に対して公募により補助金を交付し、支援を行った。 

・ 文化芸術団体等が主催する、県内において実施する事業について、県の文化芸術の振興に寄

与すると認められるものに、神奈川県の後援名義の使用を承認した。 

・ かながわ児童劇グループ交流会を実施し、地域で人形劇などの児童文化活動を行っている

アマチュアグループに活動成果の発表と相互交流の場を提供した。 

・ マグカルシアター上演団体に代表される若手の舞台芸術団体のうち、将来的に鑑賞事業と

してのクオリティに耐えられる作品を制作するステップアップのための公演の機会を提供す

るとともに、青少年が優れた舞台芸術作品に触れる機会を提供した。 

 

（５）子どもの文化芸術活動の充実 

 【施策の方向性】 

  県立文化施設で子どもたちが様々な文化芸術を鑑賞する機会を提供する。 
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子どもたちが自ら行う文化芸術活動を支援するとともに、文化芸術を体験する機会の充実を図

る。 

 

【主な施策の内容】 

  重点施策２に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ かながわアートホールにおいてコンサートや打楽器演奏、公益財団法人神奈川フィルハー

モニー管弦楽団の指導を経て、団員と共演する「ジュニア管弦オーケストラ」を実施した。 

・ 藤野芸術の家において、気軽に参加できる常設事業や募集型の体験事業、季節限定体験事業

を実施し、子どもから大人まで多くの人々が自ら陶芸・木工・ガラス工芸等の制作活動を通し

て、文化芸術に親しむ機会を提供した。 

・ 神奈川近代文学館において子どもの長期休み期間に合わせて、映画の鑑賞会や紙芝居を行

う「かなぶんキッズクラブ」を実施し、子どもたちが文学作品に触れる機会を提供した。 

・ 県立近代美術館において、教材の無償提供、貸出を病院や学校に対して行い、学びの支援を

実施した。 

・ 公益財団法人神奈川フィルハーモニー管弦楽団が、県内の特別支援学校や小学校、病院等を

対象に、学校出張コンサートを実施した。 

 

（６）学校教育における文化芸術活動の充実 

 【施策の方向性】 

  小中学校などの学校教育における文化芸術に関する体験学習などの充実を県及び市町村の教育

委員会と連携して図るとともに、芸術家等や文化芸術団体が学校教育の中で行う文化芸術活動に

必要な協力や支援を実施する。 

 

 【主な施策の内容】 

  重点施策２に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 中・高等学校を対象に、演劇の講習会・発表会を開催した。 

  ・ 青少年の舞台表現のためのスキルアップクラスでは、中高生向けの３つの先端的なワーク

ショッププログラム（演出、舞台美術、ダンス振付）を実施し、時代に合ったより実践的な支

援内容を幅広く提供した。 

  ・ ヒップホップ等の比較的新しい身体表現による創作に取り組む高校ダンス部を対象とした

「心技体＋創ワークショップ」を実施し、第一線で活躍するアーティストが指導を行い、ダン

スに取り組む姿勢や、グループでの創作のための基礎を実践的に学ぶ機会を提供した。 

  ・ 「音楽堂ふれあいアウトリーチ」により、小学校で鑑賞と体験ワークショップを実施するこ

とで、文化施設を訪問しない児童にも文化芸術活動の機会を提供した。 

 

 

 

（７）高齢者、障がい者等の文化芸術活動の充実 
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 【施策の方向性】 

高齢者、障がい者、子育て中の保護者などが、文化芸術に親しみ自ら文化芸術活動を楽しめるよ

う、文化芸術団体と協力しながら、文化芸術の鑑賞機会の提供や自らが文化芸術活動を楽しむた

めの取組を推進するとともに、文化施設のバリアフリー化や利用サービスの向上に努める。 

 

 【主な施策の内容】 

  重点施策２及び４に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

  ・ 公益財団法人神奈川フィルハーモニー管弦楽団が、県内の特別支援学校や小学校、病院等を

対象に、学校出張コンサートを実施した。 

  ・ KAAT 神奈川芸術劇場託児ルームを設定し、主催公演において、乳幼児を育てる県民に対する、

文化芸術鑑賞機会の提供に寄与した。 

・ かながわアートホールにおいて、乳幼児・未就学児同伴可能な「ホームクリスマスコンサート」

を有観客及びオンライン配信により実施し、子育て中の親子が上質な音楽を鑑賞する機会を提供

した。 
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２ 文化資源を活用した地域づくりの推進 

（１）文化芸術に関する交流の推進 

 【施策の方向性】 

  国民文化祭等への参加や他県との交流事業の実施などにより、文化芸術の地域間交流を推進す

る。 

文化芸術を介した国際交流事業の実施や県立文化施設での海外の作品の鑑賞機会の提供などに

より、国際交流や海外の文化芸術に対する理解を深める取組を推進する。 

多文化共生イベントの開催や多文化理解を深めるための講座を実施するなど、多文化理解を推

進する。 

 

 【主な施策の内容】 

  重点施策３に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 県立歴史博物館において、埼玉県や東京都などの県外の博物館等の展覧会に収蔵資料の貸

出しを行い、展覧会の充実に貢献するとともに、博物館同士のネットワークづくりを強化し

た。 

・ 県立近代美術館において国内外の近現代美術の調査研究に基づく、巡回型の展覧会（「香月

泰男」展、「奥谷博」展）を実施し、他県との文化芸術を介した交流に貢献した。 

・ 県立金沢文庫において、特別展の実施にあたり、他の博物館や社寺などから文化財の借入れ

を行い、展示内容を充実させるとともに博物館以外の文化財保有施設とのネットワークを構

築した。 

・ 県高等学校総合文化祭の開催や全国高等学校総合文化祭への生徒派遣を通して、高校生の

相互交流・啓発、文化・芸術活動の一層の活性化の促進を図った。 

・ 文化芸術の地域間交流推進のため、KAAT 神奈川芸術劇場プロデュース作品等の公演を他府

県で展開した。 

 

 

（２）創造的活動等の推進 

【施策の方向性】 

県立文化施設の活用や文化芸術団体との連携により、新しい文化芸術の創造的活動を推進する

とともに、これらを国内外に発信する取組を実施する。 

 

【主な施策の内容】 

重点施策５に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ KAAT 芸術劇場において、気鋭のアーティストを起用し、また国内外の優れた制作者との共

同制作公演にも積極的に取り組み、施設の特性を生かした舞台芸術の創造・発信を行った。 
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（３）文化資源の活用 

 【施策の方向性】 

県内の文化資源の発掘に努め、その具体的な活用方策を検討する。また、地域の活性化等に活用

可能な文化資源については、市町村、文化芸術団体、芸術家、企業などとの連携により有効活用に

努めるとともに、その魅力を広くＰＲするための情報発信に取り組む。 

 

 【主な施策の内容】 

  重点施策４及び５に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 湘南邸園文化祭 2021 を開催し、相模湾沿岸地域一帯の邸宅・邸園等の価値を周知するとと

もに、保全活用の必要性について啓発を行った。 

・ PR イベントやフォトコンテスト作品展、ジオツアー、ガイド養成講座等を実施し箱根ジオ

パークに対する地域の機運醸成及びジオパークとしての環境整備を行った。 

・ 県立図書館・音楽堂が神奈川県指定重要文化財（建造物）に指定され、前川國男が手掛けた

モダニズム建築の代表作としての価値が再認識された。 

・ 「日本遺産」新規認定申請等について、県内市町村等への周知や、既認定の「日本遺産」に

ついて、文化庁補助金の周知や助言を通じ、市町村や地元協議会による地域活性化の取組を

支援した。 

・ 「観光かながわＮＯＷ」において、Web サイト利用者の利便性向上及び誘客の促進のため、

美術館等の位置を分かりやすく示した観光マップ（クリッカブル）の掲載や、タイムリーなイ

ベント情報の提供を行った。 

 

（４）景観の形成 

 【施策の方向性】 

県内各地の自然景観、歴史的景観、都市景観などの良好な景観の形成に当たっては、文化的諸条

件などに配慮し、魅力ある景観づくりに取り組む。  

 

【主な施策の内容】 

 ・ 地域の特性を踏まえた景観行政を推進するため、景観行政団体に移行し景観計画を策定す

ることの必要性について、未移行団体に対して啓発を行った。 

・ 文化庁や全国文化的景観地区連絡協議会による研修や普及啓発について県内市町村に周

知した。 
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３ 文化芸術の振興を図るための環境整備 

（１）学校施設、公共的施設の活用等 

 【施策の方向性】 

  学校開放などの取組により、空き教室や休日等の学校施設を県民の文化芸術活動のために利用

できるよう努める。また、文化施設以外の庁舎などの公共的施設についても、作品の展示などの

利用ができるよう取り組む。 

 

 【主な施策の内容】 

・ 県立学校の図書館、音楽室などの学習施設や、グラウンド・体育館などの体育施設を県民の

学習や文化活動、スポーツ活動の場として提供した。 

 

（２）県立文化施設の充実 

【施策の方向性】 

県立文化施設では、文化芸術の鑑賞や活動、交流の場としての機能に加えて、施設の特性に応じ

て、文化芸術に関する人材の育成や教育普及活動に取り組む。 

県立文化施設の機能を最大限に発揮させるため、効果的な事業の実施や効率的な施設運営等に

ついて、適切な検証を行う。 

県立文化施設の文化芸術発信拠点としての機能を充実させるため、長寿命化や県民ニーズに対

応した施設改修や、文化資源を収蔵するための施設整備に取り組む。 

 

【主な施策の内容】 

 重点施策５に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 音楽堂室内オペラ・プロジェクトの一環として「美術制作ワークショップ」と「リーディン

グワークショップ」を開催し、インターンシップのプログラムの一環としても活用した。 

・ 県立文化施設の指定管理者に対して、県の行政管理課が定める「指定管理者制度の運用に関

する指針」等に基づき、協定書に定めた利用者満足度調査を実施した。 

・ 県民ホール本館、KAAT 神奈川芸術劇場及び音楽堂の３館一体による効率的な運営が行われ

ているかをチェックするため「神奈川県立県民ホール及び音楽堂指定管理業務実績評価委員

会」を設置し、公募委員を含む委員により指定管理者が行う自主事業公演のモニタリングを

行い、その内容について書面会議を開催した。 

 

（３）情報通信技術の活用 

 【施策の方向性】 

文化芸術に関する情報や資料などを容易に入手できるよう、ホームページや電子メールを活用

した情報提供を行うとともに、東京 2020 大会を契機とし、多言語による情報提供を推進する。 

また、県立文化施設が保管・保有する公開資料を容易に利用できるよう、検索や閲覧に情報通信

技術を活用するよう取り組む。 
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県立文化施設の利用手続において、窓口を訪れる負担などを軽減するため、情報通信技術を活

用し、自宅から利用予約が可能となるよう、利用者サービスの向上に取り組む。 

県立文化施設に保存・保管されている文化芸術にかかわる資料について、デジタル化、データベ

ース化を図り、利用者の利便性を高める取組を推進する。 

 

 【主な施策の内容】 

  重点施策４及び５に記載した施策のほか、主に次の取組を行った。 

・ 県立歴史博物館において、新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴い、外出自粛が続く中、

「おうちでかながわけんぱく」等のホームページを活用した情報発信を実施した。 

・ 神奈川近代文学館や県立金沢文庫において、所蔵資料のデータベース化を実施し、利用者が

PC やスマートフォンで検索・閲覧できるデータベースを公開した。 

・ 県立近代美術館において、収蔵資料等をアーカイブ化し、インターネット上で公開した。 

・ 施設予約システムにおいて、原則 24 時間どこからでもインターネットを通じて、県内公共

施設の空き状況の照会や予約申込を行えるようにすることで、県民の利便性を向上させると

ともに、職員側の施設予約管理に関する事務処理の効率化を図った。  

 

（４）文化芸術活動に対する支援の促進 

 【施策の方向性】 

文化芸術の振興に寄与する寄附税制等の周知などにより、個人や企業からの寄附や支援が活発

に行われるよう取り組む。また、文化芸術活動に参加するサポーターについて検討を行う。 

 

 【主な施策の内容】 

・ かながわキンタロウ寄附金（ふるさと納税）を利用し、文化芸術に触れる機会が少ない方々

に対して、オーケストラを鑑賞する機会を提供するための支援を実施した。 

・ （公財）神奈川芸術文化財団が（公社）企業メセナ協議会に会員として参加し、情報収集を

行った。 

 

（５）顕彰の実施 

 【施策の方向性】 

文化芸術活動で顕著な成果を収めた人や団体、また、文化芸術の振興に寄与した人や団体の顕

彰を実施する。 

 

 【主な施策の内容】 

・ 神奈川県在住、在職又は神奈川に深いゆかりのある者で、神奈川の文化の向上発展に尽力

し、その功績顕著な個人又は団体に対して「神奈川文化賞」を、神奈川の文化の向上発展に貢

献することが大いに期待される若い世代に「未来賞」を贈呈した。 
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１ 東京 2020 組織委員会と連携した文化プログラム 

「共生社会の実現」を推進するとともに、将来的な本県への誘客を促進するため、東京 2020

大会の公式文化プログラムである「東京 2020 NIPPON フェスティバル」として、次の２事業を

実施した。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、無観客でのオンライン配信に変更し、国内

外に向けて本県の文化芸術の魅力を発信した。 

 

（１） カガヤク ミライ ガ ミエル カナガワ 2021 

～Our Glorious Future～KANAGAWA 2021～ 

「共生社会の実現に向けて」をテーマに、東京 2020 組織委員会による主催プログラムに

地方公共団体として唯一参画し、本県にゆかりのある文化芸術各分野の一流のアーティス

トが、障がい者などとともに作り上げるダンスや演劇などによる文化プログラムを配信し

た。 

・配 信 日 令和３年８月 16 日（月）から９月 10 日（金）にかけて、順次配信 

・動画本数 22 本 

・視聴回数 20,781 回 

(ｱ) 全体紹介 

・各部門ダイジェスト映像 

(ｲ) ダンスのミライ（ディレクション：森山開次） 

・LIVE BONE×大前光市 外７本 

「1人ひとり異なるからだ」をテーマに森山開次・ひびのこづえ・川瀬浩介による協

働作品『LIVE BONE』シリーズとして、義足のダンサー・大前光市をゲストアーティス

トに招き、前川國男建築の代表作 神奈川県立音楽堂で制作した新作映像のほか、AR 森

山開次、大前光市ソロパフォーマンス、海の中で共生する多様な生き物を色鮮やかに描

くパフォーマンス「WONDER WATER」を順次公開した。スマートフォンからのアクセスで、

森山開次の“キモかわ”ダンスを眼の前で楽しめる「AR 森山開次」も制作した。 

    (ｳ) 演劇のミライ（総合ディレクション：多田淳之介） 

 ・老いとの共生『菅原直樹氏：老いとぼけと演劇～認知症の人と“いま、ここ”を楽しむ

～』 外３本 

多田淳之介総合演出による、自分や他人を知ることから共生社会の実現へ一歩踏み出

すためのプロジェクト。共生へのヒントやきっかけとなる活動をされている方へのイン

タビューやワークショップのドキュメント映像、そして盆踊りをモチーフに、亡くなっ

たヒト、失ったモノ、そして今いるわたしたちのこれからのためのセレモニー映像を制

作した。 

(ｴ) アートのミライ（キュレーション：藤川悠） 

 ・「Culturing <O/Paper>cut」(岩崎秀雄) 外４本 

前川國男の建築群を舞台に、人・生物・光・音・風など有形無形のものと創られた５
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組のアーティストの作品を取り上げた。人の居ない空間に佇む作品を通し、本来であれ

ば迎える予定であった人間の存在に深く想いを馳せ、ささやかな存在と多様なものたち

との共生について考えを巡らせるひとときを創出した。 

 (ｵ) 音楽のミライ 

・「楽しさを分かち合おう！」(サルサガムテープ) 

多様性や共生社会を声高にアピールするのではなく、ライブ演奏を通して、サルサガ

ムテープそのものが、多様性や共生社会を目の前で具現化した。自由なライブ空間の中

で、楽しさを分かち合い、本来必要のなかった心の壁がゆっくり崩れていく心地よさを

体験できる映像を配信した。尺八演奏家の大山貴善とのジョイント演奏も行った。 

・「時をかける韻
ヒビキ

～奇蹟の尺八 三橋貴風～」 

公演の前半は古の虚無僧の音楽から上方の地歌、そして武満徹ほかの現代の音楽、そ

して後半はギリシャの楽器ブズキ等とのコラボで、音楽の十字路を表現した。 

(ｶ) 工芸のミライ 

・「青・黄・黒・緑・赤 前田正博作陶 50周年 色の風景展 

同時開催 白石和宏・小林佐和子 神奈川の作家展」 外１本 

2019 年第 68 回神奈川文化賞を受賞するなど、半世紀以上、神奈川・横浜を拠点に創

作を続け、現代工芸界をリードする陶芸家 前田正博の華やかでありながら繊細、かつ

重厚感のある作品を紹介した。同時に、神奈川を代表する陶芸家、白石和宏と小林佐和

子のオンライン展覧会も実施した。 

 

（２） 静、愛と死～能とオペラの融合による創作舞台～ 

鎌倉時代を題材とした日本の伝統芸能である「能楽」と西洋の伝統文化である「オペラ」

の融合による創作舞台を、東京 2020 組織委員会との共催プログラム（全国で 32 件選定）と

して、無観客で配信した。 

・配信日 令和３年８月７日（土）15 時～17 時ライブ配信 

    令和３年８月 20 日（金）からアーカイブ配信 

・内 容 第１部 能「船弁慶」(前半(静御前と義経の別れ)のみ) 

     幕 間 出演者へのインタビュー及び作品解説 

     第２部 オペラ「静と義経」(名場面を抜粋） 

・視聴回数 4,669 回 
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２ 関係団体等と連携した文化プログラム 

（１） 武道祭 2020 -UNIVERSAL BUDO FESTIVAL in YOKOHAMA 2020- 

東京 2020 大会を契機とした日本文化発信のため、世界が認める文化の一つである「武道」

を、世界の人々や青少年・子どもたちに発信できる事業として開催した。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、無観客でライブ配信により実施した。 

・主 催 武道祭 2020 実行委員会 

・配信日 令和３年９月４日（土） 

・ライブ配信再生回数：1,549 回 最大視聴者数：107 回 

 

（２） 神奈川県美術展 

新進作家から、各分野で創作活動に励む愛好家の方々まで全国から作品を募集し、県内最

大規模となる美術展及び中高生特別企画展を開催した。 

今年度は東京 2020 大会期間に合わせて展示期間を前倒しし、新たに障がいのある人たち

のアート活動を中心とした「ともいきアート展」も初めて行った。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、ギャラリートーク（入賞者の講評）及

び表彰式等を中止し、観覧は関係者に限定することとなったため、対応策として、審査委員

によるギャラリートーク（令和 3年 10 月 31 日まで）の動画配信、展覧会のオンライン展示

を実施した。 

・主  催 神奈川県美術展委員会、県、神奈川県民ホール、 

・展示期間 令和３年８月 25 日（水）～９月 19日（日） 

・会  場 県民ホールギャラリー 

・実  績 視聴回数 ギャラリートーク：961 回、オンライン展示：2,123 回 

 

（３） 神奈川文化プログラム認証制度 

東京 2020 大会を契機に、様々な実施主体が行う県内の文化イベント等について「神奈川

の文化プログラム」として統一したマークの使用を認め、一体的に情報発信した。 

・東京 2020 大会期間中の文化プログラムとして認証した件数 86 件 

 

ともいきアートサポート 



Ⅴ　施策事業の実施状況一覧

１　県民の文化芸術活動の充実
重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策
(1) 地域の伝統的な文化芸術の保存、継承、活用
ア 伝統的な芸能の普及啓発、鑑賞・発表機会の提供
文化財や伝統的な芸能を活用した文化芸術の発信

東京2020NIPPON
フェスティバル
「静、愛と死」～
能とオペラの融合
による創作舞台～

日本の伝統芸能と西洋の伝統文
化を融合させた公演を東京2020
大会公式文化プログラムとして
大会組織委員会との共催で実施
した。

トークショーや解説の挿入に
よる分かりやすさの追求、ま
た、無観客配信であったもの
の撮影手法の工夫による公演
の雰囲気の再現を行った。

視聴回数
4,669回

2021年８月７日ライブ配信
アーカイブ配信も実施

県立県民ホール ―
重点施策
１、４

「カナガワ リ・
古典プロジェクト
in 小田原」

小田原市を中心とした県西地域
を舞台に、県内の古典芸能や各
地の貴重な伝統文化の魅力・価
値を再発見し、将来にわたり継
承していこうという機運につな
げていくことを目指し、民俗芸
能団体の演目等の公演を実施。
その映像や練習風景等の映像を
配信した。

民俗芸能団体の若年層を中心
としたインタビューを取り入
れる等民俗芸能の次世代への
継承に焦点を当て、公演の実
施や映像制作を行った。

来場者数：1,443名
映像総再生数：20,549回

ホール公演：2022年１月23
日

映像配信：2021年12月24日
から随時配信

小田原三の丸ホール
（小田原市民ホー
ル）

民俗芸能団体の演目や練
習風景の映像などを制作
したことにより、アーカ
イブの要素として後世に
残すための取組を実施す
ることができた。

重点施策
１、４

伝統的な芸能を支える技術・技能の継承者の育成・支援

日本舞踊に学ぶ’
和’の作法

小・中学生を対象に、着物の着
方の練習、日本舞踊等を体験す
るワークショップを行った。新
型コロナウイルス感染症拡大防
止のため一部のワークショップ
は中止となった。

多数の応募があったことか
ら、午前・午後の２部制に変
更し、より多くの方に参加し
てもらった。

41人 2021年７月22～23日 横須賀市文化会館

ワークショップの総合的
な満足度を聞いたアン
ケートの結果、27名（回
答者数）から「とても満
足・やや満足」との回答
があった。

重点施策
１

相模人形芝居学校
交流ワークショッ
プ

高等学校等において、伝統芸能
への関心を喚起し、団体の活動
の紹介や上演等を行うワーク
ショップを行った。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、一部のワークショップは中
止となった。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

160人 2021年12月11日 平塚中等教育学校 ―
重点施策
１

能楽ワークショッ
プ

小学生とその保護者を対象に、
謡曲・楽器の体験や能の鑑賞の
ワークショップを行った。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

26人 2022年3月21日
県立青少年センター
練習室

―
重点施策
１

県立文化施設での伝統的な芸能にかかわる公演の実施、発表機会の確保

歌舞伎鑑賞教室

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、歌舞伎を上演し
た。

― 718人
2021年6月25日、26日　全４
公演

青少年センター紅葉
坂ホール

アンケートでは、４公演
を通算して「大変良かっ
た」「良かった」を合わ
せると94.5％にのぼっ
た。

重点施策
１、４

人形浄瑠璃文楽

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、人形浄瑠璃文楽を
上演した。

青少年の参加者増を狙って、
文楽・人形浄瑠璃クラブがあ
る学校等の生徒を招待した（2
校9人）。

754人 2021年10月17日　全２公演
青少年センター紅葉
坂ホール

アンケート結果は、「大
変良かった」84.1％、
「良かった」13.6％で、
感想欄にも「素晴らしい
公演」、「堪能した」、
「大満足」などの言葉を
いただいた。

重点施策
１、４

かながわの太鼓

神奈川県太鼓連合加盟団体が一
堂に会し、県外の団体も参加し
て創作太鼓演奏を披露する予定
であったが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止と
なった。

― ― ― ― ―
重点施策
１、４

相模人形芝居大会

国指定重要無形民俗文化財また
は県指定重要無形民俗文化財に
指定されている相模人形芝居の
５座が一堂に介しての合同公演
をする予定であったが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の
ため中止となった。

― ― ― ― ―
重点施策
１、４

かながわ伝統芸能祭などの伝統芸能普及振興事業の実施

かながわ民俗芸能
祭

県内各地で活動中の県民俗芸能
保存協会加盟団体等が一堂に介
して、民俗伝統芸能を披露して
おり、2021年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、無観客・オンライン配信で
開催した。

出演者及びスタッフのマスク
着用、手指消毒及び換気の徹
底等、新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策に留意し
た。（演目中に限り、出演者
はマスクを外している）

0人（無観客開催）
2022年3月31日現在、オン
ライン配信再生回数506回

収録日：2021年12月５日
はまぎんホールヴィ
アマーレ

―
重点施策
１、４

かながわ伝統文化
こども歳時記

子どもとその保護者の方を対象
に、伝統芸能のみならず、年中
行事やお祭り、昔話や伝承遊び
といった、生活に密着した地域
の伝統文化が持つ魅力を、多彩
なプログラムを通して紹介し
た。

主体となる伝統芸能の鑑賞に
加え、祭礼や民話、昔遊びと
いった地域の伝統文化全体に
間口を広げることで、その体
験プログラムも組み合わせた
内容とすることで、子どもや
親子３世代が気軽に来場し、
事業の参加を通じたコミュニ
ケーションを図る工夫を行っ
た。

【第１部】247人、【第２
部】185人、【体験コー
ナー】220人

2022年2月11日
青少年センター紅葉
坂ホール・ホワイエ

コロナ禍にもかかわら
ず、募集定員の２倍以上
となる1,084名もの観覧申
込があった。

重点施策
１、４

文化芸術団体への支援や連携による発表機会の確保

神奈川県文化芸術
活動団体事業補助
金

県内の文化芸術活動団体が行う
事業に対して、公募により補助
金を交付した。

2019年度から、「伝統芸能
枠」「青少年枠」に「高齢者
枠」、「障がい者枠」を設
け、門戸を広げて募集を行っ
た。また、実地調査報告を公
益財団法人神奈川芸術文化財
団に一部委託し、専門的見地
からの報告を行った。

要望団体数：88件
助成団体数：32件
助成金交付額：5,923千円

交付申請書の提出期限：
2021年２月15日～2021年３
月15日（電子申請）
審査会（Zoomによるオンラ
イン開催）：2021年４月13
日
交付決定通知書の送付：
2021年５月14日～６月18日

― ―
重点施策
１、４

令和3年度実績
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

後世に残す伝統的な文化の記録の保存

民俗芸能調査事業
費

「吉浜の鹿島踊」を初めとし
て、県内に所在する「鹿島踊」
について、現状等の記録保存を
行うことにより、県内の民俗芸
能の保存・継承の基礎資料とす
るとともに、調査において当該
芸能の特色を明らかにする。新
型コロナウイルス感染症の影響
により、３か年調査を４か年に
変更し、2021年度末に調査報告
書を刊行した。

調査員による現地調査及び関
連文献の調査を実施した。

調査員13人ほか

現地調査2021年6月27日ほか
２回等
調査報告書刊行2022年3月24
日

真鶴町真鶴、湯河原
町門川ほか

―
重点施策
１

伝統的な文化芸術
保存ライブラリー

県で実施した伝統的な芸能につ
いて、映像及び報告書等の整理
をし、後世に残していく取組を
実施した。

2019年度から実施した取組で
あるが、2016年度分から収集
した。

― ―
文化課内で紙媒体又
はデータで保存

―
重点施策
１

イ 文化財保護の充実等
文化財の指定及び指定文化財に対する助成等の実施

指定文化財保存修
理等補助金

指定文化財等の保存修理等に対
して、補助金を交付し、文化財
の保存活用を図った。

―

・有形文化財保存修理等
（16件）
・記念物等保存修理等
（22件）
・民俗文化財保存修理等
（6件）
埋蔵文化財発掘調査等
（17件）合計61件

― ― ―

県立の博物館での文化財、伝統芸能等に関する資料の収集、保管、展示

県立金沢文庫にお
ける文化財の管理

２万点を超える国宝・重要文化
財をはじめとする文化財を適切
に管理した。

日々の温湿度管理や収蔵庫内
の整理等を行った。

― ― 県立金沢文庫 ―

県立歴史博物館に
おける資料の収
集、修繕

神奈川県の文化と歴史に主眼を
置いた資料を収集した。
また、収蔵資料の定期的な修繕
を行った。

資料の収集について、購入は
市場の動向を注視するととも
に、寄贈コレクションを補完
する関連資料を積極的収集を
行った。
また、部門毎にまとめた修繕
希望資料のリストを集約し、
優先順位をつけてた上で、順
次修繕を行った。

― ― 県立歴史博物館

左衛門尉頼季見知状、横
浜正金銀行関係資料、大
正・昭和都市計画の３件
214点を購入した。
寄贈については、歴史資
料は横浜市計量検査所旧
蔵計量器など８件46点、
美術資料は青木文庫資料
１件4168点、民俗資料は
道祖神の幟１件１点の、
合計10件4225点を受け入
れた。
また、縄文土器 深鉢ほ
か、鈴木藤助日記、赤羽
刀、国府台風景図屏風の
12件14点の資料の修繕を
実施した。

県ホームページ等による文化財に関する情報の提供
指定文化財の所
有・保持者に対す
る情報提供

指定文化財の所有・保持者に対
する周知や神奈川県文化財保存
活用大綱の掲載を行った。

―
ページビュー数：
13,741件

― ― ―

ウ 伝統工芸品等の地域資源の活用
工芸を主とする木製品業者向けにものづくり支援や技術情報の提供、連携・交流

木製品ものづくり
支援事業①

ものづくりに必要な設備機器等
を木製品製造事業者に貸し出し
た。

工芸に関する加工、塗装、加
飾技術を有する職員が相談に
乗り、助言を行った。

機器利用件数：732件 通年
中小企業支援課小田
原駐在事務所

―
重点施策
１

木製品ものづくり
支援事業②

木製品製造事業者からの依頼を
受け、新商品の試作等のための
加工・製作を行った。

工芸に関する加工、塗装、加
飾技術を有する職員が相談に
乗り、助言を行った。

依頼加工・試作等件数：
31件

通年
中小企業支援課小田
原駐在事務所

―
重点施策
１

工芸ヤングフォー
ラム

小田原･箱根地域の木製品製造
業に携わる若手工芸技術者を対
象に、交流の場を提供した。

木工技術、産地の歴史等、幅
広い知見があり、事業者支援
の経験を有する専門家を指導
講師として招いた。

述べ参加者数：122人 年９回開催
中小企業支援課小田
原駐在事務所

―
重点施策
１

(2) 県民の文化芸術活動の充実
ア 文化芸術に対する関心、理解を深めるための普及啓発
県立文化施設での文化芸術に関する講座、講演会等の開催

県立近代文学館に
おける講演会

神奈川近代文学館のホール等の
会場を利用して、企画展や特別
展に即した内容の講演会を開催
した。

第一線で活躍する作家や研究
者を招いて講演会を実施する
ことができた。

1,040人
企画展等に合わせて９回実
施

神奈川近代文学館

会場での質疑応答などを
通じ読書意欲の増進を図
ることができた。質問は
事前に要旨を配って記入
いただき回収し、感染対
策を徹底した。

県立金沢文庫にお
ける講座、講演会
等の開催

特別講演会、月例講座、解説講
座、社会教育施設公開講座等を
開催した。

展覧会の開催に合わせたもの
や、地域史に関わるものを中
心に実施し、横浜市金沢区と
も連携した。

特別講座：２回、78人
月例講座：７回、312人
解説講座：
４回、138人社会教育施設
公開講座：４回、111人

特別講座：2021年5月8日他
月例講座：2021年6月20日他
解説講座：2021年7月18日他
社会教育施設公開講座：
2022年1月8日他

県立金沢文庫 ―

青少年ダンス講習
会

青少年、教員等を対象に、ダン
ス創作の基礎的理論や創作方法
の習得を目的に講習会を実施し
た。

― 63人 2021年8月10日、11日 ― ―

中･高等学校演劇
講習会

中・高等学校の生徒と教員を対
象に、学校演劇における基礎的
理論と実技を習得し、演劇発表
に活用することを目的に、演
出、演技、舞台技術、照明、音
響等に係る総合的な創造方法を
学習する機会を提供した。

―

中学生：20人（教員の
み）
高校生：363人

中学校：2021年9月19日
高等学校：2021年7月30日、
31日

青少年センター ―

舞台芸術講座
演奏と共に音楽や楽器のレク
チャーを行った。

クラシック音楽史上、あまり
光の当てられてこなかった女
性作曲家をテーマに採用して
実施した。

204人 2021年9月25日 県民ホール本館 ―

県民ホールにおけ
る芸術文化普及事
業

子供も対象としたバレエ・オペ
ラの上演

県西部の文化施設に出張して
子ども向けのワークショップ
付きコンサート（オペラ「カ
ルメン」などを題材にした上
演）を実施し、幅広い県民の
鑑賞ニーズに対応した。

223人 ①2021年12月18日
②2021年12月24日

寒川町民センター
ホール、秦野市文化
会館

―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

青少年の舞台表現
のためのスキル
アップクラス

時代に合ったより実践的な支援
内容を幅広く提供し、青少年に
よる演劇・ダンスの創造活動の
発展向上に資することを目的と
して、中高生向けの３つの先端
的なワークショッププログラム
（演出、ダンス振付、舞台美
術）を実施した。

―
①演出編31人
②ダンス編27人
③舞台美術編17人

①演出編
2022年1月10日
②ダンス編
2022年3月13日
③舞台美術編
2022年3月29日

①演出編：青少年セ
ンター　スタジオ
HIKARI
②ダンス編：県立ス
ポーツセンター
③舞台美術編：青少
年センター紅葉坂
ホール

―

心技体＋創ワーク
ショップ

コンテンポラリーやヒップホッ
プといった比較的新しい身体表
現による創作に取り組む、学校
におけるダンス部の活動を対象
として、第一線で活躍するアー
ティストが指導を行い、青少年
が主体的にダンスに取り組む姿
勢や、グループでの創作のため
の基礎を実践的に学ぶ機会を提
供し、ダンスと向き合う上での
心技体の基礎を学ぶもの。

― 25人 2022年3月20日
青少年センター練習
室

　アンケートの結果は、
大変良かった96％、良
かった４％で、受講者の
満足度も高く、大きな影
響を与えたものと思われ
る。

広報誌、ホームページによる普及啓発の実施

マグカル・ドッ
ト・ネット

県の文化芸術ポータルサイト
「マグカル・ドット・ネット」
において、県内の演劇・ダン
ス・音楽・映像など、各種イベ
ント情報をリアルタイムで発信
するほか、文化芸術に関する記
事を作成した。
併せて、ツイッター等のSNSに
おいても情報発信を行った。
また、外国人向け特集記事を作
成し、ネイティブによる多言語
翻訳を行うとともに、国内外向
けのインターネット広告を通年
で展開した。

読み物として楽しめる特集や
コラムの作成を行い、内容の
充実を図った。

2021年度
PV（ページビュー）数
414,764

通年 インターネット上 ―

県立近代文学館に
おけるホームペー
ジ、SNSの活用

SNSの積極的な活用やコミック
とのコラボレーションにより
ホームページ利用のアクセス数
を高く維持し、広く広報周知活
動を行った。

展覧会紹介、資料紹介等に加
え、誕生日命日などにもSNSで
発信するなど、日々新しい話
題を提供してた。

ホームページアクセス数
(公式noteを含む)：
192,549件
上記のうち、蔵書検索ア
クセス数：53,447件
動画コンテンツ視聴数：
計7,066件

通年
神奈川近代文学館
ホームページ及びSNS

講演会の音声公開など新
たにコンテンツを公開し
た。

イベントカレン
ダー

県内の文化イベント情報をカレ
ンダー形式で掲載する日英併記
の情報誌「イベントカレン
ダー」を作成した。

毎号特集ページを設け、県事
業のPRを行った。

発行部数
340,000部

年４回発行
６～８月号
９～11月号
12～２月号
３～５月号

県内、都内の文化施
設、駅、劇場、ホテ
ル等で配布

―

季刊誌 神奈川芸
術劇場 KAAT 
PAPER発行

新芸術監督のディレクションに
沿って、新たな広報誌として内
容を一新し、劇場や演劇の魅力
を伝える特集や芸術監督の対
談、レビューなどを掲載した。

ＫＡＡＴを知らない方にも、
興味を持って手に取ってもら
えるように、タブロイド判と
し、駅や県有施設などＫＡＡ
Ｔ以外でも配布を行った。

各号５万部発行
年２回発行
秋号：８月27日、
冬号：12月11日

KAAT神奈川芸術劇場
ほか

ホームページにも内容を
掲載している

神奈川芸術プレス
発行

冊子を発行・配布することで、
公演情報の周知、県内の文化情
報等を掲載した。

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に伴い、県内文化施
設の閉館、イベント等の中
止・延期が相次ぐ状況を踏ま
え、２回に変更した。

年間３万４千部
年２回発行（2022年１月、
３月発行）

― ―

県立金沢文庫にお
ける普及啓発の実
施

金沢文庫で開催する展覧会や関
連する講座等のイベントについ
て、金沢文庫HPや地域の情報
誌、美術館・博物館関係の雑
誌、テレビ番組等で展覧会の紹
介を行った。

各雑誌に掲載された展覧会の
紹介記事では展覧会の目玉と
なる作品を紹介し、展覧会の
魅力やみどころを伝えられる
よう発信した。また、テレビ
番組で金沢文庫が取り上げら
れ、知名度を高めることがで
きた。

― ― ―

HP閲覧件数：320,239件
テレビ東京「アド街ック
天国」（2021年7月30日放
送）

県立近代美術館に
おける普及啓発の
実施

広報誌『たいせつな風景』を発
行し、美術館活動の周知に努め
た。
また、近代美術館ウェブサイト
を通して、開催する展覧会の情
報を広く県民に発信した。

2021年度の広報誌について
も、中止した講座の講師に原
稿を依頼した。
また、ウェブサイトについて
は、展覧会開催前に代表的な
出品作品の画像を含む情報を
提供した。

― ― ―

広報紙：１回（2022年３
月11日発行）
ウェブサイト展覧会詳細
ページ：展覧会開幕に合
わせて、年３回程度更新

イ 鑑賞機会の充実
県立文化施設での公演事業の実施

青少年センターで
の公演事業の実施

青少年センターにおける演劇・
ダンス発表会やマグカルシア
ター公演など、主催・共催・後
援による公演等を実施した。

施設運営担当と連携し、利用
日程の調整や当日運営を行っ
た。

27,753人
通年　
369公演

青少年センター紅葉
坂ホール、スタジオ
HIKARI等

―

県民ホール本館で
の公演事業の実施

「C×C作曲家が作曲家を訪ねる
旅」など県民ホール本館におけ
る主催・共催公演を実施した。

専門家の助言や業界ガイドラ
インに基づいた感染症対策を
講じた上で施設運営担当と連
携し実施した。

32,233人
（オンライン配信視聴者
2,775）

通年
37公演６展覧会
（うち、共催等21公演、オ
ンライン配信４回）

県民ホール本館ほか

新任のオルガンアドバイ
ザーの元、オルガンシ
リーズ全体の刷新を図っ
た。

神奈川芸術劇場等
での公演事業の実
施

新たに芸術監督に就任した長塚
圭史氏のもと、プレシーズン、
「冒」をテーマに掲げメイン
シーズンとプログラムにリズム
をつくり、多様な作品制作とそ
の発信に取り組んだ。

国内外の優れたアーティスト
と協力し、施設の特性を生か
した舞台芸術の創造・発信を
行った。

97,025人
（オンライン配信視聴者
1,693）

通年
303公演１展覧会
オンライン配信６回
（うち、共催等91公演、オ
ンライン配信３回）

KAAT神奈川芸術劇場
ほか

SPACとの共同招聘である
「Le Tambour de soie 綾
の鼓」では実力あるアー
ティストが新たな創作に
取り組み公共劇場間の協
働の機会となった。

音楽堂での公演事
業の実施

音楽堂のブランドイメージ構築
に対応して、オペラプロジェク
トやヘリテージ・コンサートな
ど、各種プログラムを実施し
た。

音楽堂初登場の演奏家や日本
初演作品等に重点を置き、全
国的にも注目される、レベル
の高い公演・企画の実施に留
意した。

15,995人
（オンライン配信視聴者
数5,752）

通年
10事業41公演
（うち、共催等３事業30公
演、オンライン配信２回）

音楽堂

新型コロナウイルス感染
症対応として日程変更・
収容人数限定等と併せ
て、オンライン発信を取
り入れるなど音楽文化の
発信に努めた。

ＤＶＤ鑑賞会
（かながわアート
ホール）

月に一度、ホールにて、かなが
わアートホールが所蔵する音
源、映像を上演する事業を実施
する。

毎回好評である副館長による
映画解説を実施するととも
に、副館長をモデルにしたゆ
るキャラを作成し、動員を図
る。

４月　139人
11月　109人
12月　98人
１月　126人
２月　91人
３月　151人

2021年４月３日、11月17
日、12月22日、2022年１月
15日、２月13日、３月５日

かながわアートホー
ル

―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

野外コンサート
（かながわアート
ホール）

アートホール前広場に音楽を溢
れさせたいという目的で正面玄
関横のテラスをステージとし
て、コンサートを実施した。

季節の良い春と秋に数回程度
実施した。

４月
入場者：170人
ﾗｲﾌﾞ：42回
ｱｰｶｲﾌﾞ：1,438回
５月 
　　
　　
　
①ﾗｲﾌﾞ：45回
ｱｰｶｲﾌﾞ：1,028回
②ﾗｲﾌﾞ ：60回
ｱｰｶｲﾌﾞ：745回
６月 
　　
　　
　
ﾗｲﾌﾞ：45回
ｱｰｶｲﾌﾞ：1,227回
10月 
　　
　　

2021年４月17日、５月16
日、５月30日、６月５日、
10月30日、11月３日

かながわアートホー
ル

―

（再）歌舞伎鑑賞
教室

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、歌舞伎を上演し
た。

― 718人
2021年6月25日、26日　全４
公演

青少年センター紅葉
坂ホール

アンケートでは、４公演
を通算して「大変良かっ
た」「良かった」を合わ
せると94.5％にのぼっ
た。

（再）人形浄瑠璃
文楽

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、人形浄瑠璃文楽を
上演した。

青少年の参加者増を狙って、
文楽・人形浄瑠璃クラブがあ
る学校等の生徒を招待した（2
校9人）。

754人 2021年10月17日　全２公演
青少年センター紅葉
坂ホール

アンケート結果は、「大
変良かった」84.1％、
「良かった」13.6％で、
感想欄にも「素晴らしい
公演」、「堪能した」、
「大満足」などの言葉を
いただいた。

ロシア国立モスク
ワ・クラシック・
バレエ『くるみ割
り人形』

海外の文化芸術の県民への鑑賞
機会の提供のために海外のバレ
エ公演を実施した。

― 2,201人 2021年11月27日 県民ホール本館 ―

クリスマス音楽会
2021「アドヴェン
ト・コンサート」

毎年実施しているクリスマス音
楽会を開催した。

新型コロナウイルス感染症の
影響により「メサイア」全曲
特演奏会が中止となっため、
代替案として実施できた。

1,051人 2021年12月10日～12月12日 音楽堂
関連企画として合唱講座
も開催

ホームクリスマス
コンサート

子育て支援事業として、子育て
中の親子を対象としたランチタ
イムコンサートの内容を一部変
更して実施した。

乳幼児・未就学児の同伴を可
能とし、気兼ねなく親子で楽
しめるコンサートを実施し
た。

観客数：100人

視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：15回
ｱｰｶｲﾌﾞ：444回

2021年12月11日
かながわアートホー
ル

―

（再）かながわ伝
統文化こども歳時
記

子どもとその保護者の方を対象
に、伝統芸能のみならず、年中
行事やお祭り、昔話や伝承遊び
といった、生活に密着した地域
の伝統文化が持つ魅力を、多彩
なプログラムを通して紹介し
た。

主体となる伝統芸能の鑑賞に
加え、祭礼や民話、昔遊びと
いった地域の伝統文化全体に
間口を広げることで、その体
験プログラムも組み合わせた
内容とすることで、子どもや
親子３世代が気軽に来場し、
事業の参加を通じたコミュニ
ケーションを図る工夫を行っ
た。

【第１部】247人、【第２
部】185人、【体験コー
ナー】220人

2022年2月11日
青少年センター紅葉
坂ホール・ホワイエ

コロナ禍にもかかわら
ず、募集定員の２倍以上
となる1,084名もの観覧申
込があった。

県内巡演企画
カナガワツアープ
ロジェクト「冒険
者たち」

KAAT神奈川芸術劇場で創作した
作品「冒険者たち」を県内各地
の劇場にて巡回公演した。
（新型コロナウイルス感染症の
影響に一部の公演は中止となっ
た。）

観劇体験のない方でも、気軽
に観劇していただけるような
題材や広報ビジュアル、上演
内容を立案した。

1,498人 2023年２月19日～３月19日 ―
各地での上演後に、芸術
監督によるアフタートー
クを実施した。

神奈川フィル・カ
ジュアルコンサー
ト

神奈川フィル・ジュニア管弦
オーケストラ修了公演の第二部
として、神奈川フィルによるカ
ジュアルコンサートを実施し
た。

新型コロナウィルス感染拡大
防止の観点から、無観客ライ
ブ配信で実施した。

観客数(ジュニオケと同
一)：198人

視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：65回
ｱｰｶｲﾌﾞ：1,264回

2022年３月27日
かながわアートホー
ル

―

（再）かながわの
太鼓

神奈川県太鼓連合加盟団体が一
堂に会し、県外の団体も参加し
て創作太鼓演奏を披露する予定
であったが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止と
なった。

― ― ― ― ―

（再）相模人形芝
居大会

国指定重要無形民俗文化財また
は県指定重要無形民俗文化財に
指定されている相模人形芝居の
５座が一堂に介しての合同公演
をする予定であったが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の
ため中止となった。

― ― ― ― ―

県立近代美術館での美術作品の展覧会の開催・普及活動の実施

県立近代美術館に
おける展覧会の開
催、普及活動事業
の実施

「空間の中のフォルム」展をは
じめ、葉山館では４つの企画展
と３つのコレクション展を開催
し、鎌倉別館では３つのコレク
ション展を実施した。
また、展覧会に関連した館長
リートークなどを展開した。

展覧会については、情操教育
に資するため、バランスの取
れた企画を実施した。
また、教育普及活動について
は、来館者における鑑賞機会
の充実を目的として、多様な
形態の活動を実践した。

入館者数：73,993人

教育普及活動（ギャラ
リートーク等）：
１回、２人

展覧会：2021年４月24日～
2021年９月５日他
教育普及活動：2021年６月
19日他

県立近代美術館葉山
館、鎌倉別館

―

県立近代美術館に
おける展覧会記念
講演会等事業の開
催

葉山町での共催に
よる講座の実施

企画展「フィリア―今道子」等
に関連した記念講演会等をオン
ラインで公開した。
また、学芸員による連続講座と
して「近代美術館入門講座」を
開催した。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、事前予約制で
実施した。

展覧会関連講演会：２
回、40人

近代美術館講座：１回、
14人

展覧会関連講演会等：2021
年12月18日、2022年１月15
日

近代美術館講座：2021年７
月２日

県立近代美術館葉山
館、鎌倉別館

葉山町福祉文化会館

―

県立の博物館での文化芸術に関する資料等の展示、展覧会の開催・普及活動の実施

県立歴史博物館に
おける資料の展示

常設展では、各テーマごとに年
間を通して展示替えを行った。

展示替えに際しては、小規模
なテーマ展「トピック展示」
を展開するなどの工夫を行っ
た。

常設展入館者数：12,751
人

通年
展示替えは資料整理休館日
を中心に実施。

県立歴史博物館
年間を通じ1,435件の資料
の展示替えを行った。
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

県立歴史博物館に
おける特別展の実
施

特別展「錦絵にみる明治時
代」、「十王図」、「早雲
寺」、コレクション展「運動の
すすめ」、「赤星直忠と神奈川
県立博物館」、「帰源院文書か
らみた戦国時代」を実施した。

「ポケット学芸員」を活用し
た音声・文字による展示ガイ
ドを行った。また、関連事業
として講演会や展示解説を積
極的に行った。

特別展「錦絵にみる明治
時代」4,122人、「十王
図」2,863人、「早雲寺」
7,154人

特別展「錦絵にみる明治時
代」2021年4月29日～6月20
日、「十王図」2021年7月17
日～8月29日、「早雲寺」
2021年10月16日～12月5日、
コレクション展「運動のす
すめ」2021年6月26日～9月
12日、「赤星直忠と神奈川
県立博物館」2022年1月8日
～2月27日、「帰源院文書か
らみた戦国時代」2022年3月
5日～4月10日

県立歴史博物館 ―

県立歴史博物館に
おける各種講座等
の開催

県民の生涯学習支援のための特
別展関連講座・講演会・体験教
室・子ども向け講座等各種催し
物を開催した。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、講座を開
催できないケースもあった
が、県民の生涯学習の機会を
確保するため可能な限り延長
等の対応に努めた。開催でき
た講座等は通常時より定員を
少なくし受講者の間隔をあけ
て密にならないよう工夫
するなど、感染防止対策に万
全を期して運営した。

一般向け講座他：66回、
1,554人
オンデマンドによる講座
配信：1回、視聴回数332
回
子ども向け催し物：1回、
9人
ミュージアムコンサー
ト：1回、34人
県内学校向け学芸員の出
張講座：13回、1,381人

特別展「錦絵にみる明治時
代」講演会：
2021年5月9日
他

県立歴史博物館等 ―

県立金沢文庫にお
ける展覧会の開催

特別展「よみがえる中世のアー
カイブズ」や特別展「密教相
承」、企画展「江戸時代の称名
寺」等の展覧会を６回実施し
た。

金沢文庫が管理する文化財を
中心に、それと関連する外部
の文化財の借用を行い、魅力
ある展覧会を行った。

入館者数：25,632人

特別展「よみがえる中世の
アーカイブズ」：2021年10
月1日～11月28日
他

県立金沢文庫 ―

県立近代文学館での文学資料に関する展示、展覧会の開催・普及活動の実施

県立近代文学館に
おけるギャラリー
トーク

企画展等に合わせて展示説明会
を開催した。

展覧会の内容を資料画像等を
用いて解説し、観覧者に対し
てより深い理解を促した。

389人
企画展等に合わせて計24回
実施

神奈川近代文学館

観覧者が、展示担当者へ
直接質問する場ともな
り、観覧者の展示理解に
役出った。

県立近代文学館に
おける朗読会、上
映会等

神奈川近代文学館のホール等の
会場を利用して、朗読会や上映
会等のイベントを実施した。

新たな客層を獲得するため、
著名な俳優の出演や文学の枠
を超えたイベントなどを実施
した。

1,362人
企画展等に合わせて13回実
施

神奈川近代文学館
文学以外の分野のファン
層が文学館に足を運ん
だ。

特別展・企画展

各作家の所蔵資料等を活用した
特別展・企画展を実施した。
①特別展「創刊101年記念展永
遠に「新青年」なるもの―ミス
テリー・ファッション・スポー
ツ―」
②企画展収蔵コレクション展20
「生誕90年三浦哲郎展―星を語
りて、たれをもうらまず―」
③スポット展示・収蔵コレク
ション展19「生誕100年金達寿
展」
④企画展「佐藤さとる展―『コ
ロボックル物語』とともに―」
⑤特別展「樋口一葉展―わが詩
は人の命となりぬべき」

所蔵資料等を活用し、作家の
魅力が伝わる展示を行った。

21,200人
①4,434人
②、③2,219人
④7,900人
⑤6,647人

①2021年4月1日～5月16日
②、③5月22日～7月18日
④7月22日～9月26日
⑤10月2日～11月28日

神奈川近代文学館

展覧会を機に新たな資料
が寄贈された。
他分野とのコラボレー
ションが集客につながっ
た。

かなぶんキッズク
ラブ（紙芝居、映
画会、絵本の読み
聞かせ等）

子どもの長期休み期間に合わせ
て「かなぶんキッズクラブ」と
して紙芝居、映画会を実施し
た。

例年実施していた夏休み期間
のイベントは定員を50％に減
らし開催した。

286人

①紙芝居：2022年８月11日
②子ども映画会：2022年８
月25日、26日
③読み聞かせ：2022年８月
21日
④ブックトーク：2022年８
月21日

神奈川近代文学館
紙芝居のオンライン公開
では昨年度から累計890件
の視聴があった。

文化芸術団体との連携による鑑賞機会の提供

神奈川芸術劇場
(ＫＡＡＴ)での企
画制作事業の実施

KAAT神奈川芸術劇場プロデュー
ス作品等を他府県で上演した。
（新型コロナウイルス感染症の
影響に一部の公演は中止となっ
た。）

KAAT神奈川芸術劇場の作品を
各地で上演した。

26,708人 通年　３演目29公演
まつもと市民芸術館　
ほか

―

舞台芸術の創作活
動を通してコミュ
ニケーション力の
向上を図る青少年
支援事業

青少年センターの青少年サポー
ト課とホール運営課が連携して
実施してきた「演劇活用青少年
支援事業」の集大成となる公演
（「寄宿生活塾 はじめ塾×東
京デスロック『Anti Human 
Education V―Teens Revenge 
Edit.―』」）を実施した。

― 128人
2021年7月17日、18日 全２
公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

各回とも満席近く観客が
入った。

第37回かながわ音
楽コンクール

神奈川県ゆかりの才能ある若手
演奏者を紹介し、オーケストラ
との共演を通じて一層の育成を
図る目的で、2021年8月22日に
入賞者を対象としたクリスタル
コンサート、10月３日に上位入
賞者によるトップコンサートを
実施した。

―

参加者数：1,173名
鑑賞者数：延べ880名
(クリスタルコンサート及
びトップコンサートの鑑
賞者数：880名)

①クリスタルコンサート：
2021年8月22日
②トップコンサート：2021
年10月３日）
コンクール全体は2021年３
月26日～10月31日

①クリスタルコン
サート：横浜市青葉
区民文化センター
「フィリアホール」
②トップコンサー
ト：神奈川県立音楽
堂

―

巡回オペラの実施
子供も対象としたバレエ・オペ
ラを上演した。

県西部の文化施設に出張して
子ども向けのワークショップ
付きコンサート（オペラ「カ
ルメン」などを題材にした上
演）を実施し、幅広い県民の
鑑賞ニーズに対応した。

223人
①12月18日
②12月24日

寒川町民センター
ホール、秦野市文化
会館

―

第16回フレッ
シュ・コンサート

次世代を担うと期待される神奈
川県ゆかりの才能ある若手奏者
を広く県民に紹介し、オーケス
トラとの共演を通じてその才能
の一層の育成を図った。

― 308人 2022年1月15日 音楽堂 ―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）「カナガワ 
リ・古典プロジェ
クトin 小田原」

小田原市を中心とした県西地域
を舞台に、県内の古典芸能や各
地の貴重な伝統文化の魅力・価
値を再発見し、将来にわたり継
承していこうという機運につな
げていくことを目指し、民俗芸
能団体の演目等の公演を実施。
その映像や練習風景等の映像を
配信した。

民俗芸能団体の若年層を中心
としたインタビューを取り入
れる等民俗芸能の次世代への
継承に焦点を当て、公演の実
施や映像制作を行った。

来場者数：1,443名
映像総再生数：20,549回

ホール公演：2022年１月23
日

映像配信：2021年12月24日
から随時配信

小田原三の丸ホール
（小田原市民ホー
ル）

民俗芸能団体の演目や練
習風景の映像などを制作
したことにより、アーカ
イブの要素として後世に
残すための取組を実施す
ることができた。

（再）県内巡演企
画
カナガワツアープ
ロジェクト「冒険
者たち」

KAAT神奈川芸術劇場で創作した
作品「冒険者たち」を県内各地
の劇場にて巡回公演した。
（新型コロナウイルス感染症の
影響に一部の公演は中止となっ
た。）

観劇体験のない方でも、気軽
に観劇していただけるような
題材や広報ビジュアル、上演
内容を立案した。

1,498人 2023年２月19日～３月19日 ―
各地での上演後に、芸術
監督によるアフタートー
クを実施した。

ウ 県民の文化芸術活動や発表機会の支援
県立文化施設での練習・発表等の活動の場の提供

マグカルシアター
等

主に若手の舞台芸術団体や個人
に青少年センター スタジオ
「HIKARI」及びかながわアート
ホール を公演場所として会
場・設備・備品を無料で提供し
た。

多くの文化芸術団体等の公演
の場を広げるため、公演会場
としてかながわアートホール
を新規で追加した。

6,083名 2021年４月～2022年３月
青少年センター スタ
ジオ「HIKARI」、か
ながわアートホール

個性の異なる２つの会場
を拠点としたことから、
出演団体の種別や東京所
在の団体が増えるなど、
すそ野が広がっている。

2021年度マグカ
ル・パフォーミン
グアーツ・アカデ
ミー

マグカルの核となるような、専
門的な舞台芸術人材を育成する
ため、実践的な歌・ダンス・演
技のレッスンを行う。

常任の講師に加え、特別講師
を迎えレッスンを行った。通
常とは違った内容のレッスン
を行うことで、生徒のモチ
ベーションの向上を図った。

214人

練習日数：82日（週２日
（原則、火曜日と木曜
日））
成果発表会：
2021年４月10日（公開ゲネ
プロ２公演）、11日（２公
演）
本公演：2022年３月19日～
21日に３公演実施の予定
が、出演者に新型コロナウ
イルス感染者が確認された
ため中止

県立青少年センター ―

青少年のための芝
居塾

県内の地域・歴史等を取り入れ
た演劇・ミュージカルを創作
し、公募した青少年により上演
した。

数年おきに担当劇団を替える
など、一般の青少年が参加し
やすいように考慮した。

296名 2021年５月～８月 青少年センター

演劇経験のない青少年が
参加したり、何年か連続
して参加する塾生がいる
など、芝居塾に参加する
ことの魅力が広がってい
る。

中学校創作劇発表
会

中学校を対象に、創作劇の発表
会を実施した。

―
６校（ビデオ審査）

2021年9月20日 青少年センター ―

青少年ダンス発表
会

表現芸術の充実と向上を図るこ
とを目的に創作舞踊発表会を実
施した。

各学校(団体)における日頃の
取組みの成果を発表する場を
提供するという「発表会」の
本来の趣旨に鑑み、講師によ
る講評を行わないこととし
た。

722人 2021年10月31日
青少年センター紅葉
坂ホール

―

中･高等学校演劇
発表会

中･高等学校を対象に、演劇の
発表会を実施した。

―
中学生：805人
高校生：449人

中学校：2021年12月4日、5
日

高等学校：2021年11月13
日、14日

青少年センター紅葉
坂ホール

―

マグカル・ハイス
クール・演劇フェ
スタ

県高校演劇発表会にて最優秀賞
等高い評価を得た作品を上演す
る。

関東大会出場に向けて、県大
会からの舞台装置の変更・見
直しなど、作品のブラッシュ
アップに向けた相談に乗っ
た。

177名 2021年12月19日
青少年センター紅葉
坂ホール

全国大会で神奈川県の出
場校が最優秀賞を受賞す
るなど、着実に実績が上
がっている。

かながわ短編演劇
アワード2022

短編演劇及び短編戯曲の全国公
募によるコンペティションを開
催した。

短編戯曲において、作品テー
マを「ともに生きる」とし
た。また、最終選考に残った
戯曲をweb公開することで、よ
り多くの方に作品に触れても
らう機会を設けた。

【応募数】
短編演劇：39団体
短編戯曲：134作品
【来場者数】
本戦：174人
ライブ視聴者数（瞬間最
多視聴者数）40人
22席飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
13人

本戦：2022年３月26日～27
日
22世紀飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
2022年１月９日

本戦：KAAT神奈川芸
術劇場
22世紀飛翔枠選抜大
会（県内高校生枠選
抜大会）：県立神奈
川総合高等学校

―

かながわ児童劇グ
ループ交流会(か
ながわ人形劇フェ
スティバル)

地域で人形劇などの児童文化活
動を行っているアマチュアグ
ループに活動成果の発表と相互
交流の場を提供するとともに、
映像配信事業として実施した。

出演団体の募集について、高
校や短大で活動している複数
の人形劇サークルにも出演協
力の依頼を行った。

249人
2022年2月26日、27日
全４公演

青少年センター
出演団体の熱心な意見交
流が行なわれ、実のある
交流会となった。

神奈川フィル・
ジュニア管弦オー
ケストラ2022（第
５期生）

小学４年生～高校３年生の子ど
もたちがアートホールに集い、
神奈川フィル団員の指導を経て
神奈川フィルと共演する。感染
症対策のため、弦楽器のみで規
模を縮小して実施した。

受講生が楽器ごとに分かれて
行うパート練習やそれぞれの
合奏練習を行った。

受講者数：10人
観客数：198人

視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：60回
ｱｰｶｲﾌﾞ：938回

2022年３月27日
かながわアートホー
ル

―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

県美術展の開催

第56回神奈川県美
術展

全国公募による美術展を実施
し、作品発表の機会を提供し創
作活動の支援を図るため、公募
美術展を開催した。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため
展覧会は鑑賞を関係者に限定
し、表彰式、ギャラリートーク
は中止とした。
また、今年度より障がい者の文
化芸術の鑑賞及び創作活動の機
会創出のため、ともいきアート
サポート事業の一環としてとも
いきアート展を開催した。

展覧会は鑑賞を関係者に限定
し、表彰式、ギャラリートー
クは中止としたため、オンラ
インでの展示やギャラリー
トークを実施した。

応募点数：1,316点
応募人数：864名
入選者数：319名
入賞者数：41名
入場者数：1,773名
来場者数
・１期展　642人
・２期展　901人
・厚木展　230人
オンライン展示再生回数
・平面　551回
・立体　259回
・工芸　289回
・書　　206回
・写真　277回
・ともいきアート　
　　　　262回
・ギャラリートーク
        961回

応募作品搬入：【工芸・
書・写真部門】2021年６月
26日、27日
【平面立体部門】2021年７
月３日、４日
展覧会：2021年８月25日～
９月19日（うち2日休・開催
24日間）

神奈川県民ホール
ギャラリー

―

文化芸術団体の創作・発表等の活動への助成等による支援

マグカルシアター
出演団体等の上演
作品制作支援事業

マグカルシアターに出演が決定
した団体等を対象に、演劇資料
室や稽古場の提供を通して作品
制作に関する課題解決を支援
し、上演作品の質的向上を図っ
た。

―
研修室利用者
142団体
1,173人

通年 青少年センター ―

（再）神奈川県文
化芸術活動団体事
業補助金

県内の文化芸術活動団体が行う
事業に対して、公募により補助
金を交付した。

2019年度から、「伝統芸能
枠」「青少年枠」に「高齢者
枠」、「障がい者枠」を設
け、門戸を広げて募集を行っ
た。また、実地調査報告を公
益財団法人神奈川芸術文化財
団に一部委託し、専門的見地
からの報告を行った。

要望団体数：88件
助成団体数：32件
助成金交付額：5,923千円
（参加者数から移動）

交付申請書の提出期限：
2021年２月15日～2021年３
月15日（電子申請）
審査会（Zoomによるオンラ
イン開催）：2021年４月13
日
交付決定通知書の送付：
2021年５月14日～６月18日

― ―

マグカル開放区

県庁前の日本大通りを活用し、
音楽、ダンス、大道芸等のジャ
ンルを問わず自由に発表できる
開放的な空間である「開放区」
を実施する予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の影響
により中止した。

― ― ― ― ―

バーチャル開放区

県庁前日本大通りで音楽やダン
スなど自由に発表できる空間
「マグカル開放区」の開催場所
を路上からオンライン上に移し
て、文化芸術オールジャンルの
動画コンテスト「バーチャル開
放区」を実施した。

―

応募件数：572件
視聴結果
≪ＨＰ／ＰＶ数≫　
808,840回
≪再生数≫　327,518回
（PV数・再生数いずれも
視聴期間：2021年７月９
日～2022年１月14日）

― インターネット上 ―

伝統的な芸能、舞台芸術作品等の公演などへの共催等による支援

（再）県民ホール
本館での公演事業
の実施

「C×C作曲家が作曲家を訪ねる
旅」など県民ホール本館におけ
る主催・共催公演を実施した。

専門家の助言や業界ガイドラ
インに基づいた感染症対策を
講じた上で施設運営担当と連
携し実施した。

32,233人
（オンライン配信視聴者
2,775）

通年
37公演６展覧会
（うち、共催等21公演、オ
ンライン配信４回）

県民ホール本館ほか

新任のオルガンアドバイ
ザーの元、オルガンシ
リーズ全体の刷新を図っ
た。

（再）神奈川芸術
劇場等での公演事
業の実施

新たに芸術監督に就任した長塚
圭史氏のもと、プレシーズン、
「冒」をテーマに掲げメイン
シーズンとプログラムにリズム
をつくり、多様な作品制作とそ
の発信に取り組んだ。

国内外の優れたアーティスト
と協力し、施設の特性を生か
した舞台芸術の創造・発信を
行った。

97,025人
（オンライン配信視聴者
1,693）

通年
303公演１展覧会
オンライン配信６回
（うち、共催等91公演、オ
ンライン配信３回）

KAAT神奈川芸術劇場
ほか

SPACとの共同招聘である
「Le Tambour de soie 綾
の鼓」では実力あるアー
ティストが新たな創作に
取り組み公共劇場間の協
働の機会となった。

（再）音楽堂での
公演事業の実施

音楽堂のブランドイメージ構築
に対応して、オペラプロジェク
トやヘリテージ・コンサートな
ど、各種プログラムを実施し
た。

音楽堂初登場の演奏家や日本
初演作品等に重点を置き、全
国的にも注目される、レベル
の高い公演・企画の実施に留
意した。

15,995人
（オンライン配信視聴者
数5,752）

通年
10事業41公演
（うち、共催等３事業30公
演、オンライン配信２回）

音楽堂

新型コロナウイルス感染
症対応として日程変更・
収容人数限定等と併せ
て、オンライン発信を取
り入れるなど音楽文化の
発信に努めた。

（再）かながわ民
俗芸能祭

県内各地で活動中の県民俗芸能
保存協会加盟団体等が一堂に介
して、民俗伝統芸能を披露して
おり、2021年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、無観客・オンライン配信で
開催した。

出演者及びスタッフのマスク
着用、手指消毒及び換気の徹
底等、新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策に留意し
た。（演目中に限り、出演者
はマスクを外している）

0人（無観客開催）
2022年3月31日現在、オン
ライン配信再生回数506回

収録日：2021年12月５日
はまぎんホールヴィ
アマーレ

エ 文化芸術活動に関する情報の提供
文化芸術に関する広報誌の発行

（再）イベントカ
レンダー

県内の文化イベント情報をカレ
ンダー形式で掲載する日英併記
の情報誌「イベントカレン
ダー」を作成した。

毎号特集ページを設け、県事
業のPRを行った。

発行部数
340,000部

年４回発行
６～８月号
９～11月号
12～２月号
３～５月号

県内、都内の文化施
設、駅、劇場、ホテ
ル等で配布

―

（再）季刊誌 神
奈川芸術劇場 
KAAT PAPER発行

新芸術監督のディレクションに
沿って、新たな広報誌として内
容を一新し、劇場や演劇の魅力
を伝える特集や芸術監督の対
談、レビューなどを掲載した。

ＫＡＡＴを知らない方にも、
興味を持って手に取ってもら
えるように、タブロイド判と
し、駅や県有施設などＫＡＡ
Ｔ以外でも配布を行った。

各号５万部発行
年２回発行
秋号：８月27日、
冬号：12月11日

KAAT神奈川芸術劇場
ほか

ホームページにも内容を
掲載している

（再）神奈川芸術
プレス発行

冊子を発行・配布することで、
公演情報の周知、県内の文化情
報等を掲載した。

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に伴い、県内文化施
設の閉館、イベント等の中
止・延期が相次ぐ状況を踏ま
え、２回に変更した。

年間３万４千部
年２回発行（2022年１月、
３月発行）

― ―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

ホームページ、SNS、ポータルサイトによる公演情報、文化芸術活動のための情報の提供

（再）マグカル・
ドット・ネット

県の文化芸術ポータルサイト
「マグカル・ドット・ネット」
において、県内の演劇・ダン
ス・音楽・映像など、各種イベ
ント情報をリアルタイムで発信
するほか、文化芸術に関する記
事を作成した。
併せて、ツイッター等のSNSに
おいても情報発信を行った。
また、外国人向け特集記事を作
成し、ネイティブによる多言語
翻訳を行うとともに、国内外向
けのインターネット広告を通年
で展開した。

読み物として楽しめる特集や
コラムの作成を行い、内容の
充実を図った。

2021年度
PV（ページビュー）数
414,764

通年 インターネット上 ―

（再）県立近代文
学館におけるホー
ムページ、SNSの
活用

SNSの積極的な活用やコミック
とのコラボレーションにより
ホームページ利用のアクセス数
を高く維持し、広く広報周知活
動を行った。

展覧会紹介、資料紹介等に加
え、誕生日命日などにもSNSで
発信するなど、日々新しい話
題を提供している。

ホームページアクセス数
(公式noteを含む)：
192,549件
上記のうち、蔵書検索ア
クセス数：53,447件
動画コンテンツ視聴数：
計7,066件

通年
神奈川近代文学館
ホームページ及びSNS

講演会の音声公開など新
たにコンテンツを公開し
た。

県立金沢文庫にお
ける情報提供の実
施

金沢文庫で開催する展覧会や講
座などのイベントについて、金
沢文庫HPやTwitterで広報をお
こなった。

展覧会の目玉となる作品や金
沢文庫が管理する国宝「金沢
文庫文書」の作品紹介を定期
的にTwitterで紹介し、展覧会
や金沢文庫の保管する資料の
魅力を伝えるよう発信した。

HP閲覧件数：320,239件
Twitter発信件数：287件

― ― ―

県立近代美術館に
おける情報提供の
実施

プレスリリースを報道関係者に
メールで配信した。
また、Twitter上で美術館の
日々の活動を発信した。

各々の電子媒体によって、対
象に合わせた内容を発信し
た。

プレスリリースのメール
配信数：７回
Twitter発信数：414回

― ― ―

県立歴史博物館に
おける情報提供の
実施

HP（Twitter含む）を活用した
情報提供や刊行物、マスメディ
ア（紙･電波媒体、ネット）に
よる情報発信を行った。

新聞等のマスメディアへの露
出機会を増やすために、きめ
細やかな情報提供に努めた。
また、新型コロナウイルス感
染症感染拡大に伴い、外出自
粛が続く中、「おうちでかな
がわけんぱく」等のオンライ
ンでの情報発信に努めた。

653件
【内訳】
・HP（Twitter含む）：
401件
・特別展等チラシ・ポス
ター：12件
その他：236件（新聞：
101、雑誌：15、テレビ：
7、ラジオ：6、WEB：98、
その他：9）
・催し物のご案内：1件
・博物館だより：3件

― ― ―

(3) 芸術家等の育成等に関する支援等
ア 芸術家や文化芸術を支える活動を行う者の育成
神奈川文化賞・未来賞等による顕彰の実施

神奈川文化賞・未
来賞表彰事業

神奈川県在住、在職又は神奈川
に深いゆかりのある者で、神奈
川の文化の向上発展に尽力し、
その功績顕著な個人又は団体に
対して「神奈川文化賞」を贈呈
した。
2001年度に、神奈川文化賞の第
50回を記念し、神奈川の文化の
向上発展に貢献することが大い
に期待される若い世代に贈呈す
るために「未来賞」を創設し
た。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため縮小開催とし、
関係者のみの参加とした。

縮小開催のため、一般観
覧者なし

2021年11月３日
神奈川県庁本庁舎３
階大会議場

受賞者６人
（文化賞：４人、未来
賞：２人）

舞台技術者等の文化芸術を支える者の研修等による育成支援

室内オペラ・制作
広報体験インター
ン事業の実施

室内オペラ制作と広報を軸に公
共ホールでの事業実習を含むイ
ンターンシップを実施した。

 音楽堂室内オペラ・プロジェ
クトの一環として「美術制作
ワークショップ」と「リー
ディングワークショップ」を
開催。インターンシップのプ
ログラムの一環としても活用
した。

３人 2021年9月26日～11月14日 音楽堂 ―
重点施策
２

昭和音楽大学寄付
講座

昭和音楽大学と連携し、劇場職
員による講義を実施した。

音楽芸術運営学科の「芸術文
化と社会」、「芸術運営論」
の講義を実施した。

20人
2021年11月２日
2021年11月９日

昭和音楽大学 ―
重点施策
２

劇場体験インター
ン事業

公共ホールでの文化事業の実習
として、音楽事業制作と施設運
営の両面を学び・体験する事業
を実施した。

公立文化施設における文化事
業を学ぶため、座学で学んだ
うえで、制作の現場を体験す
る内容とした。

４人
2021年11月25日～2022年１
月11日

県民ホール本館 ―
重点施策
２

KAAT+YNU(横浜国
立大学)教育普及
講座

「芝居の大学 公開オンライン
講座 第Ⅱ期―移動型公共劇場
はいかにして可能か―」をオン
ラインにより実施した。

2021年度に新設した社会連携
ポータル事業に位置付けた。

視聴者数：70人 2022年１月25日、２月９日 ― ―
重点施策
２

2021年度インター
ン劇場運営(KAAT
神奈川芸術劇場)

現場での実務を通して、公立文
化施設のあり方や、事業政策・
劇場運営の基本的な業務につい
て実践的に学ぶ場を提供した。

劇場運営のインターンは、県
内巡回事業を中心としたプロ
グラムとし、KAATだけにとど
まらない新しい文化事業の在
り方を学ぶ内容とした。

５人 2022年２月６日～３月25日 KAAT神奈川芸術劇場 ―
重点施策
２

大学等と連携した
人材養成プログラ
ム（県民ホール）

東京音楽大学と連携して、学生
たちと教員が木管楽器、金管楽
器等を案内する形での人材育成
を実施した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

20人 2022年2月27日 県民ホール本館 ―
重点施策
２
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

新進芸術家等の育成支援の検討

プロフェッショナ
ルアーティスト養
成事業（県民ホー
ル）

県民ホールで実施する公演の
オーディション等により、若手
の芸術家を養成する事業を実施
した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

219人
通年
2021年４月29日～2022年３
月13日（４回）

県民ホール本館等 ―
重点施策
２

（再）第37回かな
がわ音楽コンクー
ル

神奈川県ゆかりの才能ある若手
演奏者を紹介し、オーケストラ
との共演を通じて一層の育成を
図る目的で、2021年8月22日に
入賞者を対象としたクリスタル
コンサート、10月３日に上位入
賞者によるトップコンサートを
実施した。

―

参加者数：1,173名
鑑賞者数：延べ880名
(クリスタルコンサート及
びトップコンサートの鑑
賞者数：880名)

①クリスタルコンサート：
2021年8月22日
②トップコンサート：2021
年10月３日）
コンクール全体は2021年３
月26日～10月31日

①クリスタルコン
サート：横浜市青葉
区民文化センター
「フィリアホール」
②トップコンサー
ト：神奈川県立音楽
堂

―
重点施策
２

創作環境と劇場の
未来を考え、劇場
の創造活動の核を
育てていく取組
「カイハツ」

劇場が常に考える場、豊かな発
想を生み出す場となることを目
指し、クリエーションのアイ
ディアをカイハツするプロジェ
クトとして、2021年度より開始
した。

企画・人材カイハツ、創作プ
ロセスカイハツ、戯曲カイハ
ツの３柱を設け、創作環境と
劇場の未来を考える企画とし
た。

114人
2021年９月７日～2022年３
月31日
８企画

KAAT神奈川芸術劇場

（劇場ホームページにお
いて、この取組と実施内
容について広報をおこな
う。６月現在、準備中）

重点施策
２

イ 創作のための環境の整備
県立文化施設の練習・稽古等での活用

（再）マグカルシ
アター等

主に若手の舞台芸術団体や個人
に青少年センター スタジオ
「HIKARI」及びかながわアート
ホール を公演場所として会
場・設備・備品を無料で提供し
た。

多くの文化芸術団体等の公演
の場を広げるため、公演会場
としてかながわアートホール
を新規で追加した。

6,083名 2021年４月～2022年３月
青少年センター スタ
ジオ「HIKARI」、か
ながわアートホール

個性の異なる２つの会場
を拠点としたことから、
出演団体の種別や東京所
在の団体が増えるなど、
すそ野が広がっている。

重点施策
２

新進芸術家の創作環境支援の検討

ウ 創造的活動の成果を発表する機会の確保
県美術展の開催

（再）第56回神奈
川県美術展

全国公募による美術展を実施
し、作品発表の機会を提供し創
作活動の支援を図るため、公募
美術展を開催した。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため
展覧会は鑑賞を関係者に限定
し、表彰式、ギャラリートーク
は中止とした。
また、今年度より障がい者の文
化芸術の鑑賞及び創作活動の機
会創出のため、ともいきアート
サポート事業の一環としてとも
いきアート展を開催した。

展覧会は鑑賞を関係者に限定
し、表彰式、ギャラリートー
クは中止としたため、オンラ
インでの展示やギャラリー
トークを実施した。

応募点数：1,316点
応募人数：864名
入選者数：319名
入賞者数：41名
入場者数：1,773名
来場者数
・１期展　642人
・２期展　901人
・厚木展　230人
オンライン展示再生回数
・平面　551回
・立体　259回
・工芸　289回
・書　　206回
・写真　277回
・ともいきアート　
　　　　262回
・ギャラリートーク
        961回

応募作品搬入：【工芸・
書・写真部門】2021年６月
26日、27日
【平面立体部門】2021年７
月３日、４日
展覧会：2021年８月25日～
９月19日（うち2日休・開催
24日間）

神奈川県民ホール
ギャラリー

―
重点施策
２

文化芸術団体との連携による新進芸術家を起用した演奏会等の開催

（再）第16回フ
レッシュ・コン
サート

次世代を担うと期待される神奈
川県ゆかりの才能ある若手奏者
を広く県民に紹介し、オーケス
トラとの共演を通じてその才能
の一層の育成を図った。

― 308人 2022年1月15日 音楽堂 ―
重点施策
２

県立文化施設主催事業における新進芸術家の積極的登用

（再）プロフェッ
ショナルアーティ
スト養成事業（県
民ホール）

県民ホールで実施する公演の
オーディション等により、若手
の芸術家を養成する事業を実施
した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

219人
通年
2021年４月29日～2022年３
月13日（４回）

県民ホール本館等 ―
重点施策
２

新進芸術家の発表機会支援の検討

（再）マグカル開
放区

県庁前の日本大通りを活用し、
音楽、ダンス、大道芸等のジャ
ンルを問わず自由に発表できる
開放的な空間である「開放区」
を実施する予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の影響
により中止した。

― ― ― ― ―
重点施策
２

(4) 文化芸術団体の育成等
文化芸術団体への助成等による支援

マグカル推進事業
補助金

神奈川文化プログラムの核とな
る事業を実施する団体から企画
案を公募し、補助金を交付し
た。

補助の上限額を300万円から
100万円に引き下げ、より多く
の事業を採択できるようにし
た。

要望団体数：80件
助成団体数：16件
採択額：11,571千円
参加者数：11,675名
オンライン視聴者数：
3,129名

１次募集：
2021年２月15日～３月15日
募集、４月30日交付決定
２次募集：
2021年４月30日～５月21日
募集、７月20日交付決定

― ―

（再）神奈川県文
化芸術活動団体事
業補助金

県内の文化芸術活動団体が行う
事業に対して、公募により補助
金を交付した。

2019年度から、「伝統芸能
枠」「青少年枠」に「高齢者
枠」、「障がい者枠」を設
け、門戸を広げて募集を行っ
た。また、実地調査報告を公
益財団法人神奈川芸術文化財
団に一部委託し、専門的見地
からの報告を行った。

要望団体数：88件
助成団体数：32件
助成金交付額：5,923千円

交付申請書の提出期限：
2021年２月15日～2021年３
月15日（電子申請）
審査会（Zoomによるオンラ
イン開催）：2021年４月13
日
交付決定通知書の送付：
2021年５月14日～６月18日

― ―

文化芸術団体の活動に対する後援

文化芸術団体
の活動に対する
後援

文化芸術団体等が主催する、県
内において実施する事業につい
て、県の文化芸術の振興に寄与
すると認められるものに、神奈
川県の後援名義の使用を承認し
た。

―
後援名義の使用承認実
績：117件

― ― ―

2021年度は実施しませんでした。
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

神奈川文化プログ
ラム認証制度

県内で実施する事業・活動につ
いて、一定の要件を満たすもの
を神奈川県文化プログラムとし
て認証した。

―
神奈川文化プログラム認
証制度：
認証件数277件

― 県内全域 ―

県実施事業等における文化芸術団体との連携・協働の推進

共生共創事業

シニア劇団やシニアダンス企画
の運営、障がい者や高齢者等が
参加する演劇の舞台公演等を含
む良質な内容の舞台公演等を実
施した。

コロナ禍という制約の中で、
動画配信の手法を活用するこ
とにより、多くの人々に自宅
にいながら文化芸術の魅力を
楽しんでいただきつつ共生社
会の理念を普及した。

4764人
再生回数：58,210回
公演回数：48回

2021年４月～2022年３月 オンライン ―
重点施策
５

（再）2021年度マ
グカル・パフォー
ミングアーツ・ア
カデミー

マグカルの核となるような、専
門的な舞台芸術人材を育成する
ため、実践的な歌・ダンス・演
技のレッスンを行った。

常任の講師に加え、特別講師
を迎えレッスンを行った。通
常とは違った内容のレッスン
を行うことで、生徒のモチ
ベーションの向上を図った。

214人

練習日数：82日（週２日
（原則、火曜日と木曜
日））
成果発表会：
2021年４月10日（公開ゲネ
プロ２公演）、11日（２公
演）
本公演：2022年３月19日～
21日に３公演実施の予定
が、出演者に新型コロナウ
イルス感染者が確認された
ため中止

県立青少年センター ―
重点施策
５

（再）青少年のた
めの芝居塾

県内の地域・歴史等を取り入れ
た演劇・ミュージカルを創作
し、公募した青少年により上演
した。

数年おきに担当劇団を替える
など、一般の青少年が参加し
やすいように考慮してた。

296名 2021年５月～８月 青少年センター

演劇経験のない青少年が
参加したり、何年か連続
して参加する塾生がいる
など、芝居塾に参加する
ことの魅力が広がってい
る。

重点施策
５

（再）歌舞伎鑑賞
教室

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、歌舞伎を上演し
た。

― 718人
2021年6月25日、26日　全４
公演

青少年センター紅葉
坂ホール

アンケートでは、４公演
を通算して「大変良かっ
た」「良かった」を合わ
せると94.5％にのぼっ
た。

重点施策
５

（再）舞台芸術の
創作活動を通して
コミュニケーショ
ン力の向上を図る
青少年支援事業

青少年センターの青少年サポー
ト課とホール運営課が連携して
実施してきた「演劇活用青少年
支援事業」の集大成となる公演
（「寄宿生活塾 はじめ塾×東
京デスロック『Anti Human 
Education V―Teens Revenge 
Edit.―』」）を実施した。

― 128人
2021年7月17日、18日 全２
公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

各回とも満席近く観客が
入った。

重点施策
５

（再）日本舞踊に
学ぶ’和’の作法

小・中学生を対象に、着物の着
方の練習、日本舞踊等を体験す
るワークショップを行った。新
型コロナウイルス感染症拡大防
止のため一部のワークショップ
は中止となった。

多数の応募があったことか
ら、午前・午後の２部制に変
更し、より多くの方に参加し
てもらった。

41人 2021年７月22～23日 横須賀市文化会館

ワークショップの総合的
な満足度を聞いたアン
ケートの結果、27名（回
答者数）から「とても満
足・やや満足」との回答
があった。

重点施策
５

（再）人形浄瑠璃
文楽

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、人形浄瑠璃文楽を
上演した。

青少年の参加者増を狙って、
文楽・人形浄瑠璃クラブがあ
る学校等の生徒を招待した（2
校9人）。

754人 2021年10月17日　全２公演
青少年センター紅葉
坂ホール

アンケート結果は、「大
変良かった」84.1％、
「良かった」13.6％で、
感想欄にも「素晴らしい
公演」、「堪能した」、
「大満足」などの言葉を
いただいた。

重点施策
５

（再）相模人形芝
居学校交流ワーク
ショップ

高等学校等において、伝統芸能
への関心を喚起し、団体の活動
の紹介や上演等を行うワーク
ショップを行った。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、一部のワークショップは中
止となった。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

160人 2021年12月11日 平塚中等教育学校 ―
重点施策
５

マグカルシアター
ステップアップ公
演事業

マグカルシアター上演団体に代
表される若手の舞台芸術団体の
うち、将来的に鑑賞事業として
のクオリティに耐えられる作品
を制作するステップアップのた
めの公演の機会を提供するとと
もに、青少年が優れた舞台芸術
作品（趣向「パンとバラで退屈
を飾って、わたしが明日も生き
ることを耐える。」）に触れる
機会を提供した。

124人
配信視聴者210人

2021年12月24日～26日　全
４公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

重点施策
５

（再）「カナガワ 
リ・古典プロジェ
クトin 小田原」

小田原市を中心とした県西地域
を舞台に、県内の古典芸能や各
地の貴重な伝統文化の魅力・価
値を再発見し、将来にわたり継
承していこうという機運につな
げていくことを目指し、民俗芸
能団体の演目等の公演を実施。
その映像や練習風景等の映像を
配信した。

民俗芸能団体の若年層を中心
としたインタビューを取り入
れる等民俗芸能の次世代への
継承に焦点を当て、公演の実
施や映像制作を行った。

来場者数：1,443名
映像総再生数：20,549回

ホール公演：2022年１月23
日

映像配信：2021年12月24日
から随時配信

小田原三の丸ホール
（小田原市民ホー
ル）

民俗芸能団体の演目や練
習風景の映像などを制作
したことにより、アーカ
イブの要素として後世に
残すための取組を実施す
ることができた。

重点施策
５

（再）かながわ伝
統文化こども歳時
記

子どもとその保護者の方を対象
に、伝統芸能のみならず、年中
行事やお祭り、昔話や伝承遊び
といった、生活に密着した地域
の伝統文化が持つ魅力を、多彩
なプログラムを通して紹介し
た。

主体となる伝統芸能の鑑賞に
加え、祭礼や民話、昔遊びと
いった地域の伝統文化全体に
間口を広げることで、その体
験プログラムも組み合わせた
内容とすることで、子どもや
親子３世代が気軽に来場し、
事業の参加を通じたコミュニ
ケーションを図る工夫を行っ
た。

【第１部】247人、【第２
部】185人、【体験コー
ナー】220人

2022年2月11日
青少年センター紅葉
坂ホール・ホワイエ

コロナ禍にもかかわら
ず、募集定員の２倍以上
となる1,084名もの観覧申
込があった。

重点施策
５
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）能楽ワーク
ショップ

小学生とその保護者を対象に、
謡曲・楽器の体験や能の鑑賞の
ワークショップを行った。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

26人 2022年3月21日
県立青少年センター
練習室

―
重点施策
５

（再）かながわ短
編演劇アワード
2022

短編演劇及び短編戯曲の全国公
募によるコンペティションを開
催した。

短編戯曲において、作品テー
マを「ともに生きる」とし
た。また、最終選考に残った
戯曲をweb公開することで、よ
り多くの方に作品に触れても
らう機会を設けた。

【応募数】
短編演劇：39団体
短編戯曲：134作品
【来場者数】
本戦：174人
ライブ視聴者数（瞬間最
多視聴者数）40人
22席飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
13人

本戦：2022年３月26日～27
日
22世紀飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
2022年１月９日

本戦：KAAT神奈川芸
術劇場
22世紀飛翔枠選抜大
会（県内高校生枠選
抜大会）：県立神奈
川総合高等学校

―
重点施策
５

（再）相模人形芝
居大会

国指定重要無形民俗文化財また
は県指定重要無形民俗文化財に
指定されている相模人形芝居の
５座が一堂に介しての合同公演
をする予定であったが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の
ため中止となった。

― ― ― ― ―
重点施策
５

文化芸術団体相互の連携の推進

（再）かながわ民
俗芸能祭

県内各地で活動中の県民俗芸能
保存協会加盟団体等が一堂に介
して、民俗伝統芸能を披露して
おり、2021年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、無観客・オンライン配信で
開催した。

出演者及びスタッフのマスク
着用、手指消毒及び換気の徹
底等、新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策に留意し
た。（演目中に限り、出演者
はマスクを外している。）

0人（無観客開催）
2022年3月31日現在、オン
ライン配信再生回数506回

収録日：2021年12月５日
はまぎんホールヴィ
アマーレ

―
重点施策
５

（再）かながわ児
童劇グループ交流
会(かながわ人形
劇フェスティバ
ル)

地域で人形劇などの児童文化活
動を行っているアマチュアグ
ループに活動成果の発表と相互
交流の場を提供するとともに、
映像配信事業として実施した。

出演団体の募集について、高
校や短大で活動している複数
の人形劇サークルにも出演協
力の依頼を行った。

249人
2022年2月26日、27日
全４公演

青少年センター
出演団体の熱心な意見交
流が行なわれ、実のある
交流会となった。

重点施策
５

（再）かながわの
太鼓

神奈川県太鼓連合加盟団体が一
堂に会し、県外の団体も参加し
て創作太鼓演奏を披露する予定
であったが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止と
なった。

― ― ― ― ―
重点施策
５

(5) 子どもの文化芸術活動の充実
ア 文化芸術の鑑賞機会の提供
学校等と連携したアウトリーチの展開

神奈川フィル学校
出張コンサート

公益財団法人神奈川フィルハー
モニー管弦楽団が、県内特別支
援学校や小学校、病院等を対象
に、学校出張コンサートを実施
した。

各楽器の音色の違いや特徴が
分かるように楽器紹介のコー
ナーを設けた。

―
2021年５月～６月
（26回実施、１回中止）

県内の特別支援学
校、小学校、中学校

―
重点施策
２

音楽堂アウトリー
チ事業

アウトリーチ（１事業６企画６
回）

新型コロナウイルス対応とし
て一部オンライン配信により
実施した。
新機軸として教員向けのアウ
トリーチにも取り組んだ。

349人
（オンライン視聴者数
11）

2021年10月８日～2022年２
月１日

座間市立東原小学校
ほか

厚木市の財団、相模原市
の財団等訪問した現地の
公立文化施設指定管理者
との連携関係も構築でき
た。

重点施策
２

県立文化施設での子どもたちを対象とした鑑賞事業の実施

オープンシアター
2021

県民ホールにて、ホールを身近
に感じてもらう取組として、
オープンシアターを２年ぶりに
開催した。

バックステージツアーや無料
屋外コンサート等も実施し
た。

2,153人 2021年５月26日～６月５日 県民ホール本館
重点施策
２

県立近代美術館に
おける子どもたち
を対象とした鑑賞
事業の実施

新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から、対面形式の
ワークショップ等を中止した代
わりに、教材の無償提供、貸出
を行った。

対面形式ではなく非参集での
学びの支援を提供した。

教材無償提供：４件221個
貸出：５件39個

教材無償提供：2021年６
月、2022年3月27日他

貸出：2021年９月19日～10
月10日

教材の提供：国立病
院機構横浜医療セン
ター他
貸出：三浦市立三浦
小学校他

―
重点施策
２

（再）歌舞伎鑑賞
教室

文化芸術の鑑賞機会の充実と活
動の場づくりの一環として、県
民の伝統文化への理解を促進
し、継承、発展への機運を盛り
上げるために、青少年･一般県
民を対象に、歌舞伎を上演し
た。

― 718人
2021年6月25日、26日　全４
公演

青少年センター紅葉
坂ホール

アンケートでは、４公演
を通算して「大変良かっ
た」「良かった」を合わ
せると94.5％にのぼっ
た。

重点施策
２

青少年芸術劇場

青少年に優れた舞台芸術を鑑賞
する機会を提供して舞台芸術に
対する理解を深め、教養の向上
を通じて豊かな人間性を育むと
ともに、県民に鑑賞する機会を
提供し、舞台芸術の普及を図る
ことを目的に、演劇及び舞踊の
鑑賞会（Organ Works
「WOLF」）を実施した。

―
オープンリハーサル34人
＋本番228人

2021年7月2日～7月4日　全
５公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

公演に先立つ関連企画と
して「オープンリハーサ
ル」を開催し、ダンスに
取り組む青少年に創作の
現場を見てもらう機会が
実現できた。

重点施策
２

KAATキッズプログ
ラム2021「ククノ
チ　テクテク　マ
ナツノ　ボウケ
ン」

コンテンポラリーダンスと現代
美術の表現の協働によってつく
るキッズプログラムを実施し
た。

開演前に、お面をつくるワー
クショップと簡単なダンスの
インストラクションをおこな
い、観客が上演中にそのお面
をつけて一緒に踊って参加で
きるようにした。

1,068人
2021年７月12日～19日

KAAT神奈川芸術劇場

継続して取り組んでいる
kAAT EXHIBITONにおける
現代美術へのアプローチ
をキッズプログラムに活
用した。

重点施策
２

県立歴史博物館に
おける子どもたち
を対象とした鑑賞
事業等の実施

子ども向け催し物1本を開催す
るとともに、近隣９館と共同企
画した夏休み子ども向けイベン
ト「ミュージアムミッション」
をWEB上で開催した。また、子
ども向けサイト「おうちでかな
がわけんぱく」に継続的にコン
テンツを追加した。

新型コロナウイルス感染防止
対策として、「ミュージアム
ミッション」ではミュージア
ムを実際に訪れることに替え
て、特設サイトを開設し共催
館に関するクイズをWEB上で出
題する形式で開催した。ま
た、「おうちでかながわけん
ぱく」に継続的にコンテンツ
を追加した。

【参加者】
子ども向け催し物：9人
【閲覧者】
ミュージアムミッショ
ン：3,660人（実施期間
中）

ミュージアムミッション
2021年7月21日～8月31日
他

県立歴史博物館 ―
重点施策
２
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

「子どもと大人の
音楽堂＜子ども編
＞」

夏休みの子供向け音楽体験企画

2021年度よりオープンシア
ターと夏休みの子ども向けコ
ンサートを組み換えて夏の<子
ども編＞春の<大人編＞の2回
公演で構成する事業とし＜子
ども編＞は年齢制限なしのコ
ンサートとした。

509人
2021年７月29日～30日 音楽堂

29日にミニコンサートつ
き子ども版建築見学ツ
アーも実施した。

重点施策
２

「子どもたちの音
楽芸術体験事業」
神奈川フィル・ゆ
めコンサート

神奈川フィルによる実演指導や
オーケストラとの共演を通じ、
本物の芸術に触れる機会を提供
することにより、子どもたちの
芸術を愛する心を育て、豊かな
情操を育むことを目的として実
施したが、新型コロナウイルス
感染症の影響により本公演が全
て中止となった。

新型コロナウイルス感染防止
対策を講じながらワーク
ショップ行った。

ワークショップ：749人
ワークショップ：2021年11
月30日、12月1日、12月3日

ワークショップ：平
塚市立金目小学校、
海老名市立上星小学
校、松田町立松田小
学校

―
重点施策
２

（再）ホームクリ
スマスコンサート

子育て支援事業として、子育て
中の親子を対象としたランチタ
イムコンサートの内容を一部変
更して実施した。

乳幼児・未就学児の同伴を可
能とし、気兼ねなく親子で楽
しめるコンサートを実施し
た。

観客数：100人

視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：15回
ｱｰｶｲﾌﾞ：444回

2021年12月11日
かながわアートホー
ル

―
重点施策
２

子どものための
ワークショップ付
コンサート

子供も対象としたバレエ・オペ
ラを上演した。

県西部の文化施設に出張して
子ども向けのワークショップ
付きコンサート（オペラ「カ
ルメン」などを題材にした上
演）を実施し、幅広い県民の
鑑賞ニーズに対応した。

223人
①2021年12月18日
②2021年12月24日

寒川町民センター
ホール、秦野市文化
会館

重点施策
２

（再）かながわ児
童劇グループ交流
会(かながわ人形
劇フェスティバ
ル)

地域で人形劇などの児童文化活
動を行っているアマチュアグ
ループに活動成果の発表と相互
交流の場を提供するとともに、
映像配信事業として実施した。

出演団体の募集について、高
校や短大で活動している複数
の人形劇サークルにも出演協
力の依頼を行った。

249人
2022年2月26日、27日
全４公演

青少年センター
出演団体の熱心な意見交
流が行なわれ、実のある
交流会となった。

重点施策
２

「子どもと大人の
音楽堂＜大人編
＞」

家族で楽しめる建物ツアーやラ
イブ

2021年度よりオープンシア
ターと夏休みの子ども向けコ
ンサートを組み換えて夏の<子
ども編＞春の<大人編＞の2回
公演で構成する事業とし<大人
編＞は音楽堂全体を活用して
実施した。

405人 2022年３月18日～19日 音楽堂
重点施策
２

（再）神奈川フィ
ル・カジュアルコ
ンサート

神奈川フィル・ジュニア管弦
オーケストラ修了公演の第二部
として、神奈川フィルによるカ
ジュアルコンサートを実施し
た。

新型コロナウィルス感染拡大
防止の観点から、無観客ライ
ブ配信で実施した。

観客数(ジュニオケと同
一)：198人

視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：65回
ｱｰｶｲﾌﾞ：1,264回

2022年３月27日
かながわアートホー
ル

―
重点施策
２

県立金沢文庫にお
ける子どもたちを
対象とした鑑賞事
業の実施

小学校高学年を対象に、称名寺
と金沢文庫についての学習事業
を実施予定だったが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のた
め中止した。

― ― ― ― ―
重点施策
２

文化芸術団体との連携による子どもたちを対象とした音楽体験事業等の実施

かなフィルラン
ド・夏休みファミ
リーコンサート

神奈川フィルによるコンサート
や打楽器演奏。

子どもにも親しみやすい選曲
や、楽器紹介などを実施し、
ファミリーで音楽・芸術に親
しみ、アートホールに親しん
でもらった。

（無観客実施）
視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：117回
ｱｰｶｲﾌﾞ：2,723回

2021年８月22日
かながわアートホー
ル

―
重点施策
２

（再）巡回オペラ
の実施

子供も対象としたバレエ・オペ
ラを上演した。

県西部の文化施設に出張して
子ども向けのワークショップ
付きコンサート（オペラ「カ
ルメン」などを題材にした上
演）を実施し、幅広い県民の
鑑賞ニーズに対応した。

223人
①12月18日
②12月24日

寒川町民センター
ホール、秦野市文化
会館

―
重点施策
２

（再）神奈川フィ
ル・ジュニア管弦
オーケストラ2022
（第５期生）

小学４年生～高校３年生の子ど
もたちがアートホールに集い、
神奈川フィル団員の指導を経て
神奈川フィルと共演する。感染
症対策のため、弦楽器のみで規
模を縮小して実施した。

受講生が楽器ごとに分かれて
行うパート練習やそれぞれの
合奏練習を行った。

受講者数：10人
観客数：198人

視聴者数
ﾗｲﾌﾞ：60回
ｱｰｶｲﾌﾞ：938回

2022年３月27日
かながわアートホー
ル

―
重点施策
２

神奈川フィルハー
モニー管弦楽団公
開リハーサル

アートホールで行う神奈川フィ
ルのリハーサルを無料公開する
予定であったが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため中
止となった。

― ― ― ― ―
重点施策
２

県立近代文学館での児童文学を題材とした展覧会等の実施

企画展「佐藤さと
る展―『コロボッ
クル物語』ととも
に―」

デビュー作『だれも知らない小
さな国』（1959年）から始まる
「コロボックル物語」シリーズ
を半世紀にわたり書き続けた、
佐藤さとる（1928―2017）の企
画展。佐藤家をはじめとする
方々から寄贈された〈佐藤さと
る文庫〉資料や、無二のコンビ
である画家・村上勉が描いた
「コロボックル物語」シリー
ズ、「おおきな　きが　ほし
い」「かぜにもらったゆめ」の
挿絵原画など、約450点の資料
によりその作品世界を展覧し
た。

県内の小学校、図書館への広
報に力を入れた。会期中横浜
市立図書館で開催したパネル
展「コロボックル物語」に
よって相乗効果が得られた。

7,900人 2021年7月22日～9月26日 神奈川近代文学館
自主事業でポストカード
を製作し、好評を得た。
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

ギャラリートーク
「佐藤さとる展―
『コロボックル物
語』とともに―」

企画展「佐藤さとる展―『コロ
ボックル物語』とともに―」に
即した内容の展示説明会を実施
した。

78人

企画展「佐藤さとる展―
『コロボックル物語』とと
もに―」会期中の金曜日に
計３回。

神奈川近代文学館
観覧者が、展示担当者へ
直接質問する場ともなっ
た。

朗読コンサート
「佐藤さとるの世
界」

神奈川近代文学館のホール等の
会場を利用して、企画展「佐藤
さとる展―『コロボックル物
語』とともに―」に即した内容
の朗読コンサートを開催した。

親子で楽しめるように、絵本
の投影を行い、演目、演出に
も工夫を凝らした。

89人 2021年９月11日 神奈川近代文学館
朗読コンサート後、多く
の参加者が展覧会場にも
入場してくれた。

イ 文化芸術活動の体験機会の充実
子どもを対象とした公募美術展開催等の創作活動の支援

第56回神奈川県美
術展中高生特別企
画展

青少年の作品発表の機会の提
供、創作活動の支援及び県美展
の活性化を図るため、県美術展
と併催し、公募美術展を開催し
た。新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、表彰式は中止
し、展覧会は関係者のみの入場
に限定した。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

応募点数：376点
応募人数：282名
入選者数：88名
入賞者数：18名
来場者数　1543人
オンライン展示再生回数　
279回

応募作品搬入：2021年６月
26日、27日
展覧会：2021年８月25日～
９月19日（うち2日休・開催
24日間）

神奈川県民ホール
ギャラリー

―
重点施策
２

文化芸術団体との連携・協働による子どもたちの文化芸術活動の推進

（再）2021年度マ
グカル・パフォー
ミングアーツ・ア
カデミー

マグカルの核となるような、専
門的な舞台芸術人材を育成する
ため、実践的な歌・ダンス・演
技のレッスンを行う。

常任の講師に加え、特別講師
を迎えレッスンを行った。通
常とは違った内容のレッスン
を行うことで、生徒のモチ
ベーションの向上を図った。

214人

練習日数：82日（週２日
（原則、火曜日と木曜
日））
成果発表会：
2021年４月10日（公開ゲネ
プロ２公演）、11日（２公
演）
本公演：2022年３月19日～
21日に３公演実施の予定
が、出演者に新型コロナウ
イルス感染者が確認された
ため中止

県立青少年センター ―
重点施策
２

（再）子どものた
めのワークショッ
プ付コンサート 

子供も対象としたバレエ・オペ
ラを上演した。

県西部の文化施設に出張して
子ども向けのワークショップ
付きコンサート（オペラ「カ
ルメン」などを題材にした上
演）を実施し、幅広い県民の
鑑賞ニーズに対応した。

223人
①2021年12月18日
②2021年12月24日

寒川町民センター
ホール、秦野市文化
会館

―
重点施策
２

青少年センター、藤野芸術の家での文化芸術を体験する機会の提供

藤野芸術の家での
文化芸術を体験す
る機会の提供

【体験事業】
多くの方が気軽に陶芸やガラス
工芸などの芸術体験を親しむた
めの常設事業、募集型の体験事
業や季節限定体験事業を実施し
た。

【活動支援事業】
地域と連携して、絵画や写真等
の展示・芸術活動発表の場を提
供した。なお、地元講師を迎え
た工芸講座並びに藤野村歌舞伎
公演は、新型コロナウイルスの
影響により中止したが、藤野席
書き大会は、感染対策を講じて
実施した。

【体験事業】
体験事業では、季節に合った
期間限定メニューの実施のほ
か、新たな体験メニューを実
施するなと、何回でも新たな
体験を楽しめる工夫を行っ
た。

【活動支援事業】
活動支援事業では、地域人材
や資源を活用し、地域の障害
者施設入居者の作品展示の協
力と展示についてのサポート
を実施した。

【体験事業】
体験事業合計  23,716人
木工体験       8,065人
陶芸体験　     4,550人
ガラス工芸等  11,101人

【活動支援事業】
活動支援事業合計 369人
絵画等展示　     369人

【体験事業】通年　
　　
　　
　　
　　
　

【活動支援事業】
絵画等展示　通年

藤野芸術の家

体験活動事業において、
夏休みに自由研究に適し
た教室「ガリレオ温度計
作り  」と「ひょうたん
スピーカー作り」を実施
した。

重点施策
２

（再）青少年のた
めの芝居塾

県内の地域・歴史等を取り入れ
た演劇・ミュージカルを創作
し、公募した青少年により上演
した。

数年おきに担当劇団を替える
など、一般の青少年が参加し
やすいように考慮した。

296名 2021年５月～８月 青少年センター

演劇経験のない青少年が
参加したり、何年か連続
して参加する塾生がいる
など、芝居塾に参加する
ことの魅力が広がってい
る。

重点施策
２

（再）青少年芸術
劇場

青少年に優れた舞台芸術を鑑賞
する機会を提供して舞台芸術に
対する理解を深め、教養の向上
を通じて豊かな人間性を育むと
ともに、県民に鑑賞する機会を
提供し、舞台芸術の普及を図る
ことを目的に、演劇及び舞踊の
鑑賞会（Organ Works
「WOLF」）を実施した。

―
オープンリハーサル34人
＋本番228人

2021年7月2日～7月4日　全
５公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

公演に先立つ関連企画と
して「オープンリハーサ
ル」を開催し、ダンスに
取り組む青少年に創作の
現場を見てもらう機会が
実現できた。

重点施策
２

伝統芸能ワークショップの実施

（再）日本舞踊に
学ぶ’和’の作法

小・中学生を対象に、着物の着
方の練習、日本舞踊等を体験す
るワークショップを行った。新
型コロナウイルス感染症拡大防
止のため一部のワークショップ
は中止となった。

多数の応募があったことか
ら、午前・午後の２部制に変
更し、より多くの方に参加し
てもらった。

41人 2021年７月22～23日 横須賀市文化会館

ワークショップの総合的
な満足度を聞いたアン
ケートの結果、27名（回
答者数）から「とても満
足・やや満足」との回答
があった。

重点施策
２

（再）相模人形芝
居学校交流ワーク
ショップ

高等学校等において、伝統芸能
への関心を喚起し、団体の活動
の紹介や上演等を行うワーク
ショップを行った。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、一部のワークショップは中
止となった。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

160人 2021年12月11日 平塚中等教育学校 ―
重点施策
２

（再）能楽ワーク
ショップ

小学生とその保護者を対象に、
謡曲・楽器の体験や能の鑑賞の
ワークショップを行った。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

26人 2022年3月21日
県立青少年センター
練習室

―
重点施策
２

県立近代文学館での子どもたちが読書に親しむための事業の実施

（再）かなぶん
キッズクラブ（紙
芝居、映画会、絵
本の読み聞かせ
等）

子どもの長期休み期間に合わせ
て「かなぶんキッズクラブ」と
して紙芝居、映画会を実施し
た。

例年実施していた夏休み期間
のイベントは定員を50％に減
らし開催した。

286人

①紙芝居：2021年８月11日
②子ども映画会：2021年８
月25日、26日
③読み聞かせ：2021年８月
21日
④ブックトーク：2021年８
月21日

神奈川近代文学館
紙芝居のオンライン公開
では昨年度から累計890件
の視聴があった。

重点施策
２
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

子どもを対象とした民俗芸能フェスティバルの開催

（再）かながわ伝
統文化こども歳時
記

子どもとその保護者の方を対象
に、伝統芸能のみならず、年中
行事やお祭り、昔話や伝承遊び
といった、生活に密着した地域
の伝統文化が持つ魅力を、多彩
なプログラムを通して紹介し
た。

主体となる伝統芸能の鑑賞に
加え、祭礼や民話、昔遊びと
いった地域の伝統文化全体に
間口を広げることで、その体
験プログラムも組み合わせた
内容とすることで、子どもや
親子３世代が気軽に来場し、
事業の参加を通じたコミュニ
ケーションを図る工夫を行っ
た。

【第１部】247人、【第２
部】185人、【体験コー
ナー】220人

2022年2月11日
青少年センター紅葉
坂ホール・ホワイエ

コロナ禍にもかかわら
ず、募集定員の２倍以上
となる1,084名もの観覧申
込があった。

重点施策
２

(6) 学校教育における文化芸術活動の充実
文化芸術団体との連携による音楽体験事業等の実施

（再）神奈川フィ
ル学校出張コン
サート

公益財団法人神奈川フィルハー
モニー管弦楽団が、県内特別支
援学校や小学校、病院等を対象
に、学校出張コンサートを実施
した。

各楽器の音色の違いや特徴が
分かるように楽器紹介のコー
ナーを設けた。

―
2021年５月～６月
（26回実施、１回中止）

県内の特別支援学
校、小学校、中学校

―
重点施策
２

（再）「子どもた
ちの音楽芸術体験
事業」神奈川フィ
ル・ゆめコンサー
ト

神奈川フィルによる実演指導や
オーケストラとの共演を通じ、
本物の芸術に触れる機会を提供
することにより、子どもたちの
芸術を愛する心を育て、豊かな
情操を育むことを目的として実
施したが、新型コロナウイルス
感染症の影響により本公演が全
て中止となった。

新型コロナウイルス感染防止
対策を講じながらワーク
ショップ行った。

ワークショップ：749人
ワークショップ：2021年11
月30日、12月1日、12月3日

ワークショップ：平
塚市立金目小学校、
海老名市立上星小学
校、松田町立松田小
学校

―
重点施策
２

かながわ伝統芸能祭などの伝統芸能普及振興事業の実施

（再）日本舞踊に
学ぶ’和’の作法

小・中学生を対象に、着物の着
方の練習、日本舞踊等を体験す
るワークショップを行った。新
型コロナウイルス感染症拡大防
止のため一部のワークショップ
は中止となった。

多数の応募があったことか
ら、午前・午後の２部制に変
更し、より多くの方に参加し
てもらった。

41人 2021年７月22～23日 横須賀市文化会館

ワークショップの総合的
な満足度を聞いたアン
ケートの結果、27名（回
答者数）から「とても満
足・やや満足」との回答
があった。

重点施策
２

（再）かながわ民
俗芸能祭

県内各地で活動中の県民俗芸能
保存協会加盟団体等が一堂に介
して、民俗伝統芸能を披露して
おり、2021年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、無観客・オンライン配信で
開催した。

出演者及びスタッフのマスク
着用、手指消毒及び換気の徹
底等、新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策に留意し
た。（演目中に限り、出演者
はマスクを外している。）

0人（無観客開催）
2022年3月31日現在、オン
ライン配信再生回数506回

収録日：2021年12月５日
はまぎんホールヴィ
アマーレ

―
重点施策
２

（再）相模人形芝
居学校交流ワーク
ショップ

高等学校等において、伝統芸能
への関心を喚起し、団体の活動
の紹介や上演等を行うワーク
ショップを行った。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、一部のワークショップは中
止となった。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

160人 2021年12月11日 平塚中等教育学校 ―
重点施策
２

（再）かながわ伝
統文化こども歳時
記

子どもとその保護者の方を対象
に、伝統芸能のみならず、年中
行事やお祭り、昔話や伝承遊び
といった、生活に密着した地域
の伝統文化が持つ魅力を、多彩
なプログラムを通して紹介し
た。

主体となる伝統芸能の鑑賞に
加え、祭礼や民話、昔遊びと
いった地域の伝統文化全体に
間口を広げることで、その体
験プログラムも組み合わせた
内容とすることで、子どもや
親子３世代が気軽に来場し、
事業の参加を通じたコミュニ
ケーションを図る工夫を行っ
た。

【第１部】247人、【第２
部】185人、【体験コー
ナー】220人

2022年2月11日
青少年センター紅葉
坂ホール・ホワイエ

コロナ禍にもかかわら
ず、募集定員の２倍以上
となる1,084名もの観覧申
込があった。

重点施策
２

文化芸術による子供の育成事業（文化庁事業）の県内での展開

文化芸術による子
供育成推進事業

子どもたちに対し質の高い文化
芸術を鑑賞・体験する機会を確
保するとともに、ワークショッ
プ等を実施することにより、子
供たちの豊かな想像力やコミュ
ニケーション能力等を養い、文
化芸術に対する知識および教養
の向上を図った。

一方的に公演を行うだけでな
く、児童・生徒と共演した
り、実技指導をするなど、児
童・生徒が芸術体験できるよ
う工夫している。

巡回公演事業：27校実施
派遣事業：37校中33件実
施
子供　夢・アート・アカ
デミー：１校実施

2021年６月～2022年２月
各学校の教室・体育
館など

―
重点施策
２

文化芸術による子
供育成総合事業―
コミュニケーショ
ン能力総合事業ー
＜学校申請方式＞

文化庁「文化芸術による子供育
成総合事業―コミュニケーショ
ン能力総合事業ー＜学校申請方
式＞」による芸術家と連携した
授業を実施するもの。

―
１校が応募したが、不採
択となった。

― ― ―
重点施策
２

中学・高校文化部活動の充実・支援の実施

（再）中･高等学
校演劇講習会

中・高等学校の生徒と教員を対
象に、学校演劇における基礎的
理論と実技を習得し、演劇発表
に活用することを目的に、演
出、演技、舞台技術、照明、音
響等に係る総合的な創造方法を
学習する機会を提供した。

―

中学生：20人（教員の
み）
高校生：363人

中学校：2021年9月19日

高等学校：2021年7月30日、
31日

青少年センター ―

（再）青少年ダン
ス講習会

青少年、教員等を対象に、ダン
ス創作の基礎的理論や創作方法
の習得を目的に講習会を実施し
た。

― 63人 2021年8月10日、11日 ― ―

（再）中学校創作
劇発表会

中学校を対象に、創作劇の発表
会を実施した。

―
６校（ビデオ審査）

2021年9月20日 青少年センター ―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

文化部活動指導者
研修講座の実施

文化部の部活動インストラク
ターを対象とした研修講座を実
施した。

講座を受講し、１年以上の指
導実績があり、校長が認めれ
ば、部活動の校外の活動につ
いて単独引率を可能としてい
る。

文化部部活動インストラ
クター８名

2021年10月４日～11月５日 机上研修
―

（再）青少年ダン
ス発表会

表現芸術の充実と向上を図るこ
とを目的に創作舞踊発表会を実
施した。

各学校(団体)における日頃の
取組みの成果を発表する場を
提供するという「発表会」の
本来の趣旨に鑑み、講師によ
る講評を行わないこととし
た。

722人 2021年10月31日
青少年センター紅葉
坂ホール

―

（再）中･高等学
校演劇発表会

中･高等学校を対象に、演劇の
発表会を実施した。

―
中学生：805人
高校生：449人

中学校：2021年12月4日、5
日

高等学校：2021年11月13
日、14日

青少年センター紅葉
坂ホール

―

（再）青少年の舞
台表現のためのス
キルアップクラス

時代に合ったより実践的な支援
内容を幅広く提供し、青少年に
よる演劇・ダンスの創造活動の
発展向上に資することを目的と
して、中高生向けの３つの先端
的なワークショッププログラム
（演出、ダンス振付、舞台美
術）を実施した。

―
①演出編31人
②ダンス編27人
③舞台美術編17人

①演出編
2022年1月10日
②ダンス編
2022年3月13日
③舞台美術編
2022年3月29日

①演出編：青少年セ
ンター　スタジオ
HIKARI
②ダンス編：県立ス
ポーツセンター
③舞台美術編：青少
年センター紅葉坂
ホール

―

演劇部実践指導塾
「演劇部お助け講
座」

中・高等学校の演劇部を対象
に、演劇部の底上げを図るため
の実践的な講座を実施した。

中高演劇部のニーズや演劇界
の情勢などを考慮し講師を選
定した。

79人(中学校)
22人(高等学校)

中学校：2022年1月15日、3
月24日
高等学校：2022年3月23日

県内３会場

中学校：講師による講習
や、他校との練習ができ
たことで、日頃の学内部
活動では得られないもの
があったという意見が多
かった。
高等学校：講座の内容に
ついて、参加者全員から
「とてもよい」または
「よい」と高評価を得
た。

（再）心技体＋創
ワークショップ

コンテンポラリーやヒップホッ
プといった比較的新しい身体表
現による創作に取り組む、学校
におけるダンス部の活動を対象
として、第一線で活躍するアー
ティストが指導を行い、青少年
が主体的にダンスに取り組む姿
勢や、グループでの創作のため
の基礎を実践的に学ぶ機会を提
供し、ダンスと向き合う上での
心技体の基礎を学ぶもの。

― 25人 2022年3月20日
青少年センター練習
室

　アンケートの結果は、
大変良かった96％、良
かった４％で、受講者の
満足度も高く、大きな影
響を与えたものと思われ
る。

横浜美術館「中高
生プログラム」の
周知

中学生、高校生が本物の美術作
品、普段なかなか会うことので
きないアーティストや専門家と
の出会いを通して、美術のいろ
いろな魅力を体験することがで
きる長期のプログラムを高校生
等に周知するもの。

― 令和３年度は開催中止。
2023年まで改修による休館
のため、事業を中止してい
る。

― ―

全国高等学校日本
大通りストリート
ダンスバトル

新型コロナウイルス感染症の影
響により中止。

― ― ― ― ―

県中学・高等学校総合文化祭の開催

県高等学校総合文
化祭の開催

県高等学校総合文化祭におい
て、高校生等の相互交流・啓
発、文化・芸術活動の一層の活
性化を促進した。

―

文芸部門の応募作品点数
は13,391点
図書部門の参加校は15校
上記以外の部門の参加生
徒総数は8,045名
（一部オンライン開催）

2021年10月23日～2022年１
月16日（一部Web開催）

県内各所 ―

県立高校における文化芸術にかかわる科目等の充実及び文化芸術の発展に寄与する人材の育成

生徒を対象とした
舞台芸術研修

神奈川総合高校１年生を対象
に、校外学習としてKAAT内の施
設開設や芸術監督との質疑応答
等を実施した。

施設見学や芸術監督から直に
話を聞くことで文化施設での
業務全体を体験できるように
した。

29人 2021年6月28日 KAAT神奈川芸術劇場 ―
重点施策
２

県立高校における
舞台芸術に関する
学科の新設と支援

県立高校改革実施計画（Ⅱ期）
に基づき、県立神奈川総合高校
に舞台芸術科を設置。2021年４
月に一期生が入学した。

アドバイザリーボードを設置
し、神奈川総合高等学校舞台
芸術科の取組について継続的
に支援を受ける仕組みを構築
し、第１回目となる協議会を
開催した。

協議会構成アドバイザ
リーボード構成員３名、
神奈川総合高等学校４
名、高校教育課３名、計
10名

2022年3月25日 神奈川総合高等学校
神奈川総合高校多目的
ホール改修工事請負契約
締結

重点施策
２

芸術家等や文化芸術団体と連携した教育の実施

（再）大学等と連
携した人材養成プ
ログラム（県民
ホール）

東京音楽大学と連携して、学生
たちと教員が木管楽器、金管楽
器等を案内する形での人材育成
を実施した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

20人 2022年2月27日 県民ホール本館 ―
重点施策
２

学校と文化施設との連携の推進

国立劇場「親子で
楽しむ歌舞伎教
室」の周知

（本県の取組）
・政令市を除く市町村教育委員
会を通じて、公立小・中学校等
にチラシを周知した。（イベン
トには直接関与していない。）
（イベント内容）
・歌舞伎俳優が、歌舞伎の魅力
や芝居の見どころなどを紹介
・歌舞伎の鑑賞

― ― 2021年７月20日～26日 国立劇場 ―
重点施策
２
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）音楽堂アウ
トリーチ事業

アウトリーチ（１事業６企画６
回）

新型コロナウイルス対応とし
て一部オンライン配信により
実施した。
新機軸として教員向けのアウ
トリーチにも取り組んだ。

349人
（オンライン視聴者数
11）

2021年10月８日～2022年２
月１日

座間市立東原小学校
ほか

厚木市の財団、相模原市
の財団等訪問した現地の
公立文化施設指定管理者
との連携関係も構築でき
た。

重点施策
２

(7) 高齢者、障がい者等の文化芸術活動の充実
美術展など高齢者を対象とした文化芸術事業の実施

かながわシニア美
術展

県内在住で1963年４月１日以前
生まれ （2022年３月31日時点
で59歳以上の者） のアマチュ
アを対象に、日本画、洋画、彫
刻・工芸、書、写真の５部門で
作品を公募し、入選作品を展示
するともに、優秀作品の表彰を
行った。

過去出品者や神奈川県老人ク
ラブ連合会をはじめ、県内の
高齢者団体へ募集要項や開催
通知を配布し、周知に努め
た。
作品の搬入時間を指定する、
観覧を関係者のみに限るな
ど、新型コロナウイルス感染
防止対策を講じた上で実施し
た。

応募者数：251名
出品者数：241名
入選者数：241名
延べ来場者数：486名

2021年９月23日～９月25日
（作品展示期間）

神奈川県民ホール
ギャラリー

―
重点施策
２、４

県立施設における文化芸術活動の場の提供などによる障がい者の自主的な活動の支援

ライトセンター普
及啓発事業

神奈川県ライトセンターにおい
て、視覚障害者同士の交歓活動
となる文化クラブの場を提供し
た。

機関紙「ライトセンターだよ
り」やホームページによる情
報提供などで広い周知を行っ
た。

143名
月１回～月３回(クラブ活動
により異なる）

神奈川県ライトセン
ター

毎年啓発活動として実施
している『ライトセン
ターフェスティバル＆
「あい・あい」ひろば
2021』、「ライトセン
ター音楽祭」は新型コロ
ナウイルス拡大防止のた
め中止とした。

重点施策
２、４

神奈川県障害者社
会参加推進セン
ター事業（文化・
芸術祭の開催）
（県委託事業）

障がい当事者の文化的活動（絵
画、工作、ダンス、合唱等）の
発表を行う場を用意し、社会参
加の推進を図った。

新型コロナウイルスの影響に
より舞台発表は中止とした
が、感染症対策を行いながら
作品展示のみ行った。

70名
2021年12月11日（土）、12
日（日）

茅ヶ崎市民文化会館　
小ホール及び展示室

―
重点施策
２、４

障がい者芸術文化
活動普及支援事業

「神奈川県障がい者芸術文化活
動支援センター」を設置し、相
談支援事業やワークショップの
実施・コーディネーターの養成
等の人材育成事業等を行った。

コーディネーター養成のため
の研修会や勉強会をオンライ
ンで開催し、多くの方に気軽
に見てもらえるように工夫し
た。また、ワークショップの
実施も一部オンラインで実施
し、感染症対策をしながら事
業に取り組んだ。

相談件数：133件
研修等参加者数：延べ141
人（全４回）
ワークショップ実施事業
参加者数：延べ141人（５
箇所13回）
事業成果発表：延べ31名
（全２回）

相談：平日11時～17時
研修：①2022年１月７日～
１月17日
②2022年２月25日～３月７
日
③2022年３月11日
④2022年１月25日、３月７
日（すべてオンライン配
信）
ワークショップ実施事業：
13回（10月から３月まで、
一部オンライン配信）
事業成果発表：2022年３月
11日～３月31日（オンライ
ン配信）

相談：神奈川県障が
い者芸術文化活動支
援センター
研修：オンライン配
信
ワークショップ実施
事業：障害福祉サー
ビス事業所
事業成果発表：オン
ライン配信

―
重点施策
２、４

特別支援学校、障がい者施設、高齢者施設等での県立文化施設や文化芸術団体によるアウトリーチの実施

（再）神奈川フィ
ル学校出張コン
サート

公益財団法人神奈川フィルハー
モニー管弦楽団が、県内特別支
援学校や小学校、病院等を対象
に、学校出張コンサートを実施
した。

各楽器の音色の違いや特徴が
分かるように楽器紹介のコー
ナーを設けた。

―
2021年５月～６月
（26回実施、１回中止）

県内の特別支援学
校、小学校、中学校

―
重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（常設
展示）

県立青少年センター・スタジオ
ＨＩＫＡＲＩの「交流スペー
ス」に通年で、障がいのある
アーティストなどの作品の常設
展示を行った。

・３か月をめどにアート３団
体の作品を入れ替えて展示し
た。

・県のたより７月号企画面で
広く県民に広報周知を図っ
た。

第１期展　来場者数　
4,067人、ｵﾝﾗｲﾝ　811
ビュー、動画　142回再生

第２期展　3,843人、ｵﾝﾗｲ
ﾝ　597ビュー動画　制作
済

第３期展　1,766人、ｵﾝﾗｲ
ﾝ　　388ビュー、動画　
制作済

第１期展
2021年６月10日～８月15日

第２期展　
2021年８月31日～12月５日

第３期展
2021年12月８日～2022年３
月６日

県立青少年セン
ター・スタジオＨＩ
ＫＡＲＩの「交流ス
ペース」

―
重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（巡回
展示）

神奈川県庁新庁舎１階ロビーで
障がいのあるアーティストなど
の作品の展示を行った。

常設展示で青少年センター展
示されていない団体の作品の
展示を実施し、障がい者の
アート作品の発表機会の創出
を行った。

①1,112人
②371人

①2021年７月１日～15日
②2021年９月13日～30日

神奈川県庁新庁舎１
階ロビー

―
重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（創作
×地域展示）

県立小田原養護学校小中学部に
アーティストを派遣し、授業で
ワークショップを実施するとと
もに、創作作品の展示会をギャ
ラリーで開催した。

・新型コロナウイルスの感染
拡大防止のため、展示会は関
係者以外非公開とし、オンラ
インにより配信した。

ワークショップ
計３日間
12人

来場者
150人

ワークショップ　2021年7月
19日、2022年1月12日、1月
26日

県立小田原養護学校 ―
重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（巡回
展示）

神奈川県民ﾎｰﾙｷﾞｬﾗﾘｰ１階第５
展示室で障がいのあるアーティ
ストなどの作品の展示を行っ
た。

常設展示で青少年センター展
示されていない団体の作品の
展示を実施し、障がい者の
アート作品の発表機会の創出
を行った。

来場者数　642人

動画再生数
207回

2021年８月25日～９月５日

オンライン視聴開始
2021年８月31日～

神奈川県民ﾎｰﾙｷﾞｬﾗﾘｰ
１階第５展示室

―
重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（創作
×地域展示）

県立麻生養護学校にアーティス
トを派遣し、授業でワーク
ショップを実施するとともに、
創作作品の展示会をギャラリー
で開催した。

コロナ禍で対面の展示を行う
ことができなかったが、ネッ
トを使って360°VR で実際の
ギャラ
リースペースでの展示を体験
できるように工夫をした。

ワークショップ
計３日間
延べ25人参加

展示会
参加者数27人

ワークショップ
2021年9月3日、9月17日、9
月24日 
計3日

展示会
2022年2月18日～25日

ワークショップ
県立麻生養護学校

展示会
ギャラリーFLAT

県のたより７月号の特集
記事の中で紹介した

重点施策
２、４

（再）音楽堂アウ
トリーチ事業

アウトリーチ（１事業６企画６
回）

新型コロナウイルス対応とし
て一部オンライン配信により
実施した。
新機軸として教員向けのアウ
トリーチにも取り組んだ。

349人
（オンライン視聴者数
11）

2021年10月８日～2022年２
月１日

座間市立東原小学校
ほか

厚木市の財団、相模原市
の財団等訪問した現地の
公立文化施設指定管理者
との連携関係も構築でき
た。

重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（創作
×地域展示）

県立平塚盲学校小学部にアー
ティストを派遣し、授業でワー
クショップを実施するととも
に、創作作品の展示会を大学の
博物館スペースで開催した。

・新型コロナウイルスの感染
拡大防止のため、オンライン
展示も同時開催した。

・学芸員を目指す大学生が実
習として授業でアシスタント
として参加した。

ワークショップ
計3日間
延べ27人参加

展示会
来館者数1,895人

ワークショップ
2021年10月14日、10月28
日、2022年1月20日
計3日

展示会
2022年3月1日～31日

ワークショップ
県立平塚盲学校

展示会
東海大学松前記念館

県のたより７月号の特集
記事の中で紹介した

重点施策
２、４
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

ともいきアートサ
ポート事業（創作
×地域展示）

県立伊勢原養護学校伊志田分教
室にアーティストを派遣し、授
業でワークショップを実施する
とともに、創作作品の展示会を
大学の博物館スペースで開催し
た。

・新型コロナウイルスの感染
拡大防止のため、オンライン
展示も同時開催した。

・学芸員を目指す大学生が実
習として授業でアシスタント
として参加した。

ワークショップ計３日間
延べ29人参加

展示会
来館者数 1,895人

ワークショップ　2021年10
月25日、11月15日、11月29
日

展示会
2022年3月1日～31日

東海大学松前記念館
県のたより７月号の特集
記事の中で紹介した

重点施策
２、４

ともいきアートサ
ポート事業（リー
ス支援事業）

障害福祉サービス事業所の作品
を知事執務室でリース展示し
た。

２～３か月ごとに展示替えを
行った。

― 2022年２月～ 知事執務室 ―
重点施策
２、４

県立文化施設での託児サービス等の実施

託児サービスの実
施

県民ホール及びKAAT 神奈川芸
術劇場にて託児ルームを設置
し、運用した。

乳幼児を育てる県民に対す
る、文化芸術の鑑賞機会の提
供に寄与するため、主催公演
において、託児ルームを設置
した。

県民ホール本館：15人
KAAT神奈川芸術劇場：50
人

県民ホール本館：主催公演　
10回（8演目）
KAAT神奈川芸術劇場：主催
公演　46回（12演目）

県民ホール本館、
KAAT神奈川芸術劇場

―

文化芸術を通じた共生社会の実現に向けた取組の検討

（再）共生共創事
業

シニア劇団やシニアダンス企画
の運営、障がい者や高齢者等が
参加する演劇の舞台公演等を含
む良質な内容の舞台公演等を実
施した。

コロナ禍という制約の中で、
動画配信の手法を活用するこ
とにより、多くの人々に自宅
にいながら文化芸術の魅力を
楽しんでいただきつつ共生社
会の理念を普及した。

4764人
再生回数：58,210回
公演回数：48回

2021年４月～2022年３月 オンライン ―
重点施策
２、４

鑑賞サポート事業

芸術文化がより多くの人の心に
届くよう、その間にある障壁
を、さまざまな鑑賞サポートの
実施や、鑑賞携帯のあり方を工
夫して解消していく。

2021年度に新設した社会連携
ポータル課に集約し、鑑賞サ
ポートの研究や知見の集積に
よりより効果的に実施してい
く体制を整えた。

19人（申込があり把握で
きている人数）

2021年５月～2022年３月
（８回）

県民ホール本館等 ―
重点施策
２、４

（再）オープンシ
アター2021

県民ホールにて、ホールを身近
に感じてもらう取組として、
オープンシアターを２年ぶりに
開催した。

バックステージツアーや無料
屋外コンサート等も実施

2,153人 2021年５月26日～６月５日 県民ホール本館 ―
重点施策
２、４

（再）舞台芸術の
創作活動を通して
コミュニケーショ
ン力の向上を図る
青少年支援事業

青少年センターの青少年サポー
ト課とホール運営課が連携して
実施してきた「演劇活用青少年
支援事業」の集大成となる公演
（「寄宿生活塾 はじめ塾×東
京デスロック『Anti Human 
Education V―Teens Revenge 
Edit.―』」）を実施した。

― 128人
2021年7月17日、18日 全２
公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

各回とも満席近く観客が
入った。

重点施策
２、４

東京2020 NIPPON
フェスティバル
「カガヤク　ミラ
イ　ガ　ミエル　
カナガワ　2021　
Our Glorious 
Future ～
KANAGAWA 2021
～」

「共生社会の実現に向けて」を
テーマに東京2020大会公式文化
プログラムを大会組織委員会と
もに主催した。

無観客配信となったが、作品
の説明、ドローン撮影、ＡＲ
作品等を用いて質の高い映像
作品とした。

視聴者数
20,781名

2021年８月11日から15日を
中心に撮影
８月16日以降順次配信

横浜市西区紅葉ケ丘
文化ゾーン（県立音
楽堂、県立青少年セ
ンターほ
か）、県立県民ホー
ル

―
重点施策
２、４
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Ⅴ　施策事業の実施状況

２　文化資源を活用した地域づくりの推進
重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策
(1) 文化芸術に関する交流の推進
ア 地域間交流の推進
他県との文化芸術を介した交流の推進

（再）神奈川芸術
劇場(ＫＡＡＴ)で
の企画制作事業の
実施

KAAT神奈川芸術劇場プロデュー
ス作品等を他府県で上演した。
（新型コロナウイルス感染症の
影響に一部の公演は中止となっ
た。）

KAAT神奈川芸術劇場の作品を
各地で上演した。

26,708人 通年　３演目29公演
まつもと市民芸術館
ほか

―

県立近代美術館に
おける巡回展の実
施

国内外の近現代美術の調査研究
に基づく、巡回型の展覧会
（「香月泰男」展、「奥谷博」
展）を実施した。

―

入館者数
「香月泰男」展：9,622
名、「奥谷博」展：4,093
名(3月末時点)

「香月泰男」展：2021年９
月18日～11月14日、「奥谷
博」展：2021年２月12日～
４月３日（臨時休館期間を
含む）

近代美術館 ―

県立金沢文庫にお
ける文化財の貸
出、借入れ

金沢文庫での特別展の実施にあ
たり、他の博物館や社寺などか
ら資料の借入れを行った。

― ― ― ―
他の博物館や社寺などか
らの借入れ：１１３点

県立歴史博物館に
おける収蔵資料の
貸出

県外の博物館等の展覧会への収
蔵資料の貸出を行った。

貸出先における展示環境等の
把握に努め、より良い形での
公開ができるよう貸出先と調
整を行った。

― ― ―

貸出資料点数：134点（埼
玉県立嵐山史跡の博物
館、足立区立郷土博物
館、府中市美術館など10
館の博物館・美術館
等）。

国民文化祭への県内文化芸術団体の参加促進

国民文化祭

国民文化祭の開催県である宮崎
県、和歌山県と連携し、参加団
体へ国民文化祭の開催及び参加
を周知した。
なお、宮崎県は2020年度の開催
県であったが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため2021
年度に延期していた。

チラシやパンフレットの配架
や県内市町村への周知を行
い、参加者・来場者への広報
に協力した。

―
各イベントによる

宮崎県内
和歌山県内

―

全国高等学校総合文化祭への参加

全国高等学校総合
文化祭への参加

全国高等学校総合文化祭への生
徒派遣を通して、相互交流・啓
発、文化・芸術活動の一層の活
性化を促進した。

―

全国高等学校総合文化
祭・和歌山大会（開会
式・専門部門26部門各会
場、閉会式参加生徒数：
延べ約425名）

2021年７月31日～８月６日
和歌山県内各所
（開会式：和歌山
ビッグホエール）

―

県高等学校総合文化祭の開催

（再）県高等学校
総合文化祭の開催

県高等学校総合文化祭におい
て、高校生等の相互交流・啓
発、文化・芸術活動の一層の活
性化を促進した。

―

文芸部門の応募作品点数
は13,391点
図書部門の参加校は15校
上記以外の部門の参加生
徒総数は8,045名
（一部オンライン開催）

2021年10月23日～2022年１
月16日（一部Web開催）

県内各所 ―

イ 国際文化交流の推進
神奈川の文化芸術の海外発信

ポーランド国立美
術館で開催された
日本の前衛芸術展
への企画協力およ
び作品貸出

国際交流基金とワルシャワのザ
ヘンタ国立美術館た主催した
「集団と個の狭間で―1950年代
と1960年代の日本前衛美術」展
に企画協力した。

県立近代美術館の所蔵品の特
徴を生かして、左記展覧会に
16点の作品を出品し、展覧会
図録に職員2名が寄稿した。

入場者：39,667人
2021年11月25日～2022年３
月13日

ワルシャワのザヘン
タ国立美術館

職員2名が企画委員を務め
た。

重点施策
３

（再）ロシア国立
モスクワ・クラ
シック・バレエ
『くるみ割り人
形』

海外の文化芸術の県民への鑑賞
機会の提供のために海外のバレ
エ公演を実施した。

― 2,201人 2021年11月27日 県民ホール本館 ―
重点施策
３

横浜国際舞台芸術
ミーティング
2021（YPAM2021）

舞台芸術に係るプロフェッショ
ナルが公演・ディスカッショ
ン・ワークショップ等の多彩な
プログラムを通じて、情報交
換・相互学習・ネットワークの
構築の場を提供した。

横浜市や地域のステークホル
ダーとの共同を進め、多様な
表現を実現し社会をみつめる
機会を県民に提供した。

1,742人 2021年12月９日～19日
KAAT神奈川芸術劇場
ほか

障がい者が主要な構成者
である劇団態変の作品を
三部作一挙上演をおこな
い、共生に基づく多様な
表現を提示した。

重点施策
３

キエフ・バレエ
「白鳥の湖」

新型コロナウイルス感染症の影
響により中止

― ― ― 県民ホール本館 ―
重点施策
３

第30 回「イン
ターナショナル・
オルガン・フェス
ティバル・イン・
ジャパン横浜公
演」

新型コロナウイルス感染症の影
響により中止

― ― ― 県民ホール本館 ―
重点施策
３

三県省道やベトナム等との文化交流事業の推進

ベトナム文化等交
流事業

「ベトナムフェスタin神奈川」
や「KANAGAWA FESTIVAL in
HANOI」といったイベントは、
2020年に続き、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により開催で
きなかったものの、これまでの
本県とベトナムとの交流や県内
で努力を続けるベトナム人を紹
介することにより、ベトナム人
の文化や人柄を県民に知っても
らい、地域内における共生促進
に寄与するため、「かながわ・
ベトナム　パネル展」を開催し
た。

県と包括連携協定を締結して
いるイオン(株)、首都高速道
路(株)、中日本高速道路(株)
と連携することにより、多様
な方々に対してベトナムとの
交流等について周知すること
ができた。

―

①2021年10月14日(木)～17
日(日)
②2021年11月28日(土)～29
日(日)
③2022年１月14日(土)～15
日(日)
④2022年３月７日(月)～11
日(金)

①イオンスタイル東
戸塚
②首都高速道路・大
黒ＰＡ
③東名高速道路・
EXPASA海老名
④神奈川県庁新庁舎

―
重点施策
３

令和3年度実績
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

友好県省道交流会
議

相互に友好提携関係にある神奈
川県、中国・遼寧省、韓国・京
畿道の三地域の代表が一堂に会
し、共通の課題について情報を
交換し、具体的な取組などにつ
いて話し合う。

三地域共通の課題として、都
市再生を取り上げ、各地域の
取組発表や意見交換を実施し
た。

神奈川県2名、遼寧省3
名、京畿道2名

2021年10月28日
オンライン開催（遼
寧省主催）

―
重点施策
３

三県省道スポーツ
交流事業

神奈川県、中国・遼寧省、韓
国・京畿道の青少年によるス
ポーツの親善試合や交流事業実
施のため、神奈川県選手団を京
畿道に派遣する予定であった
が、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止となった。

― ― ― ― ―
重点施策
３

国際児童画展の開催

カナガワビエン
ナーレ国際児童画
展

次代を担う子どもたちの夢と創
造力を育み、絵画を通じてお互
いの生活や文化を理解し、交流
を深めるふれあいの場となるこ
とを目的として、昭和56年
（1981年）から隔年で開催して
いる（応募資格：満４歳以上15
歳以下。テーマは自由。）。

広く世界各地から作品を募集
し、また受賞作品の地球市民
かながわプラザでの展覧会や
巡回展等を行った。

①第21回カナガワビエン
ナーレ国際児童画展
2,560人
②第21回カナガワビエン
ナーレ国際児童画展巡回
展（県内11会場）4,203人

①2021年7月6日～8月22日
②2021年9月21日～2022年3
月6日

地球市民かながわプ
ラザ等

―

アーティストインレジデンス

ウ 多文化理解の推進
「あーすフェスタかながわ」など多文化理解を推進するためのイベントの実施

（再）共生共創事
業

シニア劇団やシニアダンス企画
の運営、障がい者や高齢者等が
参加する演劇の舞台公演等を含
む良質な内容の舞台公演等を実
施した。

コロナ禍という制約の中で、
動画配信の手法を活用するこ
とにより、多くの人々に自宅
にいながら文化芸術の魅力を
楽しんでいただきつつ共生社
会の理念を普及した。

4764人
再生回数：58,210回
公演回数：48回

2021年４月～2022年３月 オンライン ―
重点施策
３

あーすフェスタか
ながわ2021

多様な国籍文化や民俗の違いを
理解し、認め合うことのできる
多文化共生社会の実現をめざ
し、「あーすフェスタかながわ
2021」をオンラインで実施し
た。

新型コロナウイルス感染症の
状況を鑑み、完全オンライン
での開催とした。ZOOMウェビ
ナーを使用し、コメント機能
や投票機能を活用し参加型の
イベントとした。

延303名 2021年10月17日 オンライン

アンケートの結果、96％
の人が「たのしかった」
「まあまあたのしかっ
た」と回答している。

重点施策
３

地球市民かながわプラザ等での多文化理解を推進するための講座等の実施

地球市民かながわ
プラザ指定管理事
業
（学習センター事
業
情報・相談セン
ター事業
サポート・ネット
ワーク事業）

多文化共生の地域社会づくりに
向け、多文化理解を推進するた
め、地球市民かながわプラザに
おいて、展示学習などの学習セ
ンター事業、映像・図書資料の
収集提供や外国籍県民相談等の
情報・相談センター事業やＮＰ
Ｏ等活動支援などのサポート・
ネットワーク事業等を実施し
た。

指定管理により、子どもから
大人まで幅広い年齢層にプラ
ザの理念や趣旨を魅力的に伝
え、家族連れや友達同士で楽
しく遊べるプログラムを実施
する展示学習事業や大人も対
象とした企画展及び関連イベ
ントをバランスよく実施し、
また校外学習の受入れ等を
行った。

228,572人
2021年４月１日～2022年３
月31日

地球市民かながわプ
ラザ

アンケートの結果、
98.2％の人が「満足」
「どちらかといえば満
足」と回答している。

重点施策
３

かながわ国際交流財団との連携による留学生との交流を図る取組の推進

高等学校等多文化
理解推進事業

青少年世代が多様な文化や言語
を持つ人たちとより密接にかか
わり共生してゆくため、多文化
共生について学ぶ授業、講演会
等を実施した。

講演だけではなく、ワーク
ショップなど、より理解を深
められる手法を検討し実施し
ている。

15校（3,211名） 2021年5月～2022年1月 県内高校（15校） ―
重点施策
３

青少年国際交流セ
ミナー等開催事業
①

①多文化共生社会を担う青少年
世代に自発的、主体的な学びの
場を提供するためのセミナーを
開催した。

②日本と外国の異なる文化や多
様な価値観等を知るための参加
型セミナーを実施した。

コロナ禍でも実施可能なオン
ライン形式でフィールドワー
クを実施し、県内の文化的な
背景を伝えた。

①延54人
②延29人

①2021年12月18日、12月19
日
 
②2021年7月17日、11月20日

オンライン
―

重点施策
３

青少年国際交流セ
ミナー等開催事業
②

多文化共生社会の実現をけん引
できるリーダー的人材育成のた
め、大学生や若手社会人等を対
象に、市民による多文化共生活
動への理解を深めるためのセミ
ナーを実施した。

コロナ禍でも実施可能な「オ
ンライン」による開催とし
た。

延19人 2021年3月10日、3月19日 オンライン ―
重点施策
３

(2) 創造的活動等の推進
県立文化施設における新たな舞台芸術作品等の創造・発信

神奈川芸術劇場に
おける新たな舞台
芸術作品の創造や
新作公演の実施

新たな舞台芸術作品の創造や新
作公演を実施した。（新型コロ
ナウイルス感染症の影響に一部
の公演は中止となった。）

気鋭のアーティストを起用
し、また国内外の優れた制作
者との共同制作公演にも積極
的に取り組み、施設の特性を
生かした舞台芸術の創造・発
信を行った。

16,596人
再生回数：5,947回

通年
75公演
オンライン配信４回

KAAT神奈川芸術劇場 ―

（再）かながわ短
編演劇アワード
2022

短編演劇及び短編戯曲の全国公
募によるコンペティションを開
催した。

短編戯曲において、作品テー
マを「ともに生きる」とし
た。また、最終選考に残った
戯曲をweb公開することで、よ
り多くの方に作品に触れても
らう機会を設けた。

【応募数】
短編演劇：39団体
短編戯曲：134作品
【来場者数】
本戦：174人
ライブ視聴者数（瞬間最
多視聴者数）40人
22席飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
13人

本戦：2022年３月26日～27
日
22世紀飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
2022年１月９日

本戦：KAAT神奈川芸
術劇場
22世紀飛翔枠選抜大
会（県内高校生枠選
抜大会）：県立神奈
川総合高等学校

―

2021年度は実施しませんでした。
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

文化芸術団体や民間企業・芸術系大学との連携による先駆的で発信性の高い文化芸術の創造

（再）舞台芸術の
創作活動を通して
コミュニケーショ
ン力の向上を図る
青少年支援事業

青少年センターの青少年サポー
ト課とホール運営課が連携して
実施してきた「演劇活用青少年
支援事業」の集大成となる公演
（「寄宿生活塾 はじめ塾×東
京デスロック『Anti Human
Education V―Teens Revenge
Edit.―』」）を実施した。

― 128人
2021年7月17日、18日 全２
公演

青少年センタースタ
ジオHIKARI

各回とも満席近く観客が
入った。

重点施策
５

新進芸術家等への支援の検討

（再）第37回かな
がわ音楽コンクー
ル

神奈川県ゆかりの才能ある若手
演奏者を紹介し、オーケストラ
との共演を通じて一層の育成を
図る目的で、2021年8月22日に
入賞者を対象としたクリスタル
コンサート、10月３日に上位入
賞者によるトップコンサートを
実施した。

―

参加者数：1,173名
鑑賞者数：延べ880名
(クリスタルコンサート及
びトップコンサートの鑑
賞者数：880名)

①クリスタルコンサート：
2021年8月22日
②トップコンサート：2021
年10月３日）
コンクール全体は2021年３
月26日～10月31日

①クリスタルコン
サート：横浜市青葉
区民文化センター
「フィリアホール」
②トップコンサー
ト：神奈川県立音楽
堂

―

（再）創作環境と
劇場の未来を考
え、劇場の創造活
動の核を育ててい
く取組「カイハ
ツ」

劇場が常に考える場、豊かな発
想を生み出す場となることを目
指し、クリエーションのアイ
ディアをカイハツするプロジェ
クトとして、2021年度より開始
した。

企画・人材カイハツ、創作プ
ロセスカイハツ、戯曲カイハ
ツの３柱を設け、創作環境と
劇場の未来を考える企画とし
た。

114人
2021年９月７日～2022年３
月31日
８企画

KAAT神奈川芸術劇場

（劇場ホームページにお
いて、この取組と実施内
容について広報をおこな
う。６月現在、準備中）

(3) 文化資源の活用
ア 文化芸術事業の発信力の強化
神奈川発のコンテンツの創出

（再）共生共創事
業

シニア劇団やシニアダンス企画
の運営、障がい者や高齢者等が
参加する演劇の舞台公演等を含
む良質な内容の舞台公演等を実
施した。

コロナ禍という制約の中で、
動画配信の手法を活用するこ
とにより、多くの人々に自宅
にいながら文化芸術の魅力を
楽しんでいただきつつ共生社
会の理念を普及した。

4764人
再生回数：58,210回
公演回数：48回

2021年４月～2022年３月 オンライン

「マグカル」の全県展開

（再）マグカル推
進事業補助金

神奈川文化プログラムの核とな
る事業を実施する団体から企画
案を公募し、補助金を交付し
た。

補助の上限額を300万円から
100万円に引き下げ、より多く
の事業を採択できるようにし
た。

要望団体数：80件
助成団体数：16件
採択額：11,571千円
参加者数：11,675名
オンライン視聴者数：
3,129名

１次募集：
2021年２月15日～３月15日
募集、４月30日交付決定
２次募集：
2021年４月30日～５月21日
募集、７月20日交付決定

― ―

（再）バーチャル
開放区

県庁前日本大通りで音楽やダン
スなど自由に発表できる空間
「マグカル開放区」の開催場所
を路上からオンライン上に移し
て、文化芸術オールジャンルの
動画コンテスト「バーチャル開
放区」を実施した。

―

応募件数：572件
視聴結果
≪ＨＰ／ＰＶ数≫
808,840回
≪再生数≫　327,518回
（PV数・再生数いずれも
視聴期間：2021年７月９
日～2022年１月14日）

― インターネット上 ―

（再）神奈川文化
プログラム認証制
度

県内で実施する事業・活動につ
いて、一定の要件を満たすもの
を神奈川県文化プログラムとし
て認証した。

―
神奈川文化プログラム認
証制度：
認証件数277件

― 県内全域 ―

（再）マグカル開
放区

県庁前の日本大通りを活用し、
音楽、ダンス、大道芸等のジャ
ンルを問わず自由に発表できる
開放的な空間である「開放区」
を実施する予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の影響
により中止した。

― ― ― ― ―

舞台芸術にかかわる人材の育成

（再）プロフェッ
ショナルアーティ
スト養成事業（県
民ホール）

県民ホールで実施する公演の
オーディション等により、若手
の芸術家を養成する事業を実施
した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

219人
通年
2021年４月29日～2022年３
月13日（４回）

県民ホール本館等 ―
重点施策
５

（再）マグカルシ
アター等

主に若手の舞台芸術団体や個人
に青少年センター スタジオ
「HIKARI」及びかながわアート
ホール を公演場所として会
場・設備・備品を無料で提供し
た。

多くの文化芸術団体等の公演
の場を広げるため、公演会場
としてかながわアートホール
を新規で追加した。

6,083名 2021年４月～2022年３月
青少年センター スタ
ジオ「HIKARI」、か
ながわアートホール

個性の異なる２つの会場
を拠点としたことから、
出演団体の種別や東京所
在の団体が増えるなど、
すそ野が広がっている。

重点施策
５

（再）2021年度マ
グカル・パフォー
ミングアーツ・ア
カデミー

マグカルの核となるような、専
門的な舞台芸術人材を育成する
ため、実践的な歌・ダンス・演
技のレッスンを行う。

常任の講師に加え、特別講師
を迎えレッスンを行った。通
常とは違った内容のレッスン
を行うことで、生徒のモチ
ベーションの向上を図った。

214人

練習日数：82日（週２日
（原則、火曜日と木曜
日））
成果発表会：
2021年４月10日（公開ゲネ
プロ２公演）、11日（２公
演）
本公演：2022年３月19日～
21日に３公演実施の予定
が、出演者に新型コロナウ
イルス感染者が確認された
ため中止

県立青少年センター ―
重点施策
５

（再）青少年のた
めの芝居塾

県内の地域・歴史等を取り入れ
た演劇・ミュージカルを創作
し、公募した青少年により上演
した。

数年おきに担当劇団を替える
など、一般の青少年が参加し
やすいように考慮した。

296名 2021年５月～８月 青少年センター

演劇経験のない青少年が
参加したり、何年か連続
して参加する塾生がいる
など、芝居塾に参加する
ことの魅力が広がってい
る。

重点施策
５
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）青少年ダン
ス講習会

青少年、教員等を対象に、ダン
ス創作の基礎的理論や創作方法
の習得を目的に講習会を実施し
た。

― 63人 2021年8月10日、11日 ― ―
重点施策
５

（再）室内オペ
ラ・制作広報体験
インターン事業の
実施

室内オペラ制作と広報を軸に公
共ホールでの事業実習を含むイ
ンターンシップを実施した。

 音楽堂室内オペラ・プロジェ
クトの一環として「美術制作
ワークショップ」と「リー
ディングワークショップ」を
開催。インターンシップのプ
ログラムの一環としても活用
した。

３人 2021年9月26日～11月14日 音楽堂 ―
重点施策
５

（再）昭和音楽大
学寄付講座

昭和音楽大学と連携し、劇場職
員による講義を実施した。

音楽芸術運営学科の「芸術文
化と社会」、「芸術運営論」
の講義を実施した。

20人
2021年11月２日
2021年11月９日

昭和音楽大学 ―
重点施策
５

（再）劇場体験イ
ンターン事業

公共ホールでの文化事業の実習
として、音楽事業制作と施設運
営の両面を学び・体験する事業
を実施した。

公立文化施設における文化事
業を学ぶため、座学で学んだ
うえで、制作の現場を体験す
る内容とした。

４人
2021年11月25日～2022年１
月11日

県民ホール本館 ―
重点施策
５

（再）マグカル・
ハイスクール・演
劇フェスタ

県高校演劇発表会にて最優秀賞
等高い評価を得た作品を上演し
た。

関東大会出場に向けて、県大
会からの舞台装置の変更・見
直しなど、作品のブラッシュ
アップに向けた相談に乗っ
た。

177名 2021年12月19日
青少年センター紅葉
坂ホール

全国大会で神奈川県の出
場校が最優秀賞を受賞す
るなど、着実に実績が上
がっている。

重点施策
５

（再）かながわ短
編演劇アワード
2022

短編演劇及び短編戯曲の全国公
募によるコンペティションを開
催した。

短編戯曲において、作品テー
マを「ともに生きる」とし
た。また、最終選考に残った
戯曲をweb公開することで、よ
り多くの方に作品に触れても
らう機会を設けた。

【応募数】
短編演劇：39団体
短編戯曲：134作品
【来場者数】
本戦：174人
ライブ視聴者数（瞬間最
多視聴者数）40人
22席飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
13人

本戦：2022年３月26日～27
日
22世紀飛翔枠選抜大会（県
内高校生枠選抜大会）：
2022年１月９日

本戦：KAAT神奈川芸
術劇場
22世紀飛翔枠選抜大
会（県内高校生枠選
抜大会）：県立神奈
川総合高等学校

―
重点施策
５

（再）青少年の舞
台表現のためのス
キルアップクラス

時代に合ったより実践的な支援
内容を幅広く提供し、青少年に
よる演劇・ダンスの創造活動の
発展向上に資することを目的と
して、中高生向けの３つの先端
的なワークショッププログラム
（演出、ダンス振付、舞台美
術）を実施した。

―
①演出編31人
②ダンス編27人
③舞台美術編17人

①演出編
2022年1月10日
②ダンス編
2022年3月13日
③舞台美術編
2022年3月29日

①演出編：青少年セ
ンター　スタジオ
HIKARI
②ダンス編：県立ス
ポーツセンター
③舞台美術編：青少
年センター紅葉坂
ホール

―
重点施策
５

（再）演劇部実践
指導塾「演劇部お
助け講座」

中・高等学校の演劇部を対象
に、演劇部の底上げを図るため
の実践的な講座を実施した。

中高演劇部のニーズや演劇界
の情勢などを考慮し講師を選
定した。

79人(中学校)
22人(高等学校)

中学校：2022年1月15日、3
月24日
高等学校：2022年3月23日

県内３会場

中学校：講師による講習
や、他校との練習ができ
たことで、日頃の学内部
活動では得られないもの
があったという意見が多
かった。
高等学校：講座の内容に
ついて、参加者全員から
「とてもよい」または
「よい」と高評価を得
た。

重点施策
５

（再）
KAAT+YNU(横浜国
立大学)教育普及
講座

「芝居の大学 公開オンライン
講座 第Ⅱ期―移動型公共劇場
はいかにして可能か―」をオン
ラインにより実施した。

2021年度に新設した社会連携
ポータル事業に位置付けた。

視聴者数：70人 2022年１月25日、２月９日 ― ―
重点施策
５

（再）2021年度イ
ンターン劇場運営
(KAAT神奈川芸術
劇場)

現場での実務を通して、公立文
化施設のあり方や、事業政策・
劇場運営の基本的な業務につい
て実践的に学ぶ場を提供した。

劇場運営のインターンは、県
内巡回事業を中心としたプロ
グラムとし、KAATだけにとど
まらない新しい文化事業の在
り方を学ぶ内容とした。

５人 2022年２月６日～３月25日 KAAT神奈川芸術劇場 ―
重点施策
５

（再）大学等と連
携した人材養成プ
ログラム（県民
ホール）

東京音楽大学と連携して、学生
たちと教員が木管楽器、金管楽
器等を案内する形での人材育成
を実施した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

20人 2022年2月27日 県民ホール本館 ―
重点施策
５

（再）心技体＋創
ワークショップ

コンテンポラリーやヒップホッ
プといった比較的新しい身体表
現による創作に取り組む、学校
におけるダンス部の活動を対象
として、第一線で活躍するアー
ティストが指導を行い、青少年
が主体的にダンスに取り組む姿
勢や、グループでの創作のため
の基礎を実践的に学ぶ機会を提
供し、ダンスと向き合う上での
心技体の基礎を学ぶもの。

― 25人 2022年3月20日
青少年センター練習
室

　アンケートの結果は、
大変良かった96％、良
かった４％で、受講者の
満足度も高く、大きな影
響を与えたものと思われ
る。

重点施策
５

（再）県立高校に
おける舞台芸術に
関する学科の新設
と支援

県立高校改革実施計画（Ⅱ期）
に基づき、県立神奈川総合高校
に舞台芸術科を設置。2021年４
月に一期生が入学した。

アドバイザリーボードを設置
し、神奈川総合高等学校舞台
芸術科の取組について継続的
に支援を受ける仕組みを構築
し、第１回目となる協議会を
開催した。

協議会構成アドバイザ
リーボード構成員３名、
神奈川総合高等学校４
名、高校教育課３名、計
10名

2022年3月25日 神奈川総合高等学校
神奈川総合高校多目的
ホール改修工事請負契約
締結

重点施策
５

（再）全国高等学
校日本大通りスト
リートダンスバト
ル

新型コロナウイルス感染症の影
響により中止。

― ― ― ― ―
重点施策
５
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

文化プログラムの展開とレガシーづくり

伊勢原聖火リレー
盛り上げ独自イベ
ント事業

大山詣りの伝統的な文化である
「布招き」を、聖火を歓迎する
五輪特別仕様にデザインしたも
ので装飾演出を行う。

市民及び来訪者に広くアピー
ルするため、聖火リレーの
ルートである大山こま参道と
市の 玄関口である伊勢原駅構
内に装飾演出を行った。

市内小学生5000名 2021年６月21日～７月30日
伊勢原駅構内及び大
山こま参道

―
重点施策
４

（再）東京
2020NIPPONフェス
ティバル
「静、愛と死」～
能とオペラの融合
による創作舞台～

日本の伝統芸能と西洋の伝統文
化を融合させた公演を東京2020
大会公式文化プログラムとして
大会組織委員会との共催で実施
した。

トークショーや解説の挿入に
よる分かりやすさの追求、ま
た、無観客配信であったもの
の撮影手法の工夫による公演
の雰囲気の再現を行った。

視聴回数
4,669回

2021年８月７日ライブ配信
アーカイブ配信も実施

県立県民ホール ―
重点施策
４

（再）東京2020
NIPPONフェスティ
バル「カガヤク
ミライ　ガ　ミエ
ル　カナガワ
2021　Our
Glorious Future
～KANAGAWA 2021
～」

「共生社会の実現に向けて」を
テーマに東京2020大会公式文化
プログラムを大会組織委員会と
もに主催した。

無観客配信となったが、作品
の説明、ドローン撮影、ＡＲ
作品等を用いて質の高い映像
作品とした。

視聴回数
20,781回

2021年８月11日から15日を
中心に撮影
８月16日以降順次配信

横浜市西区紅葉ケ丘
文化ゾーン（県立音
楽堂、県立青少年セ
ンターほ
か）、県立県民ホー
ル

―
重点施策
４

武道祭
世界が認める文化のひとつであ
る「武道」を発信する。

新型コロナウィルス感染拡大
防止の観点から、集客は行わ
ず、関係者のみによる演武と
文化パフォーマンスを実施
し、動画配信した。

参加者数278名
生配信視聴者数 1,549名
アーカイブ視聴者数
3,242名

2021年9月4日 横浜武道館 ―
重点施策
４

真鶴町 謎解きさ
んぽ -石の彫刻を
巡る旅-

町の名産・本小松石を使った彫
刻をテーマにした謎解きイベン
トを開催する。

個人のスマートフォンを使っ
てイベントに参加できる形態
を取った。

参加アカウント数：252件 2021年11月1日～12月20日 真鶴町内 ―
重点施策
４

イ 文化資源を活用した地域の活性化
相模湾沿岸地域一体に残る邸宅・定演や歴史的建造物を保全・活用した地域づくりの推進

湘南邸園文化祭
2021

9月～12月にかけて相模湾沿岸
の13市町の邸園等において、25
の市民団体等により47のイベン
トを実施した。

― 延べ約9,300人 2021年9月5日～12月12日
相模湾沿岸地域一帯
の邸宅・邸園等

―

県西地域の豊かな自然環境や歴史的・文化的遺産などを活用した箱根ジオパーク等の取組の推進

箱根ジオパーク推
進協議会事業

・防災講演会の開催
・ＰＲイベントの実施
・ガイド養成講座の開催実施
・サポーター講座の開催
・ジオツアーの実施
・小中学校等での教育活動
・ジオパーク特産品の開発
・サインの整備
・フォトコンテスト作品展の開
催

・サイン整備事業において、
多言語版ページを作成した。
・ガイド養成講座においてコ
ロナ禍により研修会を開催で
きないため、動画作成としHP
およびDVDで配付した。
・ジオツアーはオンラインで
実施した。

・サポーター講座（第一
回：11名　第二回：9名
第三回：15名）
・ジオツアー（山編：21
名　海編：27名）
・小中学校での教育活動
（27名）

通年 通年 ―

「鎌倉」の世界文化遺産登録の推進

「鎌倉」の世界文
化遺産登録の推進

世界遺産登録を目指す｢鎌倉｣の
構成資産について、適切な保存
管理と積極的な公開活用を図る
ため、県費補助金による助成を
行った。なお例年実施している
「鎌倉」世界遺産に係る文化財
保護ポスター事業については、
新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により実施できなかっ
た。

― ― ― ― ―

「日本遺産」の新たな認定の推進と活用による地域活性化

「日本遺産」に関
する情報提供及び
支援

「日本遺産」の新規認定申請に
ついて、県内市町村等に周知を
行った。また、既認定の「日本
遺産」について、文化庁補助金
の周知や助言を通じ、市町村や
地元協議会による地域活性化の
取組を支援した。

― ― ― ―

「日本遺産」の「候補地
域」の募集について、県
内市町村等に周知を行っ
た。また、既認定の「日
本遺産」について、文化
庁補助金の周知や助言を
通じ、市町村や地元協議
会による地域活性化の取
組を支援した。

地域に伝承されてきた文化等の発掘・発信・体験の促進

（再）県立歴史博
物館における特別
展の実施

特別展「錦絵にみる明治時
代」、「十王図」、「早雲
寺」、コレクション展「運動の
すすめ」、「赤星直忠と神奈川
県立博物館」、「帰源院文書か
らみた戦国時代」を実施した。

「ポケット学芸員」を活用し
た音声・文字による展示ガイ
ドを行った。また、関連事業
として講演会や展示解説を積
極的に行った。

特別展「錦絵にみる明治
時代」4,122人、「十王
図」2,863人、「早雲寺」
7,154人

特別展「錦絵にみる明治時
代」2021年4月29日～6月20
日、「十王図」2021年7月17
日～8月29日、「早雲寺」
2021年10月16日～12月5日、
コレクション展「運動のす
すめ」2021年6月26日～9月
12日、「赤星直忠と神奈川
県立博物館」2022年1月8日
～2月27日、「帰源院文書か
らみた戦国時代」2022年3月
5日～4月10日

県立歴史博物館 ―
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）民俗芸能調
査事業費

「吉浜の鹿島踊」を初めとし
て、県内に所在する「鹿島踊」
について、現状等の記録保存を
行うことにより、県内の民俗芸
能の保存・継承の基礎資料とす
るとともに、調査において当該
芸能の特色を明らかにする。新
型コロナウイルス感染症の影響
により、３か年調査を４か年に
変更し、2021年度末に調査報告
書を刊行した。

調査員による現地調査及び関
連文献の調査

調査員13人ほか

現地調査2021年6月27日ほか
２回等
調査報告書刊行2022年3月24
日

真鶴町真鶴、湯河原
町門川ほか

―

（再）日本舞踊に
学ぶ’和’の作法

小・中学生を対象に、着物の着
方の練習、日本舞踊等を体験す
るワークショップを行った。新
型コロナウイルス感染症拡大防
止のため一部のワークショップ
は中止となった。

多数の応募があったことか
ら、午前・午後の２部制に変
更し、より多くの方に参加し
てもらった。

41人 2021年７月22～23日 横須賀市文化会館

ワークショップの総合的
な満足度を聞いたアン
ケートの結果、27名（回
答者数）から「とても満
足・やや満足」との回答
があった。

（再）相模人形芝
居学校交流ワーク
ショップ

高等学校等において、伝統芸能
への関心を喚起し、団体の活動
の紹介や上演等を行うワーク
ショップを行った。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、一部のワークショップは中
止となった。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

160人 2021年12月11日 平塚中等教育学校 ―

（再）「カナガワ
リ・古典プロジェ
クトin 小田原」

小田原市を中心とした県西地域
を舞台に、県内の古典芸能や各
地の貴重な伝統文化の魅力・価
値を再発見し、将来にわたり継
承していこうという機運につな
げていくことを目指し、民俗芸
能団体の演目等の公演を実施。
その映像や練習風景等の映像を
配信した。

民俗芸能団体の若年層を中心
としたインタビューを取り入
れる等民俗芸能の次世代への
継承に焦点を当て、公演の実
施や映像制作を行った。

来場者数：1,443名
映像総再生数：20,549回

ホール公演：2022年１月23
日

映像配信：2021年12月24日
から随時配信

小田原三の丸ホール
（小田原市民ホー
ル）

民俗芸能団体の演目や練
習風景の映像などを制作
したことにより、アーカ
イブの要素として後世に
残すための取組を実施す
ることができた。

（再）かながわ伝
統文化こども歳時
記

子どもとその保護者の方を対象
に、伝統芸能のみならず、年中
行事やお祭り、昔話や伝承遊び
といった、生活に密着した地域
の伝統文化が持つ魅力を、多彩
なプログラムを通して紹介し
た。

主体となる伝統芸能の鑑賞に
加え、祭礼や民話、昔遊びと
いった地域の伝統文化全体に
間口を広げることで、その体
験プログラムも組み合わせた
内容とすることで、子どもや
親子３世代が気軽に来場し、
事業の参加を通じたコミュニ
ケーションを図る工夫を行っ
た。

【第１部】247人、【第２
部】185人、【体験コー
ナー】220人

2022年2月11日
青少年センター紅葉
坂ホール・ホワイエ

コロナ禍にもかかわら
ず、募集定員の２倍以上
となる1,084名もの観覧申
込があった。

（再）能楽ワーク
ショップ

小学生とその保護者を対象に、
謡曲・楽器の体験や能の鑑賞の
ワークショップを行った。

マスク着用、手指消毒及び換
気の徹底等、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策に留
意した。

26人 2022年3月21日
県立青少年センター
練習室

―

（再）かながわの
太鼓

神奈川県太鼓連合加盟団体が一
堂に会し、県外の団体も参加し
て創作太鼓演奏を披露する予定
であったが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止と
なった。

― ― ― ― ―

県立文化施設の地域の賑わい創出等への活用

前川建築見学ツ
アー

ボランティアグループbridgeと
協働し、音楽堂の見学ツアーを
定期的に実施した。

主催公演とあわせた開催とす
ることや、フルコース、無料
のショートコースを設けるな
ど参加しやすい形式を取り入
れた。

291人
2021年５月１日、７月31
日、11月27日、2022年３月
20日

音楽堂 ―

音楽堂、県立青少
年センター、県立
図書館、横浜能楽
堂、横浜市民ギャ
ラリーの５館の連
携事業

2020年度に「紅葉ケ丘公立文化
施設５館連携会議」を設立し、
五館合同イベントを開催した。

「紅葉ケ丘まいらんさんぽ
マップ」の紹介に使えるチラ
シ、クリアファイルを５館共
同で製作した。

100人（音楽堂コーナー参
加者数）

2022年1月23日
音楽堂、横浜能楽堂
（2会場）

年間をとおして「紅葉ケ
丘まいらん」公式SNS等で
連携して5館及び地域の魅
力を発信した。

ホームページ等による、県内の伝統的な行事や祭りの開催など文化資源に関する地域情報の発信

観光かながわＮＯ
Ｗ情報発信事業

ホームページ等による、県内の
伝統的な行事や祭りの開催など
文化資源に関する地域情報の発
信した。

美術館等の位置を分かりやす
く示した観光マップ（クリッ
カブル）を掲載する。
トップページにて、イベント
情報を発信する他、文化芸術
イベントの公演情報等の詳細
を発信する「マグカル・ドッ
ト・ネット」と「観光かなが
わＮＯＷをリンクさせる。

―
通年

― ―

無形民俗文化財及
び民俗行事等の情
報提供

神奈川県の無形民俗文化財及び
民俗行事等の催行日時の掲載を
行った。

― ページビュー数：5,182件 ― ―
「民俗芸能記録保存調査
（鹿島踊り）」の調査を
行うことができた。
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

地域の産品の普及、伝統的工芸品の製品フェア開催など文化資源の普及、育成

関東ブロック伝統
的工芸品展2021

関東甲信越静地区の伝統的工芸
品展に伝統的工芸品産業（産
地）従事者が出展するための支
援を行った。

県のより多くの伝統的工芸品
（箱根寄木細工、小田原漆
器、鎌倉彫　計３品）を周知
するため、産地組合を通じ、
各産地すべてに参加を促し
た。

来場者数：6,500人 2021年10月23日、24日
東京国際フォーラム
（ロビーギャラリー
２）

―

伝統的工芸品展Ｗ
ＡＺＡ2022

大消費地での全国伝統的工芸品
展に伝統的工芸品産業（産地）
従事者が出展するための支援を
行った。

県のより多くの伝統的工芸品
（箱根寄木細工、小田原漆
器、鎌倉彫　計３品）を周知
するため、産地組合を通じ、
各産地すべてに参加を促し
た。

来場者数：100,470人
2022年２月17日から23日ま
で

東武百貨店池袋店 ―

フィルムコミッション活動支援事業の推進

フィルムコミッ
ション活動支援事
業

神奈川ロケーションサポートデ
スクの設置（制作会社からの問
合せに対して、お薦めロケ地の
PRや、フィルムコミッションの
紹介、市町村との調整などの機
能を担う。）

公益社団法人神奈川県観光協
会の実施する各種観光プロ
モーション事業と効果的かつ
一体的に実施するため、2018
年４月から同協会に神奈川ロ
ケーションサポートデスク事
業を移管。

神奈川ロケーションサ
ポートデスクへの問い合
わせ件数…235件
４月…17件
５月…30件
６月…21件
７月…17件
８月…16件
９月…26件
10月…22件
11月…24件
12月…7件
１月…23件
２月…21件
３月…11件

通年 （公社）神奈川県観
光協会

―

各市町村における文化活動の情報交換・連携

神奈川県オリパラ
文化プログラム推
進協議会

文化芸術を求めて人々が集う神
奈川を目指し、神奈川の文化プ
ログラムを推進するため、県内
市町村と連携しながら取り組む
ことを目的とした会議を開催す
るもの。

県からの一方的な発信になら
ないよう、参加した全市町村
からそれぞれの文化政策につ
いて発言をしていただき、情
報共有を行っている。

90名 2021年7月20日 書面開催 ―
重点施策
５

(4) 景観の形成
「神奈川景観づくり基本方針」に基づく魅力ある景観づくりの推進

景観計画策定等に
係る意見交換会

神奈川景観づくり基本方針で
は、景観づくりを推進する上で
市町村の役割の重要性から「全
ての市町村が景観行政団体とな
るよう支援する」旨を定めてお
り、未移行団体の町と意見交換
を実施した。

― 7町1村 2022年3月17日～3月24日 WEB開催（ZOOM) ―

文化財保護法に基づく重要文化的景観の選定に係る検討

文化財保護法に基
づく重要文化的景
観の選定に係る検
討

文化庁や全国文化的景観地区連
絡協議会による研修や普及啓発
について県の関係部局及び県内
市町村に周知した。

― ― ― ―

文化庁や全国文化的景観
地区連絡協議会による研
修や普及啓発について県
の関係部局及び県内市町
村に周知した。

52



Ⅴ　施策事業の実施状況

３　文化芸術の振興を図るための環境整備
重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

県立学校施設開放
事業

県立学校の図書室・音楽室など
の学習施設や、グラウンド・体
育館などの体育施設を県民の学
習・文化活動やスポーツ活動の
場として提供した。

地域住民が利用しやすいよ
う、土曜日又は日曜日のいず
れか半日以上を原則開放日と
して設定している。

学習施設：開放校数23
校、利用人数840人
体育施設：開放校数150
校、利用人数103,048人

通年 各県立学校 ―

（再）マグカル開
放区

県庁前の日本大通りを活用し、
音楽、ダンス、大道芸等のジャ
ンルを問わず自由に発表できる
開放的な空間である「開放区」
を実施する予定であったが、新
型コロナウイルス感染症の影響
により中止した。

― ― ― ― ―

神奈川近代文学館
の整備・修繕

施設の円滑な運営及び利用者の
利便に供するための修繕・工事
等を実施した。

施設の利用に支障を来たすこ
となく、適切な時期に工事を
実施することができた。

― 通年 神奈川近代文学館
乗用エレベータ、空調関
連設備、通信設備などの
修繕・工事を実施した。

重点施策
５

県民ホール本館の
整備・修繕

施設の円滑な運営及び利用者の
利便に供するための修繕・工事
等

施設の利用に支障を来すこと
なく、適切な時期に工事を実
施することができた。

― 通年 県民ホール本館
非常放送設備改修工事な
ど、33件の修繕・工事を
実施した。

重点施策
５

KAAT神奈川芸術劇
場の整備・修繕

施設の円滑な運営及び利用者の
利便に供するための修繕・工事
等

施設の利用に支障を来すこと
なく、適切な時期に工事を実
施することができた。

― 通年 KAAT神奈川芸術劇場
ホール吊物機構改修工事
など、40件の修繕・工事
を実施した。

重点施策
５

県立音楽堂の整
備・修繕

施設の円滑な運営及び利用者の
利便に供するための修繕・工事
等

施設の利用に支障を来すこと
なく、適切な時期に工事を実
施することができた。

― 通年 音楽堂
外壁漏水対策工事など、
13件の修繕・工事を実施
した。

重点施策
５

青少年センター
ホール天井等改修
工事

青少年センターホール天井等の
改修工事に係る契約手続きを
行った。
また、舞台用エレベーターの改
修工事に係る実施設計を行っ
た。

― ―

(天井工事、人用エレベー
ター工事の契約期間）
2022年２月７日
～2023年１月４日
（舞台用エレベーター実施
設計契約期間）
2021年６月４日～2022年２
月18日

― ―
重点施策
５

（再）プロフェッ
ショナルアーティ
スト養成事業（県
民ホール）

県民ホールで実施する公演の
オーディション等により、若手
の芸術家を養成する事業を実施
した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

219人
通年
2021年４月29日～2022年３
月13日（４回）

県民ホール本館等 ―
重点施策
５

（再）2021年度マ
グカル・パフォー
ミングアーツ・ア
カデミー

マグカルの核となるような、専
門的な舞台芸術人材を育成する
ため、実践的な歌・ダンス・演
技のレッスンを行った。

常任の講師に加え、特別講師
を迎えレッスンを行った。通
常とは違った内容のレッスン
を行うことで、生徒のモチ
ベーションの向上を図った。

214人

練習日数：82日（週２日
（原則、火曜日と木曜
日））
成果発表会：
2021年４月10日（公開ゲネ
プロ２公演）、11日（２公
演）
本公演：2022年３月19日～
21日に３公演実施の予定
が、出演者に新型コロナウ
イルス感染者が確認された
ため中止

県立青少年センター ―
重点施策
５

（再）青少年ダン
ス講習会

青少年、教員等を対象に、ダン
ス創作の基礎的理論や創作方法
の習得を目的に講習会を実施し
た。

― 63人 2021年8月10日、11日 ― ―
重点施策
５

（再）中･高等学
校演劇講習会

中・高等学校の生徒と教員を対
象に、学校演劇における基礎的
理論と実技を習得し、演劇発表
に活用することを目的に、演
出、演技、舞台技術、照明、音
響等に係る総合的な創造方法を
学習する機会を提供した。

―

中学生：20人（教員の
み）
高校生：363人

中学校：2021年9月19日

高等学校：2021年7月30日、
31日

青少年センター ―
重点施策
５

（再）室内オペ
ラ・制作広報体験
インターン事業の
実施

室内オペラ制作と広報を軸に公
共ホールでの事業実習を含むイ
ンターンシップを実施した。

 音楽堂室内オペラ・プロジェ
クトの一環として「美術制作
ワークショップ」と「リー
ディングワークショップ」を
開催。インターンシップのプ
ログラムの一環としても活用
した。

３人 2021年9月26日～11月14日 音楽堂 ―
重点施策
５

（再）劇場体験イ
ンターン事業

公共ホールでの文化事業の実習
として、音楽事業制作と施設運
営の両面を学び・体験する事業
を実施した。

公立文化施設における文化事
業を学ぶため、座学で学んだ
うえで、制作の現場を体験す
る内容とした。

４人
2021年11月25日～2022年１
月11日

県民ホール本館 ―
重点施策
５

（再）青少年の舞
台表現のためのス
キルアップクラス

時代に合ったより実践的な支援
内容を幅広く提供し、青少年に
よる演劇・ダンスの創造活動の
発展向上に資することを目的と
して、中高生向けの３つの先端
的なワークショッププログラム
（演出、ダンス振付、舞台美
術）を実施した。

―
①演出編31人
②ダンス編27人
③舞台美術編17人

①演出編
2022年1月10日
②ダンス編
2022年3月13日
③舞台美術編
2022年3月29日

①演出編：青少年セ
ンター　スタジオ
HIKARI
②ダンス編：県立ス
ポーツセンター
③舞台美術編：青少
年センター紅葉坂
ホール

―
重点施策
５

令和3年度実績

(1) 学校施設、公共的施設の活用等
学校施設、公共的施設の文化芸術活動の練習、稽古、発表の場としての活用

(2) 県立文化施設の充実
ア 県立文化施設の機能の充実
県立文化施設の計画的な維持・保全・拡充

施設の機能としての人材育成
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）
KAAT+YNU(横浜国
立大学)教育普及
講座

「芝居の大学 公開オンライン
講座 第Ⅱ期―移動型公共劇場
はいかにして可能か―」をオン
ラインにより実施した。

2021年度に新設した社会連携
ポータル事業に位置付けた。

視聴者数：70人 2022年１月25日、２月９日 ― ―
重点施策
５

（再）2021年度イ
ンターン劇場運営
(KAAT神奈川芸術
劇場)

現場での実務を通して、公立文
化施設のあり方や、事業政策・
劇場運営の基本的な業務につい
て実践的に学ぶ場を提供した。

劇場運営のインターンは、県
内巡回事業を中心としたプロ
グラムとし、KAATだけにとど
まらない新しい文化事業の在
り方を学ぶ内容とした。

５人 2022年２月６日～３月25日 KAAT神奈川芸術劇場 ―
重点施策
５

（再）大学等と連
携した人材養成プ
ログラム（県民
ホール）

東京音楽大学と連携して、学生
たちと教員が木管楽器、金管楽
器等を案内する形での人材育成
を実施した。

主にホールで実施する公演事
業のリハーサルや上演の機会
を活用して劇場ならではの人
材育成プログラムを実施し
た。

20人 2022年2月27日 県民ホール本館 ―
重点施策
５

（再）心技体＋創
ワークショップ

コンテンポラリーやヒップホッ
プといった比較的新しい身体表
現による創作に取り組む、学校
におけるダンス部の活動を対象
として、第一線で活躍するアー
ティストが指導を行い、青少年
が主体的にダンスに取り組む姿
勢や、グループでの創作のため
の基礎を実践的に学ぶ機会を提
供し、ダンスと向き合う上での
心技体の基礎を学ぶもの。

― 25人 2022年3月20日
青少年センター練習
室

　アンケートの結果は、
大変良かった96％、良
かった４％で、受講者の
満足度も高く、大きな影
響を与えたものと思われ
る。

重点施策
５

利用者満足度調査
来館者・貸館利用者・ホーム
ページ閲覧者等を対象に満足度
調査を実施した。

調査回答数を増加させるため
に、実施期間を１カ月程度か
ら２カ月程度に拡大した。

―
2021年12月１日～2022年１
月31日

― ―

神奈川県立県民
ホール及び音楽堂
指定管理業務実績
評価委員会

３館一体による効率的な運営が
行われているか、チェックする
ため、公募委員を含む６名によ
り指定管理者が行う自主事業公
演のモニタリングを行い、その
内容について年１回会議を開催
した。

前年度の実施状況を踏まえ、
委員とのやり取りを２回に増
やし、より委員の意見が反映
できる形とした。

―
2021年10月１日～12月２日
モニタリング：10公演（の
べ32回）

新型コロナウイルス
感染症拡大の影響に
より書面会議とした

―

行政によるモニタ
リング（月報、事
業報告書、モニタ
リング結果報告、
指定管理業務総括
調書）

指定管理者に対して、県の行政
管理課が定める「指定管理者制
度の運用に関する指針」等に基
づくモニタリングを実施した。

― ―
月例報告書の確認：毎月
モニタリング結果報告書作
成：年1回

― ―

（再）観光かなが
わＮＯＷ情報発信
事業

ホームページ等による、県内の
伝統的な行事や祭りの開催など
文化資源に関する地域情報を発
信した。

美術館等の位置を分かりやす
く示した観光マップ（クリッ
カブル）を掲載する。
トップページにて、イベント
情報を発信する他、文化芸術
イベントの公演情報等の詳細
を発信する「マグカル・ドッ
ト・ネット」と「観光かなが
わＮＯＷをリンクさせる。

―
通年

― ―
重点施策
５

外国語観光情報
ウェブサイト多言
語化・運用管理等
業務

外国語観光情報ウェブサイト
「Tokyo Day Trip ―Kanagawa
Travel Info―」から、文化課
の「Magcul.net」にリンクを設
置している。

「Tokyo Day Trip」と
「Magcul.net」の双方が多言
語化されているため、言語別
にリンク先のＵＲＬを切り替
えている。

― 通年 ― ―
重点施策
５

（再）マグカル・
ドット・ネット

県の文化芸術ポータルサイト
「マグカル・ドット・ネット」
において、県内の演劇・ダン
ス・音楽・映像など、各種イベ
ント情報をリアルタイムで発信
するほか、文化芸術に関する記
事を作成した。
併せて、ツイッター等のSNSに
おいても情報発信を行った。
また、外国人向け特集記事を作
成し、ネイティブによる多言語
翻訳を行うとともに、国内外向
けのインターネット広告を通年
で展開した。

読み物として楽しめる特集や
コラムの作成を行い、内容の
充実を図った。

2021年度
PV（ページビュー）数
414,764

通年 インターネット上 ―
重点施策
５

（再）県立近代文
学館におけるホー
ムページ、SNSの
活用

SNSの積極的な活用やコミック
とのコラボレーションにより
ホームページ利用のアクセス数
を高く維持し、広く広報周知活
動を行った。

展覧会紹介、資料紹介等に加
え、誕生日命日などにもSNSで
発信するなど、日々新しい話
題を提供している。

ホームページアクセス数
(公式noteを含む)：
192,549件
上記のうち、蔵書検索ア
クセス数：53,447件
動画コンテンツ視聴数：
計7,066件

通年
神奈川近代文学館
ホームページ及びSNS

講演会の音声公開など新
たにコンテンツを公開し
た。

重点施策
５

（再）県立金沢文
庫における情報提
供の実施

金沢文庫で開催する展覧会や講
座などのイベントについて、金
沢文庫HPやTwitterで広報をお
こなった。

展覧会の目玉となる作品や金
沢文庫が管理する国宝「金沢
文庫文書」の作品紹介を定期
的にTwitterで紹介し、展覧会
や金沢文庫の保管する資料の
魅力を伝えるよう発信した。

HP閲覧件数：320,239件
Twitter発信件数：287件

― ― ―
重点施策
５

（再）県立近代美
術館における情報
提供の実施

プレスリリースを報道関係者に
メールで配信した。
また、Twitter上で美術館の
日々の活動を発信した。

各々の電子媒体によって、対
象に合わせた内容を発信し
た。

プレスリリースのメール
配信数：７回
Twitter発信数：414回

― ― ―
重点施策
５

施設運営会議等による施設運営や実施事業の点検・検証

施設運営全般についてのモニタリングの実施

(3) 情報通信技術の活用
ア 情報の発信
ホームページ、ＳＮＳ、ポータルサイト、電子メールを活用した文化芸術情報の提供の強化

施設利用者を対象としたアンケート調査の実施
イ 運営方法の点検等
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

（再）県立歴史博
物館における情報
提供の実施

HP（Twitter含む）を活用した
情報提供や刊行物、マスメディ
ア（紙･電波媒体、ネット）に
よる情報発信を行った。

新聞等のマスメディアへの露
出機会を増やすために、きめ
細やかな情報提供に努めた。
また、新型コロナウイルス感
染症感染拡大に伴い、外出自
粛が続く中、「おうちでかな
がわけんぱく」等のオンライ
ンでの情報発信に努めた。

653件
【内訳】
・HP（Twitter含む）：
401件
・特別展等チラシ・ポス
ター：12件
その他：236件（新聞：
101、雑誌：15、テレビ：
7、ラジオ：6、WEB：98、
その他：9）
・催し物のご案内：1件
・博物館だより：3件

― ― ―
重点施策
５

県立金沢文庫にお
ける「国宝　金沢
文庫文書データ
ベース」の公開

金沢文庫が管理する国宝「金沢
文庫文書」の画像を、PCやス
マートフォンで検索・閲覧でき
るデータベースを公開した。

古文書の表と裏の両面を高精
細画像で公開し、画像どおり
の行取りで活字化した本文を
表示した。

アクセス件数：51,083件 ― ― ―

施設予約システム
の運用

公共施設利用予約の共同運営を
実現するための神奈川電子自治
体共同運営サービスを県と市町
村が共同して提供する。

原則24時間どこからでもイン
ターネットを通じて、県内公
共施設の空き状況の照会や予
約申込を行えるようにするこ
とで、県民の利便性を向上さ
せるとともに、職員側の施設
予約管理に関する事務処理の
効率化を図る。

2021年度利用件数
　1,075,807件（県のみ）

（内訳）
・抽選申込数
　909,595件
　内希望調整申込件数
　 　4,495件
・予約申込数
   166,212件

通年 ― ―

県立近代文学館に
おける所蔵資料の
データベース化

所蔵資料（図書、雑誌、特別資
料）のデータベース化は、利用
者の利便性向上のために重要で
あることから、当年度もイン
ターネット公開を進めた。

独自の入力項目等により、近
代文学の専門館としてのデー
タ水準を維持している。

特別資料検索利用登録
者：125人(累計2,506人)

通年 神奈川近代文学館

本年度の図書、雑誌、特
別資料を合わせた電算化
入力件数は19,920冊
（件）となり、累計は
1,266,194冊（件）となっ
た。
特別資料（原稿、自筆資
料、書簡など）に関して
は、新たに8,079件のデー
タがインターネットで検
索可能となった。

県立近代美術館に
おける収蔵資料等
のアーカイブ事業

開館以来の活動により蓄積され
た貴重な記録資料の整理・保存
並びに提供ができる環境を整備
した。

アーカイブ化した資料はイン
ターネット上で公開を行って
いる。

公開件数：1,546件 ― ― ―

県立歴史博物館に
おける博物館情報
システムデータ整
備

収蔵資料のデータベース化を推
進した。

― 登録件数：8,927件 ― ― ―

（再）外国語観光
情報ウェブサイト
多言語化・運用管
理等業務

外国語観光情報ウェブサイト
「Tokyo Day Trip ―Kanagawa
Travel Info―」から、文化課
の「Magcul.net」にリンクを設
置している。

「Tokyo Day Trip」と
「Magcul.net」の双方が多言
語化されているため、言語別
にリンク先のＵＲＬを切り替
えている。

― 通年 ― ―
重点施策
４、５

（再）イベントカ
レンダー

県内の文化イベント情報をカレ
ンダー形式で掲載する日英併記
の情報誌「イベントカレン
ダー」を作成した。

毎号特集ページを設け、県事
業のPRを行った。

発行部数
340,000部

年４回発行
６～８月号
９～11月号
12～２月号
３～５月号

県内、都内の文化施
設、駅、劇場、ホテ
ル等で配布

―
重点施策
４、５

外国籍県民情報提
供推進事業

①多言語情報紙「こんにちは神
奈川」の作成
②多言語による県民情報提供

記事や発行趣旨に合ったイラ
ストを盛り込み、より適切な
表現になるよう多言語の翻訳
チェックを行い、外国籍県民
等が手に取りやすい紙面の作
成をしている。

６言語（日本語併記）
１回当たり20,300部発行
Ａ４版４ページ。

①８月、11月、３月の年３
回の発行

②年間随時

①県機関、市町村、
都道府県、国際関係
協会・センター、医
療機関等約800箇所

②ホームページ上

―
重点施策
４、５

（再）東京
2020NIPPONフェス
ティバル
「静、愛と死」～
能とオペラの融合
による創作舞台～

日本の伝統芸能と西洋の伝統文
化を融合させた公演を東京2020
大会公式文化プログラムとして
大会組織委員会との共催で実施
した。

トークショーや解説の挿入に
よる分かりやすさの追求、ま
た、無観客配信であったもの
の撮影手法の工夫による公演
の雰囲気の再現を行った。

視聴回数
4,669回

2021年８月７日ライブ配信
アーカイブ配信も実施

県立県民ホール ―
重点施策
４、５

（再）東京2020
NIPPONフェスティ
バル「カガヤク
ミライ　ガ　ミエ
ル　カナガワ
2021　Our
Glorious Future
～KANAGAWA 2021
～」

「共生社会の実現に向けて」を
テーマに東京2020大会公式文化
プログラムを大会組織委員会と
もに主催した。

無観客配信となったが、作品
の説明、ドローン撮影、ＡＲ
作品等を用いて質の高い映像
作品とした。

視聴回数
20,781回

2021年８月11日から15日を
中心に撮影
８月16日以降順次配信

横浜市西区紅葉ケ丘
文化ゾーン（県立音
楽堂、県立青少年セ
ンターほ
か）、県立県民ホー
ル

―
重点施策
４、５

かながわキンタロ
ウ寄附金（ふるさ
と納税）

県のふるさと納税及びかながわ
キンタロウブックキフの寄附メ
ニューに文化事業のメニューと
して「あらゆる人が文化芸術に
触れ笑顔になれる社会を！」を
掲載し、寄附を募った。

― 130人、２団体 通年 ― 寄附総額　8,263,365円

(4) 文化芸術活動に対する支援の促進
寄附税制等に関する周知

多言語による情報提供

保存資料等の検索・閲覧等に関する情報通信技術の活用

イ 利便性の向上
施設利用予約システムの運用

ウ 文化芸術にかかわる資料、作品、情報等の保存
県立文化施設における収蔵資料等のデジタル化、データベース化の推進

エ 東京2020大会を契機とした取組
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Ⅴ　施策事業の実施状況

重点施策
の該当

事業名 事業の内容 工夫点 参加者数 実施日 実施場所 その他の実績 重点施策

令和3年度実績

神奈川芸術文化財
団への寄附の促進

神奈川芸術文化財団ＨＰに掲載
するほか、賛助会員やその他法
人・団体への寄付依頼時にパン
フレットにて周知した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、寄付件数・
総額に多大な影響があった
が、主催事業の中止時等にお
いては、チケット料金を払い
戻さずに寄付していただく制
度の活用を進め、多くの個人
の方から支援をいただいた。

賛助会員数
法人：38社
個人：15名

通年 ―

個別協賛：４件
その他寄付：２件
広告協力：２社
チケット買入協賛：１社
チケット料金払い戻し時
における寄付：16件

神奈川近代文学館
への寄附の促進

神奈川近代文学館「友の会」
は、近代文学館を積極的に利用
していただく方に向けて、入館
料無料、行事や刊行物の会員価
格割引、会員限定行事の開催な
ど、さまざまな事業を行った。

― 会員数：848人 ― ―
会員数は新型コロナウイ
ルス感染症に伴う休館等
の影響で減少した。

神奈川近代文学館
への寄附の促進

「神奈川近代文学館を支援する
会」は、法人、団体、事業主ま
たは個人を対象に近代文学館の
広報や支援に協力いただくとと
もに寄付による税額控除を行っ
ている。

― 会員数：105人(127口) ― ―

会員による支援に
よって、近代文学館
の事業が充実すると
ともに、広報活動を
幅広く行うことがで
きた。

（再）マグカル・
ドット・ネット

県の文化芸術ポータルサイト
「マグカル・ドット・ネット」
において、県内の演劇・ダン
ス・音楽・映像など、各種イベ
ント情報をリアルタイムで発信
するほか、文化芸術に関する記
事を作成した。
併せて、ツイッター等のSNSに
おいても情報発信を行った。
また、外国人向け特集記事を作
成し、ネイティブによる多言語
翻訳を行うとともに、国内外向
けのインターネット広告を通年
で展開した。

読み物として楽しめる特集や
コラムの作成を行い、内容の
充実を図った。

2021年度
PV（ページビュー）数
414,764

通年 インターネット上 ―

企業メセナ協議会
のの相談窓口

「助成認定制度」の相談窓口と
して周知や積極的な活用を促進
した。

県民ホールの入り口でのプ
レートを設置やパンフレット
の設置等を行った。

― 通年 ―

公益財団法人企業メセナ
協議会の準会員として、
報告会等に参加し、情報
収集を行う。
また、財団音楽事業部長
兼音楽堂館長がメセナ協
議会の研修会の企画委員
として参画している。

（再）神奈川文化
賞・未来賞表彰事
業

神奈川県在住、在職又は神奈川
に深いゆかりのある者で、神奈
川の文化の向上発展に尽力し、
その功績顕著な個人又は団体に
対して「神奈川文化賞」を贈呈
した。
2001年度に、神奈川文化賞の第
50回を記念し、神奈川の文化の
向上発展に貢献することが大い
に期待される若い世代に贈呈す
るために「未来賞」を創設し
た。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため縮小開催とし、
関係者のみの参加とした。

縮小開催のため、一般観
覧者なし

2021年11月３日
神奈川県庁本庁舎３
階大会議場

受賞者６人
（文化賞：４人、未来
賞：２人）

(5) 顕彰の実施
神奈川文化賞・未来賞等による顕彰の実施

文化芸術団体への寄附の促進

メセナ企業等に関する情報の提供

メセナ企業と芸術家とを結びつける方策の検討
2021年度は実施しませんでした。
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１ 総合計画「かながわグランドデザイン」における文化芸術の位置付け 

 総合計画は、県政運営の総合的・基本的指針として、神奈川の将来のあるべきすがたを描き、そ

れに向けて県がどのような政策を展開するのか、県民の皆さんにお示しするものです。 

県では、2012 年に「かながわグランドデザイン基本構想」及び「かながわグランドデザイン実

施計画」を策定するとともに、2015 年には「かながわグランドデザイン第 2 期実施計画」を策定

し、様々な課題への対応を着実に進めてきました。 

そして、2018 年度に「第 2 期実施計画」が最終年度を迎えたことから、2025 年を年次目標とし

た「基本構想」の実現に向けて、2019～2022 年度の４年間に取り組む政策を示した「第３期実施

計画」を策定しました。 

  第３期実施計画においては、５つの「めざすべき姿」を掲げ、重点施策を分野横断的にとりまと

めた 23 のプロジェクトなどに着実に取り組むこととしています。文化芸術は「ひとのチカラを最

大限に生かす神奈川」の実現を目指す柱Ⅳ「ひとのチカラ」のプロジェクト 15「文化芸術～文化

芸術の魅力で人を引きつけ、心豊かで活力ある地域の実現～」として位置付けられています。 

  また、超高齢社会や人口減少社会への対応など非常に大きな課題を乗り越えるために、プロジ

ェクトをさらに複合的に実施する取組を「神奈川の戦略」として８つの戦略をまとめており、神奈

川の戦略６「マグネット・カルチャーの推進」として、文化芸術だけでなく各関連分野が有機的な

連携を図りながら、「マグカル」の取組を推進することとしています。 

  なお、総合計画を補完する個別計画として「かながわ文化芸術振興計画」が位置付けられていま

す。 

 

 プロジェクト 15 文化芸術～文化芸術の魅力で人を引きつけ、心豊かで活力ある地域の実現～ 

文化芸術により真にゆとりと潤いを実感できる心豊かな県民生活と、活力に満ちた地域づくり

の実現が求められています。特に、東京 2020 大会に向け、伝統芸能を含む文化芸術により地域の

にぎわいを創出するとともに、その成果をレガシーとして、大会後もコミュニティの再生・活性化

に生かしていくことが必要です。そこで、文化芸術の魅力で人を引きつけ、地域のにぎわいをつく

り出す、マグカル（マグネット・カルチャー）の取組のさらなる展開を図るとともに、笑いがあふ

れる社会の実現を後押しします。また、年齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人まで、あ

らゆる人の文化芸術活動の充実を図ることで、共生社会づくりに寄与するとともに、心豊かな県

民生活の実現に向けて取り組みます。 

 

 指標 

〇  県文化芸術事業参加者数          ○ 神奈川県民ホール、神奈川芸術劇場、県

立音楽堂、かながわアートホール及び神奈

川近代文学館の利用者満足度 

2018 年度 1,514,142 人  2018 年度 97％ 

2019 年度 1,590,900 人  2019 年度 97％ 

2020 年度 1,470,453 人  2020 年度 97％ 

2021 年度 846,262 人  2021 年度 95％ 

2022 年度（目標値） 1,694,000 人  2022 年度（目標値） 97％ 
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具体的な取組 

Ａ 県民の文化芸術活動の充実 

○ 県内各地域の伝統的な文化芸術を次代に継承していくため、市町村との連携による地域の伝統芸

能の発表の場を設け、県内外に発信していくとともに、技術・技能の継承者の育成に取り組みます。 

○ 年齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人まで、あらゆる人が文化芸術に親しめるよう、鑑

賞・参加機会を確保するとともに、年齢や障がいなどで異なる鑑賞・参加の手法などを整理し、文化

芸術を通じた共生社会実現の環境づくりを進めます。 

○ 神奈川の文化芸術の将来を担う人材を輩出するため、県立施設などにおいて、あらゆる人を対象と

した鑑賞事業、体験事業を実施していきます。特に、県立青少年センターではマグカルシアターなど

の取組を軸として舞台芸術の裾野を広げるとともに、神奈川芸術劇場では国際的に通用する人材を

育成する取組を推進します。 

※１ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、事業が中止等となったことで、実績値が目標値

を下回った。 

 

  

KPI（重要業績評価指標）※１ 年度 目標値 実績値 進捗率 

① 伝統芸能の体験・ワークショップ等の回

数(回) 

  

2018  12  

2019 13 12 92.3％ 

2020 13 1 7.6％ 

2021 14 3 21.4％ 

2022 14 － － 

② 共生共創事業の公演等の参加者数 

(人) 
2018  2,532  

2019 5,000 6,947 138.9％ 

2020 5,400 4,267 79.0％ 

2021 5,700 4,764 83.5％ 

2022 6,000 － － 

③ マグカルシアター等参加者数 (人) 2018  6,572  

2019 10,000 7,252 72.5％ 

2020 10,200 2,912 28.5％ 

2021 10,400 6,083 58.4％ 

2022 10,500 － － 
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Ｂ 文化資源を活用した地域づくりの推進 

○ 文化資源を活用した地域づくりを進めるため、文化芸術の魅力を発信する文化プログラムにつ

いて、官民一体となったオール神奈川による展開と定着を図ります。特に東京2020大会を契機に、

インバウンドも意識した展開を図り、その後もレガシーとして地域の継続的な活性化につなげま

す。 

○ 県内の文化資源の発掘に努め、その具体的な活用を進めます。また、地域の活性化などに活用可

能な文化資源については、市町村、文化芸術団体、芸術家などとの連携により有効活用を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

KPI（重要業績評価指標） 年度 目標値 実績値 進捗率 

① 神奈川文化プログラム認証件数 (件） 
※２ 

2018  425  

2019 430 497 115.6％ 

2020 460 486 105.6％ 

2021 460 277 60.2％ 

2022 460 － － 

② 県文化芸術振興審議会が選定した質

の高い文化芸術活動を行う非営利活

動団体数(団体) 
※３ 

2018  36  

2019 37 38 102.7％ 

2020 38 41 107.8％ 

2021 39 50 128.2％ 

2022 40 － － 
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Ｃ 文化芸術の振興を図るための環境整備 

○ 地域からの持続的な文化芸術の振興が図られるよう、市町村との会議による情報交換や、市町

村や文化芸術団体と協力した事業の実施や人材育成の支援に取り組みます。 

○ 県内外にマグカルのファンが広がるよう、県の文化芸術ポータルサイト「マグカル・ドット・ネ

ット」による情報発信や「イベントカレンダー」の発行など、県内各地の文化芸術イベント情報の

掲載に加え多言語対応を行うなど、積極的な情報発信を推進します。 

 

 

ＳＤＧｓとの関係について 

  「第３期実施計画」では 23 のプロジェクトとＳＤＧｓの 17 のゴールとの関連を分析し、整理

しています。プロジェクト 15「文化芸術」は、ゴール３「すべての人に健康と福祉を」、ゴール４

「質の高い教育をみんなに」、ゴール８「働きがいも経済成長も」、ゴール 11「住み続けられるま

ちづくりを」、ゴール 17「パートナーシップで目標を達成しよう」に関連しています。 

 

 

 

  

KPI（重要業績評価指標） 年度 目標値 実績値 進捗率 

① 県立文化施設で育成した文化芸術を

担う人材数（計画期間中の累計） (人） 
2018  －  

2019 145 85 58.6％ 

2020 290 282 97.2％ 

2021 435 556 127.8％ 

2022 580 － － 

② 「マグカル・ドット・ネット」のページビュー

数 （ＰＶ） 
2018  357,231  

2019 364,600 398,712 109.4％ 

2020 372,200 307,480 82.6％ 

2021 379,800 414,764 109.2％ 

2022 387,400 － － 
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２ 県立文化施設の利用者数 

（１）ホール・劇場等 

 

○休館期間 

県民ホール本館：2013 年 12 月２日から 2014 年９月 30 日、 

          2017 年７月３日から 2018 年３月 31日、 

           2018 年４月１日から５月 31 日（大ﾎｰﾙのみ） 

  音楽堂：2018 年４月１日から 2019 年５月 31日 

 

 【新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る休館期間】 

県民ホール本館：2020 年４月７日から８月 31日 

          2021 年１月９日から 10月 24 日（既に予約済みのものは除く） 

  KAAT 神奈川芸術劇場：2020 年４月７日から７月 13日 

2021 年１月９日から 10月 24 日（既に予約済みのものは除く） 

  音楽堂：2020 年４月７日から８月 31 日 

      2021 年１月９日から 10月 24 日（既に予約済みのものは除く） 

  かながわアートホール：2020 年４月 13 日から６月 19日 

             2021 年１月９日から 10 月 24 日（既に予約済みのものは除く） 

  青少年センター：2020 年４月７日から８月 31 日 

          2021 年１月８日から 10月 24 日（既に予約済みのものは除く） 

  地球市民かながわプラザ：2020 年４月９日から５月 31 日 

2021 年１月９日から 10月 25 日（既に予約済みのものは除く） 

 

  

合計     1,732       1,297        1,547        1,537        353        929   （千人） 

) 
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（２）美術館・博物館等 

 

※県立近代美術館：葉山館、鎌倉別館のこと 

○休館期間等 

県立金沢文庫：2019 年 11 月 18 日から 2020 年３月 26 日 

県立近代美術館 

  鎌倉別館：2016 年２月１日から７月 29 日、 

2016 年 12 月 26 日から 2017 年３月 31 日 

       2017 年９月４日から 2019 年 10 月 11 日 

       2020 年７月６日から 2021 年９月 30 日 

  葉山館：2020 年１月から６月（展示休止） 

  県立歴史博物館：2016 年６月１日から 2018 年４月 27日 

神奈川近代文学館：2021 年 12 月１日から 2022 年３月 31日 

 

 【新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る休館期間】 

神奈川近代文学館：2020 年３月４日から６月 12 日 

         2021 年１月 12 日から３月 19 日 

         2021 年３月 20 日から 10月 24 日（事前予約した方に限り入館可能） 

  県立金沢文庫、県立近代美術館、県立歴史博物館： 

2020 年３月４日から６月８日 

           2021 年１月 12日から３月 21 日 

           2021 年３月 26日から 10 月 25 日（事前予約した方に限り入館可能） 

           2022 年 1月 21 日から３月 21 日（事前予約した方に限り入館可能） 

   

  

合計     212        293          374       309         103        176   （千人） 

) 
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３ 文化芸術の鑑賞・活動の重要性に関する意識、満足度 

（１）全県 

文化芸術の鑑賞・活動の重要性に関する意識は高いが、満足度は低い。 

質問項目 年度 生活重要度 生活満足度 

重要 重要でな
い 

満たされ
ている 

満たされ
ていない 

文化や芸術を鑑賞したり、活動に参加で

きる場が身近に整っていること 

2021 49.9% 14.9% 20.2% 24.0% 

2020 51.3% 12.2% 21.3% 22.0% 

2019 48.4% 14.4% 26.4% 19.5% 

自由な時間や休日が多く、ゆとりある生

活ができること 

2021 76.4% 3.3% 21.4% 36.2% 

2020 75.6%  3.5% 20.4% 31.3% 

2019 71.9%  5.1% 17.5% 33.6% 

自然や歴史・文化、景観など地域の特性

を生かしたまちづくりが行われること 

2021 63.8% 6.5% 20.2% 18.0% 

2020 67.1%  5.6% 21.6% 17.1% 

2019 65.8%  4.9% 19.1% 16.7% 

（2019、2020、2021 年度年度県民ニーズ調査） 

（２）地域別 

文化芸術の鑑賞・活動の重要性に関する意識は高いが、満足度は低い。 

重要性に関する意識         （人、％） 満足度               （人、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【生活満足度】文化や芸術を鑑賞したり、活動に参加できる場が身近に整っていること

　　　　上段：実数
 
　　　　　下段：％

 
 
全
 
 
体

十
分
満
た
さ
れ
て
い
る

か
な
り
満
た
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
満
た
さ
れ
て
い
な

い ほ
と
ん
ど
満
た
さ
れ
て
い

な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

　全　　体 1,503 38 266 670 254 106 136 33

100.0 2.5 17.7 44.6 16.9 7.1 9.0 2.2

横　浜 590 21 123 241 95 41 59 10

100.0 3.6 20.8 40.8 16.1 6.9 10.0 1.7

川　崎 204 9 40 97 30 11 16 1

100.0 4.4 19.6 47.5 14.7 5.4 7.8 0.5

相模原 108 2 18 47 20 10 6 5

100.0 1.9 16.7 43.5 18.5 9.3 5.6 4.6

横須賀三浦 127 2 25 60 16 9 13 2

100.0 1.6 19.7 47.2 12.6 7.1 10.2 1.6

県　央 143 2 18 73 28 10 11 1

100.0 1.4 12.6 51.0 19.6 7.0 7.7 0.7

湘　南 217 2 33 97 40 15 21 9

100.0 0.9 15.2 44.7 18.4 6.9 9.7 4.1

県　西 53 - 2 31 10 6 4 -

100.0 - 3.8 58.5 18.9 11.3 7.5 -

無回答 61 - 7 24 15 4 6 5

100.0 - 11.5 39.3 24.6 6.6 9.8 8.2

　全　　体 1,503 38 266 670 254 106 136 33

100.0 2.5 17.7 44.6 16.9 7.1 9.0 2.2

男　性 721 24 109 369 98 51 55 15

100.0 3.3 15.1 51.2 13.6 7.1 7.6 2.1

女　性 717 14 148 276 140 51 75 13

100.0 2.0 20.6 38.5 19.5 7.1 10.5 1.8

無回答 65 - 9 25 16 4 6 5

100.0 - 13.8 38.5 24.6 6.2 9.2 7.7

　全　　体 1,503 38 266 670 254 106 136 33

100.0 2.5 17.7 44.6 16.9 7.1 9.0 2.2

１８～１９歳 3 - 1 2 - - - -

100.0 - 33.3 66.7 - - - -

２０歳代 82 3 15 33 10 11 9 1

100.0 3.7 18.3 40.2 12.2 13.4 11.0 1.2

２０歳代以下 85 3 16 35 10 11 9 1

100.0 3.5 18.8 41.2 11.8 12.9 10.6 1.2

３０歳代 185 12 37 69 29 15 22 1

100.0 6.5 20.0 37.3 15.7 8.1 11.9 0.5

４０歳代 299 9 51 141 50 14 30 4

100.0 3.0 17.1 47.2 16.7 4.7 10.0 1.3

５０歳代 338 6 60 165 56 22 25 4

100.0 1.8 17.8 48.8 16.6 6.5 7.4 1.2

６０歳代 281 6 44 131 47 22 22 9

100.0 2.1 15.7 46.6 16.7 7.8 7.8 3.2

７０～７４歳 146 - 30 59 28 11 13 5

100.0 - 20.5 40.4 19.2 7.5 8.9 3.4

７５歳以上 112 2 22 49 20 7 8 4

100.0 1.8 19.6 43.8 17.9 6.3 7.1 3.6

　無回答 57 - 6 21 14 4 7 5

100.0 - 10.5 36.8 24.6 7.0 12.3 8.8

居
住
地
域
別

性
別

年
代
別

【生活重要度】文化や芸術を鑑賞したり、活動に参加できる場が身近に整っていること

　　　　　上段：実数
 
　　　　　　下段：％

 
 
全
 
 
体

非
常
に
重
要
で
あ
る

か
な
り
重
要
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い

ま
っ

た
く
重
要
で
は
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

　全　　体 1,503 233 517 478 200 24 26 25

100.0 15.5 34.4 31.8 13.3 1.6 1.7 1.7

横　浜 590 97 206 170 87 12 11 7

100.0 16.4 34.9 28.8 14.7 2.0 1.9 1.2

川　崎 204 43 67 66 22 1 4 1

100.0 21.1 32.8 32.4 10.8 0.5 2.0 0.5

相模原 108 13 42 36 11 2 - 4

100.0 12.0 38.9 33.3 10.2 1.9 - 3.7

横須賀三浦 127 19 46 36 21 1 3 1

100.0 15.0 36.2 28.3 16.5 0.8 2.4 0.8

県　央 143 17 44 59 17 3 2 1

100.0 11.9 30.8 41.3 11.9 2.1 1.4 0.7

湘　南 217 31 72 75 26 4 2 7

100.0 14.3 33.2 34.6 12.0 1.8 0.9 3.2

県　西 53 9 19 16 9 - - -

100.0 17.0 35.8 30.2 17.0 - - -

無回答 61 4 21 20 7 1 4 4

100.0 6.6 34.4 32.8 11.5 1.6 6.6 6.6

　全　　体 1,503 233 517 478 200 24 26 25

100.0 15.5 34.4 31.8 13.3 1.6 1.7 1.7

男　性 721 95 226 269 95 16 9 11

100.0 13.2 31.3 37.3 13.2 2.2 1.2 1.5

女　性 717 135 265 190 98 6 13 10

100.0 18.8 37.0 26.5 13.7 0.8 1.8 1.4

無回答 65 3 26 19 7 2 4 4

100.0 4.6 40.0 29.2 10.8 3.1 6.2 6.2

　全　　体 1,503 233 517 478 200 24 26 25

100.0 15.5 34.4 31.8 13.3 1.6 1.7 1.7

１８～１９歳 3 1 - 1 1 - - -

100.0 33.3 - 33.3 33.3 - - -

２０歳代 82 27 21 21 11 - 2 -

100.0 32.9 25.6 25.6 13.4 - 2.4 -

２０歳代以下 85 28 21 22 12 - 2 -

100.0 32.9 24.7 25.9 14.1 - 2.4 -

３０歳代 185 43 57 45 33 5 1 1

100.0 23.2 30.8 24.3 17.8 2.7 0.5 0.5

４０歳代 299 51 88 110 36 7 5 2

100.0 17.1 29.4 36.8 12.0 2.3 1.7 0.7

５０歳代 338 50 114 110 52 7 2 3

100.0 14.8 33.7 32.5 15.4 2.1 0.6 0.9

６０歳代 281 37 112 85 32 4 4 7

100.0 13.2 39.9 30.2 11.4 1.4 1.4 2.5

７０～７４歳 146 8 61 50 19 - 5 3

100.0 5.5 41.8 34.2 13.0 - 3.4 2.1

７５歳以上 112 13 44 39 8 - 3 5

100.0 11.6 39.3 34.8 7.1 - 2.7 4.5

　無回答 57 3 20 17 8 1 4 4

100.0 5.3 35.1 29.8 14.0 1.8 7.0 7.0

居
住
地
域
別

性
別

年
代
別
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４ 県立文化施設の利用率（ホール・劇場等） 

（１）県民ホール本館 

 

※ 2017 年７月３日から 2018 年５月 31 日までの期間については、改修工事のため休館 

 

 

  

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

2016年度 333 309 92.8% 340 326 95.9%

2017年度 92 78 84.8% 93 89 95.7%

2018年度 282 263 93.3% 339 305 90.0%

2019年度 337 274 81.3% 341 268 78.6%

2020年度 297 71 23.9% 304 123 40.5%

2021年度 334 217 65.0% 338 263 77.8%

大ホール 小ホール

利用状況

年度

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

利用率の推移

大ホール 小ホール
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（２）KAAT 神奈川芸術劇場 

 

 

 

 

 

 

 

  

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

2016年度 323 300 92.9% 333 272 81.7% 351 297 84.6%

2017年度 315 300 95.2% 330 300 90.9% 349 327 93.7%

2018年度 319 308 96.6% 336 302 89.9% 349 323 92.6%

2019年度 317 310 97.8% 340 311 91.5% 345 313 90.7%

2020年度 291 219 75.3% 306 189 61.8% 320 223 69.7%

2021年度 281 265 94.3% 338 274 81.1% 349 300 86.0%

ホール 大スタジオ 中・小スタジオ

利用状況

年度

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

利用率の推移

ホール 大スタジオ 中・小スタジオ
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（３）音楽堂 

 

※ 2018 年４月１日から 2019 年５月 31 日までの期間については、改修工事のため休館 

 

  

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

2016年度 295 256 86.8%

2017年度 297 275 92.6%

2018年度 - - 20.0%

2019年度 246 199 80.9%

2020年度 273 85 31.1%

2021年度 295 187 63.4%

ホール

利用状況

年度

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

利用率の推移
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（４）かながわアートホール 

 

  

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

2016年度 336 306 91.1% 344 338 98.3% 344 239 69.5% 344 279 81.1% 344 240 69.8% 344 292 84.9%

2017年度 332 297 89.5% 342 330 96.5% 342 242 70.8% 342 311 90.9% 342 261 76.3% 342 312 91.2%

2018年度 320 287 89.7% 344 335 97.4% 344 261 75.9% 344 327 95.1% 344 278 80.8% 344 322 93.6%

2019年度 338 301 89.1% 345 338 98.0% 345 269 78.0% 345 320 92.8% 345 293 84.9% 345 325 94.2%

2020年度 278 224 80.6% 279 255 91.4% 279 180 64.5% 279 222 79.6% 279 218 78.1% 279 227 81.4%

2021年度 335 292 87.2% 341 320 93.8% 341 243 71.3% 341 233 68.3% 341 222 65.1% 341 262 76.8%

第３スタジオ 第４スタジオ 第５スタジオホール 第１スタジオ 第２スタジオ
利用状況

年度

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

利用率の推移

ホール 第１スタジオ 第２スタジオ 第３スタジオ 第４スタジオ 第５スタジオ
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（５）青少年センター 

 

※ 「多目的プラザ」を、2019 年３月から、「スタジオ HIKARI」としてリニューアルオープン 

 

 

 

 

 

 

  

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

2016年度 297 246 82.8% 325 270 83.1% 335 235 70.1%

2017年度 301 264 87.7% 323 248 76.8% 321 258 80.4%

2018年度 302 268 88.7% 306 254 83.0% 294 237 80.6%

2019年度 295 235 79.7% 328 255 77.7% 247 182 73.7%

2020年度 291 82 28.2% 326 98 30.1% 279 112 40.1%

2021年度 292 155 53.1% 326 219 67.2% 259 146 56.4%

紅葉坂ホール スタジオHIKARI 練習室

利用状況

年度

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

利用率の推移

紅葉坂ホール スタジオHIKARI 練習室
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（６）地球市民かながわプラザ（あーすぷらざ） 

 

  

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

利
用
可
能
日
数
（

日
）

利
用
日
数
（

日
）

利
用
率

2016年度 342 197 57.6% 344 237 68.9% 359 322 89.7% 359 351 97.8% 359 341 95.0%

2017年度 340 220 64.7% 345 258 74.8% 359 327 91.1% 359 351 97.8% 359 335 93.3%

2018年度 340 224 65.9% 345 236 68.4% 359 332 92.5% 359 356 99.2% 359 348 96.9%

2019年度 340 207 60.9% 345 220 63.8% 360 311 86.4% 360 347 96.4% 360 339 94.2%

2020年度 292 72 24.7% 295 143 48.5% 306 187 61.1% 306 274 89.5% 306 244 79.7%

2021年度 350 194 55.4% 351 181 51.6% 359 304 84.7% 359 345 96.1% 359 342 95.3%

創作スタジオ ワークショッププラザホール 映像ホール 多目的室

利用状況

年度

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

利用率の推移

プラザホール 映像ホール 多目的室 創作スタジオ ワークショップ
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５ 過去 1 年間に美術鑑賞等の文化芸術の鑑賞・活動を行ったことのある人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 標本数 推定人口 総数

スポーツ観
覧・観戦(テ
レビ・ス
マートフォ
ン・パソコ
ンなどは除

く)

美術鑑賞(テ
レビ・ス

マートフォ
ン・パソコ
ンなどは除

く)

演芸・演
劇・舞踊鑑
賞(テレビ・
スマート
フォン・パ
ソコンなど
は除く)

映画館での
映画鑑賞

映画館以外
での映画鑑
賞（テレ

ビ・DVD・パ
ソコンな

ど）

コンサート
などによる
クラシック
音楽鑑賞

コンサート
などによる
ポピュラー
音楽・歌謡
曲鑑賞

(千人) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)
全国 171,360 112,462 86.3 14.5 11.4 6.7 29.8 52.7 3.9 5.9
北海道 5,175 4,614 85.4 15.5 8.8 4.6 23.3 51.7 3.9 5.6
青森県 3,243 1,090 78.6 11.9 8.4 3.2 21.1 43.5 1.9 3.4
岩手県 3,418 1,075 82.9 13.2 8.9 4.5 19.2 45.1 3.8 4.5
宮城県 3,399 2,065 87.0 19.2 9.2 6.4 29.0 51.6 3.8 5.5
秋田県 3,515 849 82.1 15.0 9.0 4.4 21.9 46.6 3.3 3.6
山形県 3,665 944 82.4 13.1 10.9 4.5 27.1 46.2 4.1 4.3
福島県 3,601 1,632 81.5 11.2 9.8 3.5 21.2 46.7 2.5 3.5
茨城県 3,451 2,572 85.3 12.1 8.5 3.8 28.6 50.2 2.9 3.1
栃木県 3,523 1,730 83.9 13.4 7.1 3.9 25.9 47.7 2.7 3.9
群馬県 3,587 1,724 85.2 11.6 8.7 4.2 27.9 51.0 4.0 4.5
埼玉県 6,153 6,622 88.4 14.7 9.4 7.6 32.8 55.6 4.2 6.4
千葉県 4,670 5,670 87.0 13.7 8.7 6.3 31.6 53.8 3.3 6.3
東京都 3,496 12,724 91.4 15.1 17.8 12.6 37.4 62.4 6.2 8.3

神奈川県 5,273 8,344 89.2 15.2 12.3 7.8 34.4 58.8 4.8 7.9

新潟県 3,606 1,955 84.0 13.7 12.5 4.5 26.6 49.1 2.9 5.1
富山県 3,584 922 82.6 14.0 13.1 5.8 30.9 48.0 4.2 4.6
石川県 3,365 997 86.2 12.7 13.4 5.6 30.5 50.1 4.2 5.2
福井県 3,538 677 85.2 12.4 13.8 4.8 31.3 50.8 4.6 5.0
山梨県 3,216 725 83.1 14.5 12.1 5.4 24.9 47.5 4.1 5.3
長野県 3,569 1,824 84.8 14.3 11.7 5.9 26.0 48.2 4.1 5.1
岐阜県 3,764 1,764 84.9 11.0 8.7 5.2 27.3 48.2 2.9 4.2
静岡県 3,822 3,241 85.1 13.1 10.5 5.1 27.5 50.0 3.8 4.5
愛知県 6,028 6,728 89.3 16.0 12.1 6.8 33.5 56.3 3.9 6.7
三重県 3,524 1,574 84.2 12.2 8.4 5.1 27.9 48.9 2.4 5.5
滋賀県 3,445 1,261 86.4 14.1 11.1 5.2 29.1 50.7 3.1 4.3
京都府 2,845 2,311 85.6 15.2 15.4 8.8 30.3 53.1 4.4 7.6
大阪府 4,520 7,913 86.7 14.7 11.7 8.2 33.5 54.0 3.8 7.7
兵庫県 4,512 4,871 85.4 13.9 12.4 6.4 27.6 51.2 4.5 5.9
奈良県 3,305 1,183 86.2 13.3 12.1 6.7 28.3 51.1 3.2 6.1
和歌山県 3,214 816 83.3 11.9 8.1 3.8 25.0 46.3 2.8 3.8
鳥取県 3,444 484 81.7 12.0 12.5 4.4 23.0 44.7 2.8 3.4
島根県 3,420 586 82.5 12.5 9.8 4.6 23.3 44.6 3.2 3.7
岡山県 3,284 1,666 85.0 12.4 11.2 4.3 23.9 48.8 3.6 4.1
広島県 3,406 2,474 85.1 22.9 11.4 5.5 29.9 49.9 3.8 5.3
山口県 3,146 1,177 83.9 12.4 8.7 3.7 22.7 46.4 2.6 3.4
徳島県 3,088 632 80.6 12.1 7.2 4.0 23.3 43.7 2.0 3.0
香川県 3,143 837 82.9 11.5 9.3 4.2 25.5 46.9 3.2 3.8
愛媛県 3,347 1,178 84.3 13.0 8.8 3.9 23.1 48.9 2.2 3.3
高知県 2,837 606 81.7 10.8 9.9 3.5 24.2 47.6 2.2 4.3
福岡県 4,383 4,509 85.8 17.4 11.1 7.1 31.1 52.8 3.5 6.1
佐賀県 3,427 703 82.1 13.6 10.3 5.4 25.7 45.0 3.7 4.4
長崎県 3,096 1,135 79.7 13.0 8.9 3.6 20.9 43.6 2.7 3.5
熊本県 3,420 1,511 84.1 15.3 9.6 5.4 29.6 47.8 2.9 5.1
大分県 3,100 979 82.3 17.1 12.8 5.4 25.2 45.2 3.6 4.4
宮崎県 3,084 928 81.6 13.7 9.7 4.2 20.8 44.3 3.9 3.9
鹿児島県 3,002 1,377 81.0 13.3 8.7 4.0 24.2 45.3 2.6 4.3
沖縄県 2,707 1,263 80.0 14.1 6.4 3.5 22.5 48.4 2.3 2.4
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都道府県

ＣＤ・ス
マートフォ
ンなどによ
る音楽鑑賞

楽器の演奏
邦楽(民謡、
日本古来の
音楽を含む)

コーラス・
声楽

カラオケ
邦舞・おど

り
洋舞・社交

ダンス
書道 華道 茶道

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)
全国 53.5 10.2 3.0 1.7 13.5 1.0 1.1 3.4 1.3 0.8
北海道 51.9 9.5 2.7 1.3 14.8 1.0 0.9 3.0 1.0 0.7
青森県 43.4 5.5 2.7 1.0 10.9 1.0 0.7 2.2 1.0 0.5
岩手県 46.0 7.1 2.7 2.1 11.2 1.1 0.7 3.2 1.4 0.9
宮城県 54.1 9.8 2.9 1.5 13.0 0.8 0.7 3.0 0.9 0.5
秋田県 45.1 6.9 2.5 1.3 11.8 1.0 0.6 2.7 1.5 0.9
山形県 45.0 7.5 2.9 1.8 12.5 0.8 0.8 3.5 1.9 1.0
福島県 47.7 7.3 2.7 1.5 11.1 1.0 0.9 2.5 1.1 0.7
茨城県 50.3 8.5 2.4 1.2 12.0 0.6 1.2 3.7 1.2 0.8
栃木県 48.9 8.5 2.1 1.3 12.6 0.6 1.1 2.7 0.9 0.5
群馬県 52.0 8.7 2.4 1.5 13.3 0.9 1.2 3.2 1.2 0.7
埼玉県 56.3 11.2 2.9 1.9 13.0 0.7 1.4 3.9 1.2 0.5
千葉県 55.4 9.9 3.2 1.5 12.5 1.1 1.1 2.8 0.9 0.6
東京都 64.4 14.5 3.5 2.1 16.1 1.5 1.7 3.0 1.0 0.8

神奈川県 59.5 12.1 3.2 2.2 14.0 0.9 1.6 3.4 1.0 0.9

新潟県 48.2 8.0 2.7 1.4 12.1 0.8 1.0 3.7 1.4 0.7
富山県 44.3 8.6 2.2 1.2 11.2 0.9 0.8 3.0 1.5 1.3
石川県 51.0 8.5 2.8 0.9 12.3 0.8 0.6 3.5 2.0 1.2
福井県 49.3 8.8 3.1 1.4 12.7 1.3 0.9 3.5 1.5 1.1
山梨県 47.8 9.6 2.9 1.6 12.3 0.9 0.8 3.9 1.4 0.8
長野県 49.0 9.7 2.3 2.1 14.0 0.8 1.0 3.7 2.0 0.7
岐阜県 48.4 8.5 2.6 1.6 11.8 0.8 0.9 3.9 1.7 1.1
静岡県 50.1 9.7 3.0 1.9 12.8 1.3 1.0 2.8 1.6 0.8
愛知県 57.1 11.2 3.2 1.6 14.9 1.0 1.1 4.1 1.3 0.9
三重県 49.1 8.3 2.5 1.5 12.5 1.2 1.0 3.8 1.4 1.1
滋賀県 52.8 10.3 2.9 1.5 14.1 0.9 0.9 3.8 1.8 0.9
京都府 53.7 11.4 3.3 1.7 13.4 0.9 1.3 3.5 1.7 1.2
大阪府 54.2 10.0 3.4 1.3 14.6 0.8 1.1 3.3 1.2 0.7
兵庫県 52.7 10.1 2.6 1.9 11.7 0.7 0.8 4.0 1.5 0.8
奈良県 51.1 10.4 2.5 1.8 12.9 0.8 0.9 3.9 1.9 1.3
和歌山県 45.8 8.3 2.9 1.1 13.0 0.8 1.2 3.6 1.8 1.0
鳥取県 47.1 9.1 2.1 1.5 12.3 1.2 1.2 3.3 1.5 1.1
島根県 45.4 8.4 2.4 1.5 12.5 1.0 0.6 2.9 2.1 1.2
岡山県 51.2 9.2 2.2 1.6 11.2 0.9 0.8 3.5 1.7 1.1
広島県 51.3 9.0 3.4 1.9 14.4 1.2 0.9 3.6 1.3 1.3
山口県 47.6 9.0 2.4 1.5 12.2 0.6 1.1 3.5 1.7 1.2
徳島県 44.3 7.7 1.5 1.1 9.8 0.8 0.5 3.2 1.5 0.9
香川県 47.6 8.2 2.5 1.7 13.7 1.2 0.8 4.2 1.8 1.0
愛媛県 48.2 7.4 2.1 1.4 14.0 0.7 0.7 2.8 1.3 0.7
高知県 45.7 8.6 2.5 0.9 12.0 1.3 0.7 2.9 1.1 0.6
福岡県 52.5 8.6 3.5 1.4 13.9 1.2 1.6 3.0 1.2 1.1
佐賀県 46.8 7.8 2.8 1.6 12.2 1.0 0.8 4.5 1.3 0.8
長崎県 44.3 7.1 2.2 1.7 12.0 1.2 0.9 3.8 1.1 0.7
熊本県 48.3 8.5 2.0 1.6 14.6 0.9 0.8 3.9 1.2 0.7
大分県 47.5 6.7 2.9 1.1 11.3 0.8 0.6 3.3 1.1 0.6
宮崎県 47.1 8.5 2.7 2.0 12.7 1.1 0.6 3.3 1.4 0.6
鹿児島県 45.7 8.9 2.7 1.6 15.0 1.5 1.0 4.0 1.3 0.5
沖縄県 49.2 10.2 5.5 1.1 13.4 1.1 0.9 3.9 0.7 0.5
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都道府県 和裁・洋裁
編み物・手

芸

趣味として
の料理・菓

子作り

園芸・庭い
じり・ガー
デニング

日曜大工
絵画・彫刻
の制作

陶芸・工芸
写真の撮
影・プリン

ト

詩・和歌・
俳句・小説
などの創作

趣味として
の読書（マ
ンガを除
く）

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)
全国 5.5 8.8 19.0 26.0 11.0 3.4 1.6 21.9 2.2 31.6
北海道 5.9 10.7 18.7 27.0 12.4 3.1 1.3 21.2 1.8 29.4
青森県 4.1 8.3 13.9 24.4 10.3 1.7 0.9 14.6 1.5 22.7
岩手県 5.7 10.5 17.5 28.8 12.9 2.6 1.6 18.2 1.6 25.3
宮城県 5.2 9.2 20.2 27.3 11.4 2.5 1.8 21.5 2.7 33.0
秋田県 5.8 9.6 17.5 26.9 12.7 2.1 1.1 15.9 1.2 24.6
山形県 5.7 9.3 17.1 29.1 11.3 2.6 1.9 17.8 1.9 25.2
福島県 4.3 8.2 16.0 27.6 11.4 2.3 1.4 17.0 2.1 25.2
茨城県 4.8 7.9 18.8 32.2 13.0 3.4 1.4 22.2 1.8 29.3
栃木県 4.7 7.4 16.7 29.4 11.1 2.9 1.7 19.3 1.6 25.8
群馬県 5.0 7.9 17.5 32.8 11.6 3.2 1.7 21.7 2.1 27.5
埼玉県 6.1 9.1 19.4 28.2 11.8 3.5 1.4 23.6 2.0 34.4
千葉県 6.2 9.2 19.3 26.0 10.5 3.4 1.4 22.4 2.4 33.7
東京都 5.9 8.4 21.9 22.3 9.6 4.5 2.1 27.2 3.5 43.4

神奈川県 6.3 9.7 20.6 25.7 10.7 4.0 1.9 26.7 2.5 38.7

新潟県 5.4 8.3 17.5 28.5 10.9 3.1 1.1 19.0 1.9 28.2
富山県 4.3 7.7 16.1 25.1 11.4 2.5 1.1 18.3 1.7 26.3
石川県 4.9 8.1 18.2 25.2 9.8 2.9 1.7 18.1 1.8 28.3
福井県 4.8 7.6 18.4 25.7 11.1 3.0 2.1 19.2 1.8 27.0
山梨県 4.9 9.1 18.8 29.6 11.5 3.9 1.6 19.2 2.8 28.3
長野県 5.3 8.9 20.1 32.3 12.2 3.1 1.7 19.8 2.6 30.3
岐阜県 4.9 7.8 17.8 27.6 12.2 2.9 1.4 18.5 2.0 25.1
静岡県 5.8 9.5 18.5 28.4 10.8 3.7 1.7 21.0 2.2 29.3
愛知県 6.2 8.8 20.1 26.4 10.9 3.5 2.0 23.8 1.6 31.0
三重県 5.3 8.5 18.4 28.4 12.1 3.0 1.7 20.0 1.6 26.8
滋賀県 5.5 9.2 20.1 27.8 13.6 3.9 2.1 21.8 2.1 29.1
京都府 6.1 9.3 19.5 24.8 10.6 4.4 2.0 23.5 3.1 33.4
大阪府 5.2 9.1 19.3 19.5 10.0 3.5 1.4 21.2 1.9 31.8
兵庫県 5.9 9.7 19.2 24.1 11.2 3.7 2.0 21.1 1.9 30.8
奈良県 5.4 9.1 18.6 28.4 10.9 3.8 1.8 21.4 2.0 31.3
和歌山県 5.2 7.6 16.2 28.6 12.0 3.0 1.7 17.8 1.7 23.9
鳥取県 4.9 8.3 18.6 26.0 10.0 3.1 1.0 17.7 1.9 27.1
島根県 4.4 8.7 16.7 28.9 11.8 2.7 1.7 17.1 2.0 27.1
岡山県 5.4 9.5 20.0 30.1 11.4 3.0 1.5 20.0 2.0 27.1
広島県 4.9 8.4 18.3 25.1 12.5 3.5 1.2 21.0 2.1 28.0
山口県 5.6 9.0 16.1 28.3 10.3 3.0 1.3 19.1 1.9 25.8
徳島県 5.2 8.3 17.2 27.6 10.7 2.5 0.9 16.0 1.6 24.4
香川県 4.9 7.9 17.5 27.4 9.9 3.3 1.1 18.0 2.0 27.0
愛媛県 4.1 7.9 17.1 28.7 10.9 2.3 1.0 18.9 2.4 26.3
高知県 4.9 8.1 15.6 26.0 10.3 2.4 1.3 16.9 1.6 24.4
福岡県 5.1 8.2 18.9 23.1 9.3 3.2 1.5 21.2 2.0 29.3
佐賀県 5.4 8.3 17.6 27.6 11.3 3.2 1.3 18.9 1.5 23.9
長崎県 5.0 7.5 15.7 26.1 10.5 2.5 1.2 16.6 1.5 24.1
熊本県 5.4 8.6 17.2 29.2 12.0 3.0 0.8 21.3 1.6 25.8
大分県 4.5 6.8 16.5 26.4 9.3 2.7 1.3 17.5 1.5 25.0
宮崎県 4.9 6.8 16.3 28.1 11.9 3.0 1.4 18.6 1.6 23.9
鹿児島県 5.3 8.7 17.9 28.9 12.5 2.6 1.8 19.6 1.9 26.4
沖縄県 4.2 6.7 16.1 20.2 12.1 2.7 0.8 15.9 1.3 23.9
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「令和３年『社会生活基本調査』都道府県、趣味・娯楽の種類別行動者率（10 歳以上）」 

のデータを加工して作成 

 

令和３年 社会生活基本調査  調査対象 全国約９万１千世帯の 10 歳以上の世帯員（第１次抽出単位を国勢調査調査区

とし、第２次抽出単位を世帯とする層化２段抽出法） 

調査期日 令和３年 10 月 20 日（５年ごと） 

調査方法 調査員による調査票の配布及び収集 

都道府県
マンガを読

む
囲碁 将棋 パチンコ

スマート
フォン・家
庭用ゲーム
機などによ
るゲーム

遊園地、動
植物園、水
族館などの

見物

キャンプ その他

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)
全国 36.8 0.9 3.0 6.3 42.9 19.0 6.0 3.7
北海道 35.5 0.7 2.7 7.8 44.2 16.3 9.1 3.8
青森県 29.3 0.8 2.2 7.6 34.4 10.7 5.3 2.5
岩手県 31.3 0.9 2.2 8.0 36.9 8.2 3.7 2.8
宮城県 38.9 0.9 2.7 7.5 42.5 17.9 6.2 3.2
秋田県 29.9 0.5 1.4 6.7 33.7 14.6 4.0 3.1
山形県 32.7 0.6 2.2 6.9 35.8 12.6 5.9 2.9
福島県 34.3 0.8 2.6 7.0 37.4 13.0 4.7 2.9
茨城県 34.7 0.8 2.7 6.0 41.2 17.4 4.9 3.6
栃木県 33.0 0.6 2.6 6.2 40.5 18.5 5.2 3.2
群馬県 34.8 1.1 2.6 5.4 40.1 16.5 4.8 2.5
埼玉県 38.8 1.0 3.4 5.5 44.0 18.5 6.3 4.4
千葉県 36.8 1.0 2.9 5.2 43.7 19.1 5.8 3.6
東京都 43.2 1.1 3.6 4.4 48.3 23.7 6.7 5.0

神奈川県 41.2 0.9 3.2 5.2 47.9 24.0 6.8 3.9

新潟県 35.1 1.1 3.1 5.3 38.3 16.7 5.1 4.1
富山県 32.7 0.8 2.5 6.5 36.6 16.6 4.3 3.7
石川県 38.6 0.5 2.8 8.1 42.5 14.7 4.6 3.8
福井県 35.1 0.7 2.9 7.9 39.9 14.8 5.0 3.9
山梨県 32.1 1.0 3.3 5.9 36.8 14.7 6.0 3.0
長野県 34.6 1.1 2.4 5.8 36.9 13.4 5.8 3.3
岐阜県 33.9 0.8 2.0 7.8 41.8 15.5 5.4 3.6
静岡県 36.5 1.0 3.3 6.6 42.8 16.7 5.6 3.7
愛知県 40.2 1.0 3.4 7.9 48.4 25.5 8.9 4.2
三重県 34.6 0.7 3.3 7.9 41.1 15.0 4.7 3.6
滋賀県 37.1 0.4 3.0 5.7 43.9 16.9 7.3 3.7
京都府 37.2 1.0 3.2 4.7 43.2 23.9 5.8 3.3
大阪府 38.2 0.9 3.4 8.0 45.7 22.1 5.5 3.7
兵庫県 34.8 1.1 3.0 5.1 41.9 19.0 5.4 3.2
奈良県 32.9 1.0 2.8 4.6 42.4 18.0 5.7 3.4
和歌山県 30.9 0.8 2.3 7.4 37.7 16.3 5.2 3.3
鳥取県 30.8 1.0 3.1 6.8 34.2 10.5 4.2 3.3
島根県 32.3 1.0 3.3 7.6 35.6 12.2 3.6 2.8
岡山県 33.5 1.1 3.4 5.9 39.8 15.0 5.6 3.3
広島県 34.9 0.7 2.5 6.8 41.1 16.3 6.8 3.3
山口県 31.8 0.9 2.1 6.7 37.6 16.1 4.3 3.2
徳島県 32.1 0.7 3.3 5.3 37.3 12.2 4.1 2.9
香川県 33.6 1.0 3.8 6.5 39.6 17.6 4.7 2.8
愛媛県 34.4 0.6 2.6 6.8 39.4 13.2 3.8 2.8
高知県 32.5 1.0 2.8 7.7 37.2 18.1 6.5 2.9
福岡県 36.6 1.1 2.4 6.6 42.5 19.5 6.0 4.2
佐賀県 31.7 0.7 2.8 8.6 36.8 16.4 5.4 3.0
長崎県 29.7 1.3 3.0 7.3 34.9 13.0 3.3 2.7
熊本県 33.1 0.8 2.6 8.2 38.2 17.1 6.5 2.9
大分県 30.9 1.0 2.8 7.4 36.0 16.4 4.7 2.3
宮崎県 29.5 0.8 2.2 8.4 35.9 13.4 5.3 2.5
鹿児島県 31.7 0.7 2.7 8.6 35.2 16.0 6.6 2.4
沖縄県 33.0 0.8 2.1 3.6 36.5 13.7 4.1 2.1
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県の文化芸術振興の総合的な目標等を定めた「かながわ文化芸術振興計画（計画期間：2019 年度

～2023 年度）」において、「重点施策」及び「基本的な施策」に位置付けた各事業の実施状況並びに

東京 2020 大会開催期間中の主な文化プログラム等を取りまとめたものとして、2022 年８月 30 日開

催の第 31回審議会において、県から報告を受けたところである。 

 当審議会として報告を受けた内容について審査を行い、課題等について、次のとおり意見を述べ、

この年次報告のまとめとする。 

 

 

・ 共生共創事業について 

文化事業については、人口の多い地域に偏る傾向があるが、共生共創事業についても引き続き、

人口の多い地域だけでなく、相対的に人口が少ない地域も含めて、全県展開を大事にしていただ

きたい。 

また、出演者、鑑賞者だけではなく、支えている施設、NPO 法人、ボランティアの方々等の存在

も重要である。障がいに関わらずそれぞれが持っている力を相互に作用していくことが共生共創

事業の将来的なあり方であると考える。 

 

・ 東京 2020 大会開催期間中の主な文化プログラムについて 

東京 2020 大会は、日本がリーダーシップを執って世界とともに進めたプロジェクトであり、そ

の中で神奈川県がどのような役割を担ったかについてまとめられ、記録として非常に大きな役割

を持っていると考える。 

今後は、東京 2020 大会で創出されたレガシーをどのように継承、発展、定着させていくかを考

えていく必要がある。 

 

・ 新型コロナウイルス感染症への対応について 

新型コロナウイルス感染症に対し、神奈川県がどのように対峙し、対応したのかが読み取れる

内容となっている。「新しい生活様式」といった、新型コロナウイルス感染症がまん延した社会に

おけるキーワードが落とし込まれていることで、報告書の記録としての役割は大きいと考える。 

コロナ禍において、文化芸術のデジタル化が進み、新しい動きが促進され、先の時代に向けて新

しい可能性を切り拓くことができたと解釈できるため、その点を積極的に評価すべきである。今

後の文化芸術のあり方の一つの方向性であり、この間に試みた施策を改めて検討し、様々な創意

工夫のもとで新しい活動を模索していく必要がある。 

 


